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令和元年第４回久米島町議会臨時会

会 議 録 第 １ 号

招 集 年 月 日 令和元年５月30日 （木曜日）

招 集 の 場 所 久 米 島 町 議 会 議 事 堂

開 閉 会 日 時 開 会 ５月30日 午後４時00分 議長 幸 地 猛

及 び 宣 言 閉 会 ５月30日 午後４時42分 議長 幸 地 猛

応 招 議 員 議席番号 氏 名 議席番号 氏 名

出 席 議 員 １番 喜久村 等 ８番 喜久里 猛
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令和元年 第４回久米島町議会臨時会

議事日程 〔第１号〕
令和元年５月30日（木）
午後４時00分 開 会

日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名（久米島町議会会議規則第120条） 3p

第２ 会期の決定 3p

第３ 議案第23号 複合型防災・地域交流拠点施設新築工事（建築）請負契約に 3p

ついて

第４ 議案第24号 複合型防災・地域交流拠点施設新築工事（電気）請負契約に 6p

ついて

第５ 議案第25号 複合型防災・地域交流拠点施設新築工事（機械）請負契約に 7p

ついて

第６ 閉会中の議員派遣について 10p

閉会 10p



- 3 -

（午後 ４時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

皆さんこんにちは。これより本日の会議を

開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、２番盛本實議員、３番平

良弘光議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日５月30日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間に決定しました。

日程第３ 複合型防災・地域交流拠点施設

新築工事(建築)請負契約につい

て

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第23号、複合型防災・地域

交流拠点施設新築工事(建築)請負契約につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

こんにちは、それでは議案第23号、複合型

防災・地域交流拠点施設新築工事(建築)請負

契約について。

複合型防災・地域交流拠点施設新築工事

(建築)請負契約について、次のように工事請

負契約を提携したいので地方自治法第96条第

１項第５号の規程により議会の議決を求め

る。

記

１．契約の目的 複合型防災・地域交流拠点

施設新築工事(建築)

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 494,780,000円

４．契約の相手方代表者

住所 沖縄県島尻郡久米島町字大田565

商号 久米建設株式会社

氏名 代表取締役 宇禄弘

構成員

住所 沖縄県島尻郡久米島町字山里258番

地

商号 有限会社 山里土建

氏名 代表取締役 山里朝視

令和元年５月30日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

複合型防災・地域交流拠点施設新築工事

(建築)の請負契約の締結については、久米島

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。
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なお、後ろの方に工事請負契約書の写し、

そして平面図等々を添付しております。なお、

今回は共同企業体ＪＶ方式で建築のＡ、Ｂラ

ンク５社とＣランク５社の５共同企業体での

入札となりました。久米建設株式会社と有限

会社山里土建さんが落札をしております。

ご審議の程をよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

事前に配布された資料をチェックしてみた

ら消費税額が現行の８％とじゃなくて10％で

契約されておりますが、その経緯について教

えてください。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの盛本議員のご質問にお答えいた

します。今年10月から消費税が10％に改定さ

れるということで、我々としても工事の部分

に関しての取扱いをいろいろと確認していた

ところなんですが、そういう中、４月８日に

なりますか、県の方から消費税の取扱に関す

る通知ということで届いております。その中

で10月１日以降までに工事が継続されるもの

については、消費税10％で契約の案件として

取り扱うようにということで通知に基づく消

費税の10％の計上となっております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

全協でもいろいろ説明があったんで、くど

くどなんですが、ただ１つだけまだ回答をも

らっていないんですよね。常々言っています

ね、町の公文書については各課統一しなさい

ということで言っていました。残念ながらこ

れ議案の提出書は令和元年になっているんで

すが、契約書は令和１年になっているんです

よね。さっき副町長の方から説明があったん

だけれども、若干、私は説明の方おかしいな

と思っていますんで、統一するか、あるいは

建設課は建設課でいくか、でもこの書類はこ

れ総務ですよね、請負契約書を作るのは、建

設課ね。

（「建設課」の声あり）

じゃあどっちかで答えてください。総務の

議案提案書と、要するに町の文書は統一すべ

きじゃないかと思っていますので、するか、

しないか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの喜久里議員のご質問にお答えい

たします。ご質問にありますとおり令和１年

と工事の請負契約に記載しております。もう

一つには令和元年ということで統一すべきで

はないかというご質問なんですが、まずこち

らの契約書を作成するにあたっては契約の効

力としては元年でも１年でも変わりないとい

うことで、今回１年としたところでござます

が、今後、建設課、それから町発注の工事に

関しては、ご指摘のように統一すべきだろう

と思っておりますので、元年とすべきかどう

かというのを庁舎内で確認したいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛
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10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

ちょっと契約書の確認なんですが、これは

久米建設と山里建設の共同企業体なんです

が、これ請負者は建設工事共同企業体になっ

て代表者、久米建設、構成員、山里建設とい

うかたちになるわけじゃないですか。この規

約書のあり方なんですが、一番最初にこの建

設工事共同体というのが出て、代表者久米建

設、構成員、あるべきですよね。これでいん

ですかこのままで。ちょっとお願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの玉城議員のご質問にお答えいた

します。まず契約の相手方として共同企業体

として明記するにあたっては、ＪＶ共同企業

体には複数のやり方がございまして、法人Ｊ

Ｖ、それから非法人ＪＶ等がございます。こ

こに改めてＪＶ共同企業体の名前を打つとい

うことは法人のＪＶ格が、そこの何々建設共

同企業体というふうになります。今回その法

人ではなくて協定を結んでＪＶを組むという

ことで、非法人化になりますので、ここに打

つためには法人共同企業体、そこにやるため

には、そこの定款を求める必要がございます

ので、それで今そこの中には共同企業体とし

ての名称は記載してございません。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

先ほど議運の方でも説明あったんですが、

この経常建設共同事業体というのと特定建設

工事共同企業体というのもありますよね、こ

の関係で、そうなっているわけですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

お答えいたします。まず共同企業体につき

ましては今ご質問にありました特定建設工事

の共同企業体、それから今本契約にございま

す経常建設共同企業体、この２種類がござい

ますが、まず特定としての取扱いなんですが、

通常一般的になんですが、そうとう高度な技

術を要するものとか、いわゆるゼネコンあた

りがよく組む手法なんですが、その部分と本

町の場合に経常建設共同企業体というのがあ

りまして、そこの要項に基づいて、今回は共

同企業体を経常共同事業体というふうにして

おります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

じゃあ契約上の書名については、この建設

建設共同事業体の請負者として明示しなくて

もいいということで理解していいわけですよ

ね。はい、わかりました。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

先ほど議運の中でも質問があって回答あり

ましたが、皆さんに配られているこの資料の

中に工期がうたわれていないと思うんです

よ。それで議会議決後に本契約することにな

ると思うんですが、完了年月日、これを説明

するべきだと思うんですが。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛
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ただいまの棚原議員のご質問にお答えしま

す。今のご質問については工期ということで

よろしいでしょうか。工期につきましては本

議会で承認いただきまして効力を発するとい

うところがござまして、今日ご承認いただき

まして、手続きとしては明日５月31日付けで

契約を締結いたしまして、工期自体が５月31

日から令和２年３月27日の工期というふうに

予定しておりまして301日の工期として、今、

予定しております。

（「休憩」の声あり）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後４時21分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後４時27分）

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第23号、複合型防災・地域

交流拠点施設新築工事(建築)請負契約につい

てを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第23号、複合

型防災・地域交流拠点施設新築工事(建築)請

負契約については、原案のとおり可決されま

した。

日程第４ 複合型防災・地域交流拠点施設

新築工事(電気)請負契約につい

て

○ 議長 幸地猛

日程第４、議案第24号、複合型防災・地域

交流拠点施設新築工事(電気)請負契約につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

それでは議案第24号、複合型防災・地域交

流拠点施設新築工事(電気)請負契約につい

て。

複合型防災・地域交流拠点施設新築工事

(電気)について、次のように工事請負契約を

提携したいので地方自治法第96条第１項第５

号の規程により議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 複合型防災・地域交流拠点

施設新築工事(電気)

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 146,850,000円

４．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字謝名堂

100-1

商号 株式会社宮城組

氏名 代表取締役 宮城正勝

令和元年５月30日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

複合型防災・地域交流拠点施設新築工事

(電気)の請負契約の締結については、久米島

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を得る必要がある。
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これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、次ページの方に工事請負契約書の写

し、そして使用書等々を添付しております。

今回は電気部門のＡ、Ｂランク６社を指名し

まして株式会社宮城組さんが落札をしており

ます。今回、議決されますと明日から工期が

301日間となります。よろしくお願いいたし

ます。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今回の契約の相手方なんですが、過去に電

気設備を受注した実績あるかどうか、確認お

願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

今回の契約の相手方なんですが、過去に契

約はございますが、何件とかどういう内容だ

ったかというのは今現在把握しておりません

が、バーデハウスの電気設備、ソーラーとか

それは宮城組さんの方で請負った実績はござ

います。それ以外については申し訳ございま

せん。今、手元の方には資料はございません。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第24号、複合型防災・地域

交流拠点施設新築工事(電気)請負契約につい

てを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第24号、複合

型防災・地域交流拠点施設新築工事(電気)請

負契約については、原案のとおり可決されま

した。

日程第５ 複合型防災・地域交流拠点施設

新築工事(機械)請負契約につい

て

○ 議長 幸地猛

日程第５、議案第25号、複合型防災・地域

交流拠点施設新築工事(機械)請負契約につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第25、複合型防災・地域交流拠点施設

新築工事(機械)請負契約について。

複合型防災・地域交流拠点施設新築工事

(機械)について、次のように工事請負契約を

提携したいので地方自治法第96条第１項第５

号の規程により議会の議決を求める。

記

１．契約の目的 複合型防災・地域交流拠点

施設新築工事(機械)

２．契約の方法 指名競争入札
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３．契約の金額 130,900,000円

４．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字宇根438-3

商号 株式会社儀間建設

氏名 代表取締役 儀間清

令和元年５月30日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

複合型防災・地域交流拠点施設新築工事

(機械)の請負契約の締結については、久米島

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

又は処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、次ページの方に工事請負契約書の写

し、そして平面図等々を添付しております。

今回は機械部門のＡ、Ｂランクの６社を指名

しまして株式会社儀間建設さんが落札をして

おります。これも今日議会の議決を得られま

したら、明日５月31日から令和２年３月27日

までの301日間となります。

ご審議の程よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

まず総括的に現在済んでいました造成工事

は完全に完了しましたか、工期どおりという

ことと。この301日ということなんだが、機

械、電気が果たして建築工事終わらない間に

入るかちょっと疑問なんだよね。そうすると、

当然、議会後速やかに契約はするけれども30

1日で済むかどうか、そのへんもうちょっと

説明してください。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えいたします。ま

ず造成工事につきましては、期間の改定はご

ざいましたが、改定した工期内では完了して

おります。それから電気、機械につきまして

はどうしても建築と工程を一緒にしないとい

けないということで、その打ち合わせ、その

工程を組む段階にあたって一緒に調整といい

ますか、計画しないといけないということが

ございまして、同じ日数となっております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今日でこの契約を交わすことで工事が始ま

るということで、もう造られていく前提で進

んでいますが、同時にこの複合型防災施設が

どういったかたちで運営していくのかという

のも合わせて議論されていると思いますが、

今一、中身の方が見えない。その点のところ

が今日は請負契約ではあるんですが、そのへ

んのところはしっかり話されて今現時点で説

明できるのかどうかというところ、今日来ら

れている課長の皆さんできるかどうかなんで

すが、その点お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの吉永議員の質問にお答えしま

す。この複合型防災施設の管理運営について

なんですが、今、教育委員会の方で、その事

務を取り扱っているんですが、今年、複合型
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の施設の名称とか開館時間、休館日、利用内

容等を決めて12月いっぱいに取り決めをし

て、来年の３月議会に条例等を上程する日程

で、今、検討を進めています。

今年の事業内容としては、図書館システム

の導入と図書約6,000冊の購入を予定してい

ます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

教育課が進めていくということなんです

が、そのぐらい素晴らしい施設ができるとい

うところで、こういったものを十分活かしき

るような計画にしてほしいなと。というのは

パークゴルフ場にある避難する建物がありま

すね。それを造った後に計画どおりに、その

後、町が作った計画では、そこに飲食店を造

るとか、そういったところで進めていたんで

すが、実際、造った後、運営の方がこちらか

ら見る限り上手く計画どおりされていないと

いうことも見受けられる部分もありますの

で、こういった３階建ての素晴らしい建物を

造る。同時にそれをしっかりと活かすような

取り組みを、この建物として教育課に理解を

してもらって進めていってほしいなというと

こなんですが、その点は協議しっかりされて

いるかどうか、そこだけお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいま議員から指摘あったとおり、いろ

んな意見を聞きながらスムーズな運営ができ

るように調整を図りながら開館までに、そこ

らへんは詰めていきたいと考えています。開

館予定になるんですが、来年の７月を予定し

ていますので３月議会に条例を上程して、そ

れから新しい施設に入って、中での調整等も

ありますので幅広い意見を聞きながら管理運

営については万全を期していきたいと考えて

います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

１点だけ、議案24号は採決されましたけれ

ども、その中で自家用発電設備特記仕様書、

これ電気の関係ですよね。25号で工事の機械

となっているんですが、この電気設備の機械

と、この機械の違いを教えてください。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの赤嶺議員のご質問にお答えしま

す。まず24号、電気の内容でござますが、非

常用電気発電ですね、それを確保するための

発電機の設備がメインでございます。その他、

照明機器でありますとか、コンセント設備、

受変電設備等の整備として電気の内容となり

ます。機械でございますが、こちらの方は空

調設備でありますとか、浄化槽設備それから

給水施設のポンプ貯水槽等々その中で機械と

いう一つの工種に分かれて整備することには

なっております。

○ 議長 幸地猛

他質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛
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討論なしと認めます。

これから、議案第25号、複合型防災・地域

交流拠点施設新築工事(機械)請負契約につい

てを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第25号、複合

型防災・地域交流拠点施設新築工事(機械)請

負契約については、原案のとおり可決されま

した。

日程第６ 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第６、閉会中の議員派遣についてをお

諮りします。

議員派遣については別紙のとおり派遣する

ことにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については別紙のとおり派遣すること

に決定しました。

○ 議長 幸地猛

以上で本日の議事日程は全て終了しましま

した。

これで令和元年第４回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午後４時42分）



- 11 -

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛

署名議員（議席番号２番） 盛 本 實

署名議員（議席番号３番） 平 良 弘 光
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令和元年（２０１９年）

第５回久米島町議会定例会

１日目

６月18日
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令和元年第５回久米島町議会定例会
会 議 録 第 １ 号

招 集 年 月 日 令和元年６月18日 （火曜日）
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令和元年 第５回久米島町議会定例会

議事日程 〔第１号〕

令和元年６月18日（火）

午前10時00分 開 会

日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名（久米島町議会会議規則第120条） 15p

第２ 会期の決定について 15p

第３ 議長諸般の報告 15p

第４ 一般質問 15p

（1）吉永浩議員

（2）翁長学議員

（3）喜久村等議員

（4）平良弘光議員

（5）盛本實議員

散会 59p



- 15 -

（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。日程に入る前にご報

告します。本日、議会傍聴の申し出がありま

したので許可しました。全員出席です。

ただいまから令和元年第５回久米島町議会

定例会を開会します。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、４番崎村正明議員、５番

吉永浩議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日６月18日から６月

20日までの３日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。したがって、会期は

本日６月18日から６月20日間の３日間に決定

しました。

日程第３ 議長諸般報告

○ 議長 幸地猛

日程第３、議長諸般の報告を行います。平

成31年３月から私が出席しました会議等の内

容をお手元に配布してありますのでご覧にな

っていただきたいと思います。

例月現金出納検査報告については、地方自

治法235条の２第３項の規定により平成31年

２月分から４月分の例月現金出納検査報告が

提出されております。

議会事務局に配置し、閲覧できるようにし

てあります。

次に、町長から平成31年３月以降の町政一

般報告書が別紙のとおりありましたのでお手

元に配布してあります。朗読は省略いたしま

す。

これで諸般の報告を終わります。

日程第４ 一般質問

○ 議長 幸地猛

日程第４、ただいまから一般質問を行いま

す。一般質問の時間は会議規則第56条第１項

の規定によって、これまでどうり30分以内と

します。なお質問は質問席から総括質問のあ

と再質問を一問一答方式で行います。質問者

も答弁者も簡潔明瞭にお願いいたします。そ

れでは順次発言を許します。

５番吉永浩議員の発言を許します。

（５番吉永浩議員登壇）

○ ５番 吉永浩議員

おはようござます。通告に従いまして４項

目質問いたします。

まず１項目、久米島モデルの進捗について、

本町の重点施策、海洋深層水などの自然資源

を活用したまちづくり施策である「久米島モ

デル」実現の為に必要な海洋深層水取水設備

の増強に向けた組の進捗状況と、今後の展開

について伺う。

２項目、久米島高校魅力化について、島外
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からの留学生が増え、魅力化が進む一方、元

の子どもたち向けの魅力化を町として、今後

どのように進めていく考えか。

３項目、議会からの要望書について、平成

30年度、議会からの要望書を町長へ提出して

いる。現在までの取組状況を伺う。

４項目、外来種対策について、平成29年12

月議会でも同様の質問をしています。その際、

町民への普及啓蒙や条例等で持込対策と固有

種保護検討したいと答弁しているが、現在ま

での取組状況を伺う。以上４項目よろしくお

願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。５番吉永浩議員の３

つの質問に対して私から答弁いたします。

まず１つ目に久米島モデルの進捗につい

て、海洋深層水の取水設備の増強については

先月、沖縄県知事に支援を要請しております。

知事からは町の主体的な動きも促されており

ますが、町おいて行政主体の推進会議を早急

に発足して、県担当部局の参画と職員の配置

を求めていきます。また、民間主体で沖縄の

経済団体で網羅した「海洋産業インフラ早期

建設促進委員会」発足の動きもあり、官民が

両輪で建設機運を醸成し国、県に働きかける

など設備増強実現に向けた運動を展開してま

いります。

続きまして、久米島高校の魅力化について、

地元の子どもたち及び保護者が久米島高校に

魅力を感じられるかについて、大まかに二つ

要素があると考えております。「一つ目はス

ポーツで高みを目指したり商工業、水産など

の職業技能習得を目指す上で学ぶ環境が整っ

ているか。二つ目に大学進学などを目指す上

で学習環境が整っているか。」であります。

一つ目の要素を久米島高校の魅力化の一環

として整えるには議論すべき課題が多く困難

が予想されます。二つ目に関しては、これま

での町学習支援センターの取り組みが沖縄本

島の進学校や予備校にも引けを取らないほ

ど、きめ細やかな対応が可能となってきてお

り、実際に県内68高校の中で国公立大学の進

学率は19位まで上昇しております。島外高校

へ進学する約半数の子どもたちが、二つ目の

理由であることからすれば学習センターの取

り組み周知と共に更なる進学率向上を図るこ

とが魅力強化につながると考えております。

久米島高校の未来について多様な考え方が

ある中で高校魅力化の答えは一つではないこ

とも承知しており、議会、町民、高校現場な

どと引き続き議論を交わしながら、魅力化事

業を推進してまいります。

３点目の議会からの要望について、議会か

らの５項目の要望事項の取り組み状況ついて

説明いたします。まず１つ目に、フェリー運

賃の改善につきましては、事業者との会議等

あらゆる機会の場で継続要望しております。

大変厳しい回答ではありますが、引き続き意

見交換・要望を重ね、改善に向け取り組んで

まいります。

２つ目に、求人情報窓口の一本化につきま

しては、これまで課題であった島内の求人情

報の集約は移住推進のためにも必要であり、

企画財政課の島ぐらしコンシェルジュにて一

本化の作業を行っております。雇用関係助成

金は商工会、ハローワークとの連携が必要な

ため、引き続き商工観光課が対応するととも
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に、企画財政課で一本化した求人情報を活用

して住民の求職活動を支援してまいります。

３つ目に、子育て世代への支援策として学

童保育等の充実につきましては、学童保育を

風の帰る森の施設で開所を予定しています。

平成31年４月から風の帰る森の施設が落成す

るまでの期間、別の場所で行えないか調整を

行いましたが、県内で学童開所支援を行って

いる「沖縄県学童・保育支援センター」から

運営側の職員研修等も実際に運営を行う施設

で余裕をもって行ったうえでの開所が望まし

いとの助言があり、現段階では、令和２年４

月開所に向けて取り組んでまいります。

続きまして４点目に、里帰りした子どもた

ちの町営塾利用につきましては、公営塾が久

米島高校魅力化の一環で地元高校から国公立

及び難関私立大学等への進学率向上を主な目

的の一つとして実施しており、講師は通塾し

ている久米島高校の生徒から進路相談を受け

た上、さらに個々の生徒の成績、学力を勘案

した授業カリキュラムを組んでいます。この

ような理由から里帰り時など一時的な子ども

たちに対する急な授業対応は厳しい状況です

が、今後において受講等の要望があった場合

は早い時期から調整を行い可能な限り対応し

てまいります。

５つ目の町営バスの運賃・バス停の間隔・

運行時間等につきましては、利用・運行状況

を調査・検証しているところであります。今

後、分析・計画立てを行い、改善できるもの

から取り組んでまいります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

おはようございます。吉永浩議員のご質問、

外来種対策についてお答えいたします。今年

度４月に環境省の主催にて町内の連絡会議が

開催されており、その中で動植物の密猟、密

輸、固有種の保護、外来種の対策等について

話し合いをもっております。国、県と連携を

図つつ取り組んで行きたいと考えておりま

す。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

それでは、順次、再質問をしていきたいと

思います。まず久米島モデルについて再質問

を行いたいと思いますが、僕がこの質問をす

るのは町長のまちづくりの最大の施策だと僕

は理解していて、その取水量10倍以上の海洋

深層水、10倍以上のそれ一つだけ目的ではな

くてこれはあくまで過程なので、これが実現

しない限り町長が目指す海洋深層水を使った

町づくり久米島モデルというのは、まず進ま

ないというところがあって、この取水量10倍

のものに持って行くための調査、要望そうい

ったものも10年続けてきたというような説明

もありました。これは知事との意見交換会の

時、また、その議会への説明のときも、そう

いった話を受けていますが、そういったとこ

ろがある中で今現状があるというところから

再質問しますが、まず５月24日に沖縄県知事

が来られて意見交換会、行政視察というとこ

ろで視察していますが、その際にやっていま

すが、町長、知事との意見交換会を終えて、

その後もおそらく県に行っているというのは

話は聞いているんですが、その知事意見交換
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会を終えて、その感触、手応え、そういった

ものは町長がどう感じているのか、率直な考

えをお伺いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが５月24日から25日の２日

間、知事が来島され、いろんな現場を視察さ

れました。その24日の夜においては懇親会等

をやっていろんなしっかりした今後の我々の

思い等においても意見交換しました。その中

で深層水についても今議員からあったとお

り、重要課題だということで私は進めている

ということも知事に伝えました。その後、私

はこちらでの会議があって参加できませんで

したが、副知事と副町長、そして担当課長あ

たりと県議の何名かと一緒に今後の対応につ

いての協議を進めております。その他、今、

民間主導で新たな組織を立ち上げて推進しよ

うということも進めておりますので、そのへ

んを含めたかたちで、更に来週あたりでもい

いですから知事と個別にその件に関しても意

見交換する予定で考えています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

来週、知事と直接意見交換会をするという

ことからすると、この24日の分というのは手

応え感触はあったのかなということなんです

が６月11日に県に行って、その後、意見交換

会されていますよね、その時、副町長が長の

一番の代表として行っているといると思いま

すが、そのときの状況はどうでしたかね。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

６月の11日に町長の代理で富川副知事にお

会いしました。そのときは議長、そして商工

会の会長、そして建設業協会の会長も一緒に

同行して要請してきました。そのときに副知

事は久米島町のこの思いを十分受け取って、

副知事が中心になって商工労働部、そして農

林水産部、三部会を集めて先頭になって、こ

の横断的な会合を進めるということで前向き

な回答をいただきました。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

前向きな回答をいただいたというところで

部局横断的にという文言がありましたが、県

の話を聞いて意見交換会に参加させてもらっ

たのは、やはり県がかなり縦割りの行政なん

だなという感触は勿論受けていて、その中で

部局横断的にというのが意見交換会の場で出

たというのは大きいのかなというのは町長も

副町長も思っているところだと思いますが、

来週の11日の知事との意見交換会というのは

副町長が中心になると言っていましたけど、

特に来週知事との意見交換会で交渉というの

はどういった点をもってやるのか、これ町長

の考えをお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

これまでの我々が要請したものの動きは極

端に変えることはありません。その10万トン

以上取水するための事業をどこが事業主体に

なってどうすべきかというのを国も含めて今

後調整入りますが、今いろんな角度からいろ

んな分野をとおしてやっております。これで
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こういきましょうということには現時点では

ないです。そのへんをいろんなかたちで意見

交換したいということであります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

正直なところ５月24日の意見交換会のとき

に、これは僕だけなのかも知れません。もっ

と良い答えが出るのかなと、それは10年も町

が取り組んできて、そして何年も県議会でも

取り上げられているし、議事録にも載ってい

るし要望もしてきたというようなところがあ

る中で５月24日どういうふうに県が答えてい

くのかなと思ったんですけども、どうもやっ

と県は足並みを揃えることができそうだとい

うような印象、僕としては感覚をもったんで

すね。以前、議会へ説明があったものに、こ

の海洋深層水10倍にしていくためのスケジュ

ールとして２年間の調査設計ですか、そして

その後に２年間工事で開始するのが５年目だ

というところで、もし来年から始まったとし

ても５年後になるというようなところ、とこ

ろがそれが遅れれば遅れるほど、県がやっと

足並みが揃ったという感覚がある中で、今こ

れだけ後かかるというような状況になってい

て、まだまだ先はちょっと見えないなと思っ

ているんですが、３月議会のときに同僚議員

から町長が今年が一番の山場になるというよ

うなお話をされていました。勝負のときだと。

ただ、今、こういった県の回答があった中で、

今年度、具体的に町があるいは県があるいは

国がどういう状況になっている状況までを想

定しているのか、町長の考えをお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私の今の思い、関係機関方々との話し合い

の中では、令和２年度の予算に調査費を計上

したいという前提のもと、今、組織をいろん

な角度で検討をさせて進めようということで

考えております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

令和２年度に調査の予算をつけたいと、そ

のつもりでやっていくと、それで本当に進め

てほしいなと思うんですが、５月の議会への

説明を担当課長からやってもらっています。

今町長から令和２年の予算を付けたいという

ようなところなんですが、担当課長のところ

で一つのゴールとして来年度予算が決まる８

月というのが一つのゴールだろうというよう

なお話をしています。その考えに変更はない

のかというところと、それまでにじゃあ町が

推進会議、あるいは県と国との会議をしてい

くというようなところがあると思います。あ

と２カ月しかないんですよね。どういうふう

に具体的に担当課長、担当課は動いていくの

か、説明を求めます。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

ただいまの吉永議員の質問に回答します。

久米島町としては、知事からの回答を受けて、

先ほど町長からも説明あったとおり行政主体

の推進会議を設けるということで、準備をし

ているところです。その推進会議には県の職

員の参画といいますか、スタッフに入ってほ
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しいということを強く要望しております。実

際、農林水産部の統括監の方にも、そのあた

りはしっかりと職員を早く配置することを決

めてほしいということで要望していて、推進

会議の中で今後のスケジュールを含めて概算

要求までの調整をする予定でいます。あと同

時に民間を主体とする促進委員会も予定され

ていますので、連携しながら推進していくつ

もりです。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

政策参与を付けていますね、今年度、政策

参与の動きが内部の方では見えると思うんで

すが、こちら側から少し見えない部分もある

のでどういった動きをしていて８月までどう

いうふうに動いて、それ以後どうするのか、

そのへんのところ説明も求めます。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

政策参与については海洋深層水の事業を一

つの目的にしております。政策参与は以前は

商工会に勤務していて、その前は内閣府沖縄

総合事務局に勤務されていたということで、

国に対しての人脈などネットワークをいろい

ろとお持ちです。そして商工会に勤務してい

たので沖縄の各種経済団体ともネットワーク

をもっております。やはり気運を盛り上げる

ためには、人脈を駆使して久米島モデルのプ

ロジェクトを応援してもらう体制を作っても

らうことが、まず第一の仕事だと本人は認識

をしております。そのあたり、すごくフット

ワークが軽くて、あちらこちら関係団体に久

米島モデルの支援について、お願いをしてい

るところです。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

政策参与がそういったかたちで今年度から

動いているというところで、本当に来年度、

町長が言うように調査費が付けられるような

かたちにもっていけたらいいなというふうに

は思っているんですが、５月の時に担当課長

から議会に説明があった中で、調査を国の予

算を付けてやったと、その調査報告書を県に

持って行って１月28日ぐらいにやっています

ね、そのときに調査報告書は県があまり納得

しなかったというようなお話をしているのは

覚えていると思いますが、今後その調査報告

書を県が納得してもらえない、調査報告書で

そのまま進めるのか、それを見直していくの

か、具体的な内容の中身簡単でいいですから

説明して、そのへんどうするのかというのを

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

内閣府沖縄総合事務局で可能性検討調査を

しております。その調査事態がやはり期間が

短かったせいもあり、その内容についてちょ

っと大雑把すぎるというような意見は県から

確かに聞いております。そこはあくまでもた

たき台として我々は進めたいと考えていて詳

細な検討については県の職員も配置した推進

会議で精査をして、もっと精度を上げていく
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ということを考えております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

やはり県が内部の方で縦割り行政というと

ことで、もし部局横断的にする場合だったら

そういったかたちで町から上がってきた報告

書というのは、やはりある程度、制度がない

と部局横断的に連携しようとしても、やっぱ

りはねられる場合もあります。そもそも先ほ

ど副町長から部局横断的にというところを副

知事にもというお話をされていましたが、そ

の点は内部の方からもおそらく行為として上

がってきて、そうじゃないと県も部局ごとに

動きずらいよという話もあると思いますの

で、その点はしっかりと意識して推進会議に

も各部局から素案かさせてほしいなと思うん

ですが、その点は確認取れていますかね、ど

うでしょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

今、部局横断というか３部局に跨るという

ことで、窓口が必要なところがありますので、

県庁内部で調整していると伺っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今県の担当これは農林部に確認したんです

が、県の動きとして５月24日それ以降も動い

ていると思いますけど、５月24日の久米島視

察の行政報告を６月、あるいは７月中に副知

事に報告して、そこからまた各部局に指示が

出るというような動きになるということなん

ですが、少なくても県の内部としては縦割り

行政の中で部局横断的というのをしっかりと

町からも、あるいはトップからもそういった

かたちで動きがあると動きやすいというよう

な、僕がなんで提案するかというと町民とか

議会もそうなんですが、確実な一歩を進んで

いるよという実感がほしいわけですね、その

ために何をじゃあやっていくべきなのか、あ

ちらの内部の話もそう、町もそうなんですが

やらないと、もうこれは本当に町長が来年令

和２年度に予算化をするということを言って

ますけども、本当にできるのかなという不安

も出てくるわけです。ですからそのへんのと

ころは、もう進めるために具体的にどうする

かというところをさっきの報告書もそうです

が、修正すべきところとか、働きかけるとこ

ろというのは意識してやってほしいなという

ふうにこれは要望したします。その件に関し

てちょっと町長に伺いしたいんですが、もし、

こういう場でもしはあれなんですが、県がや

っぱり動きずらいというときになった場合

に、この事業を見切るのか、それとも国と直

接やってでもこれは進めるのか、その見切り

の時期というんですか、そういったものをど

ういうふうにシナリオを描いているのかとい

うところを町長の考えを伺いしたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、私はこの件に関しまして

は歴代の大臣、そして自民党の菅長官等にも

要請をしてまいっております。勿論、莫大な

予算がかかりますので国、県、町で、それぞ
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れ負担するのも高額な予算かかりますので、

非常に判断は難しいかとは思うんですが、最

悪な場合は僕は国営で事業ができないかどう

かということも、もし県の結論が出た場合は

更に大臣の方に出向いて、そういうことも意

見交換をしたいなという考えは持っていま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

そういうことを取り組みたいということな

んですが、僕からしたらやっぱり決断の時期

はある程度示していただきたいなというよう

な本音のところ本心は持っています。でない

とやはり町民、あるいは議会というのはずっ

と待っていつまでなのというやっぱりそこら

へんのとことがありますので、そのへんのと

ころのタイムリミットは常に意識して判断決

断してほしいなというところです。町民には

しっかり確実に前に進んでいるよというとこ

ろを改めて感じさせてほしいなというところ

で、このへんのところは要望して、この質問

は終わりたいと思います。

続いて、久米島高校魅力化についてお伺い

ます。まず３月議会の同僚議員からの答弁の

中で、これは昨年度ですが島外に中学生が高

校進学した割合が多かったというようなとこ

ろで、それをどうにかできないかと島内の入

学率を向上できないかという始点で質問させ

てもらいますが、３月の町長の答弁の中で島

外に高い目標を持って出るのはいいと、ただ

激しい競争が待っていること。島外高校に出

ると高額な生活費が必要になってくる。その

へんをわきまえて考えてもらいたいという、

答弁をしています。この町長のわきまえてと

いうのはおそらく久米島高校と島外高校の違

いをしっかりと理解して判断してほしいとい

うような意味だと思っていますが、そのため

には、判断するためには必要な情報というの

があると思います。今、久米島町で十分なの

かどうか、その点どうお考えなのか、お伺い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、これは個々の生徒たちが

出て行きたいという思いは、私はそれはそれ

としてやむを得ない場合があるかと思ってお

ります。そこの過程の段階で実際に各親御さ

んがしっかりこの子たちがどういう目的を持

っていくかというのを、家族の間でもいろん

なかたちで議論をしながら方向付けやる必要

があると思います。必ずしも本島の高校出た

から将来良い大学、いい仕事に付けるという

保障もなにもありません。しっかりした目的

をそれぞれ持って島におってでも島から卒業

して良い大学に、仕事に就くケースもありま

すので、必ずしも島外に出て行ったからいい

ということにはならんと思いますので、その

へんをしっかり、我々、職員、議会も含めて

なんですが、その認識の持ち方をもう少しお

互いが見直す時期があるんじゃないかと考え

ております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

久米島高校の校長先生にも昨日お話をお伺

いしたんですが、町がこれだけ久米島高校の

魅力化について取り組んでくれて本当に感謝

していると、島外からの魅力化で離島留学生
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が来てくれることも、高校の存続のためにも

ありがたいと、ただやっぱりそれはプラスア

ルファーであって地元の入学率というか、地

元の子どもたちが来てもらうのがやっぱり本

当だよねという考えを持っているという話を

していました。今、町長が家族で話をしてほ

しいという、議論をしてほしいという話をし

ましたが、それにもやっぱり議論の必要な知

識とか情報というのが必要なわけですよね。

もしそれがまだ足りない、久米島高校を選択

するという、選択してもいいよという判断す

るものが足りないというようなことがあるの

であればやっぱり町はある程度、地元の入学

率を上げたいという考えもありますので、そ

こを何とかできないかということなんです

が、じゃあ何ができるのかというところなん

ですが、今先ほど町長からもありました久米

島高校、あるいは島外の高校に行って島外の

高校へ行ったからいいわけでもないと思いま

すし、久米島高校へ行ってもいいところにい

い就職、進学もできるかもしれない。そうい

ったお話はありましたが、具体的にそういっ

たがもの、根拠のある価値を示さないといけ

ないと思っていまして、例えば先週かなドリ

ー部が久米島高校ではなくて島外の高校、沖

縄本島の高校に行ってた。あるいは大学に進

学した場合の生活費がどれだけ負担がかかる

かというのをお金の勉強というところでファ

イナンシャルプランナーというんですか、お

呼びして勉強会をやったんですが30名ぐらい

来ていて、その保護者の方々も、勿論、小学

校、中学校の保護者の方もいましたし、子ど

ももまだいないが将来のために勉強したいよ

というようなお話も保護者の方からありまし

た。僕はそういったところで、沖縄本島の高

校に行った場合に、いったいどれだけの負担

がかかるのかというのは具体的な数字にして

実例を元にして町民にわかってもらう。だか

らといって前提として久米島高校に行きなさ

いよではなくて、そういったことをしっかり

と分かってもらうための勉強会とあるいは調

査して、その数字を出す必要がある。これが

反対材料の一つになりますので、じゃないか

と思うんですが、そのへんのところ魅力化と

いう面でできないのか、まずお伺いします。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

吉永議員のご質問にお答えいたします。今

の中で那覇の学校に行けば経済的にどれぐら

い負担がかかるのかといったようなことに関

しては今どのようなかたちで説明するかとい

うことは考えの中には入っていません。ただ

それ以外の中で久米島高校で学ぶ優位性、ま

た魅力、そういうことにつきましては２年前

から年度当初の４月に町内の全中学生の生徒

そして保護者に向けて、久米島高校の魅力化

を図る取り組みについてというようなタイト

ルで、文書を配布して、早くから高校進学に

ついての目標を持ってくれるように、その内

容を紹介しております。また昨年度からは、

久米島高校の学校説明会というのは各中学校

区にありますが、その中においても完全給付

型返済なしの前村幸秀人材育成基金と町営塾

である学習センターを中心に、その他ハワイ

留学等についても一応説明をしております。

しかしながら持ち時間が短いために十分な説

明はできていなかったかなといったところが

現状で、それは課題といえると思っています。

○ 議長 幸地猛
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５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

取り組んでいることは本当にいいと思いま

す。魅力化についてですね、ただ先ほど言っ

たこれ提案するのは何故かというと、町長が

わきまえてつまり判断をしっかりしてほし

い、正しい判断をしてほしいというのは、や

っぱり材料がないとできないんですよね。だ

から今回ドリー部が、こういう課題、現状を

見たのでドリー部が主催してやったというよ

うな状況もある中で、町側ももうちょっと具

体的に高校沖縄本島へ行った場合にどれだけ

経済的な負担が出るのか、久米島町との高校

との違いというのは、やはり提示できないと

いけないと思っています。その点必要性があ

ると思いますが町長どう思いますかね。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほど教育長からも答弁ありましたが、こ

れはケースとしていくつかに分かれると思い

ます。兄さん姉さんが那覇で生計をして、そ

こに居候するような形の場合と、また親戚が

いる場合と、アパートを借りるかどうか、ま

た学校に寮があるかどうかにも３パターぐら

いあるかと思います。それぞれを最低、私は

10万円はかかるものと思っております。いろ

んな面で、親御さんの側にいるのと、自分ら

で食事を作って生活するというのは最低10万

ぐらいかかるかなと思っています。具体的な

試算をしたことはないですが、今説明におい

ては教育委員会としても、先ほど教育長があ

ったとおり年２回ある高校の魅力化において

は説明しているということもありますので、

再度言いますが、もう少し親御さんも真剣に、

この件に関しては考える必要があると思いま

す。ただ子どもたちが行きたいから行かすん

ではなくして、本当にどうなのかというのを

しながら考えた方がよろしいかと思っていま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

僕としては、考えてもらうんであれば、具

体的に現実的な数字を示す。これは行政側か

らやっていいと思います。町長が10万かかる

という思いはあるかもしれませんが、具体的

な試算、あるいは３パターンあるというんだ

ったら、その３パターンの平均的なパターン

というのを示して、やっぱり判断してもらう。

親御さんにしっかり考えてもらうというので

あれば、それは必要だと思います。それを提

示していただけるような調査とか、試算そう

いったものはやってもらえないかというとこ

ろでこれは要望をしておきたいと思います。

前に聞くべきだったかもしれませんが、昨

年度、島外の高校に行った方が４割ぐらいい

たんですよね。その島外の高校に入学した若

しくは保護者の方に、その島外高校を選定し

た理由というのは精査はしたのかどうか、そ

のへんのところもしあれば。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時38分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時39分）

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

高校魅力化の所管は、企画財政課とじんぶ
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ん館ですが、じんぶん館の館長が出席はして

おりませんので、私から回答したいと思いま

す。高校魅力化のいろいろな資料の中でも、

やはり島外に進学した子どもたちのアンケー

ト、これは入試前、入試後も取っております

が、対象中学校は球美中と西中学校なんです

が、久米島高校を選ばなかった理由として希

望する学科がないとか、あと進学対策が不安、

学習環境が不安であるが、上位を占めており

ます。特に学習環境が不安というのがやはり

多くを占めていまして、そのあたりからどこ

に力を入れるべきかというのも自ずと見えて

くるかと思いますので、やはりできるところ

から対策を打っていければと思っています。

そのためにも今、公営塾の話が出ていますが、

そこの内容をもっと充実させていければと考

えています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

昨年度１年だけ急に６割に落ちたのか、今

後もそれが続くのかというのは、やはりひと

つはやはり精査は必要じゃないのかというと

ころは参考になる改善すべきところ、あるい

は強化すべきとことというのは見えてくると

思います。それは意識してやってほしいなと

いうところで、もうひとつ提案というところ

でさせてもらいたいんですが、今後、中学生

に魅力化を伝えていくというのは、いろんな

方法があると思いますが、在校生が久米島高

校在校している子どもたちが久米島高校の魅

力をどう考えているのか、あるいはその在校

生の保護者の方々が久米島高校の魅力、ある

いは久米島高校に要望したいことそういった

ものがどう考えているかというのをそういっ

たものの調査アンケートというのは必要じゃ

ないかと、今後、久米島高校の魅力化に本気

で取り組んでいくのであれば必要ではないか

と思うんですが、その点はどう考えますか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

久米島高校の魅力化に関するアンケートの

中で、久米島高校の環境に関してもちょっと

否定的な意見、これは雰囲気とか、ちょっと

漠然とした回答なんですが、そういったもの

もあります。そういったところでやはり久米

島高校に在籍している生徒自らアピールする

のもひとつの魅力化ではないかなと思うんで

すが、今、高校でまちづくりプロジェクトと

いうのをやっていますが、高校生が地域に入

っていっていろいろな取り組みを調べて発表

するのがあるんですが、こういった取り組み

を中学生にも伝え、さらに巻き込むというよ

うな方法もあるかと思います。あと放送部が

久米高タイムという番組を持っているんです

が、もうちょっと聞く方を増やすとかいろん

なかたちでの伝え方はあると思いますので、

そのあたりは魅力化事業の中で今後議論して

いきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

今の久米島高校の生徒たちが中学生に魅力

を伝えるというようなこともあってもいいん

じゃないかというようなことがありました

が、５月末と６月始めに久米島高校説明会の

中で普通科そして園芸科、特別分教室この３
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つのところの中身を紹介するということで中

学生に高校生が一人ずつ生徒が普通科はこう

いうようなことで勉強していくとかあるいは

園芸科だと、こんな資格も取れるとかどうい

うかたちで授業をしているとか、あるいは分

教室もこういったところだよというようなこ

とは球美中学校も西中学校もそれぞれ中学生

を前に実際に高校生が紹介をしております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

島外の魅力化向けに綺麗なパンフレットは

できていて、それを同じような始点で島内の

子どもたちにも在校生からあるいはアピール

してほしいですし、その保護者の方々が実際

久米島高校のさっき言った雰囲気の話は僕も

実際は聞いて、じゃあ久米島高校にどういっ

た取り組みをしてもらって、保護者がどうい

う取り組みができるのか町が何かできるかと

いうのはやはり考えをお聞きしないと変える

ことはできない。これは町長が久米島高校で

何が足りないのかというのを分析して将来の

久米島高校のあり方を考える必要がある。こ

れ３月議会で町長答弁しているんですよね。

久米島高校何が足りないのかというのはじゃ

あ誰が考えるのか、勿論、行政も中心になっ

て考えますが、やはりその知恵は、今、保護

者の方の方が一番いいわけで、その点の調査

アンケートというのは子どもたち高校から伝

える方法もいろいろあると思います。アンケ

ートじゃなくても、ただ保護者の方々からも

意見は聞いていくのは、これはいいことなの

かなと思います。高校の校長先生がそういっ

たアンケートも魅力化のために協力をしても

いいよというのはできますというのは、話、

昨日してました。ですから提案はしますので、

ぜひそれで動いていただきたいなというふう

に思っています。

そしてもう一つだけ確認させてください。

昨年度６割になったということなんですが、

今後、中学生の保護者、今、中３、中２、中

１がどういった保護者も含めてどういったか

たちで、今、高校の進学というのを考えてい

るのか、そういった意向、意識調査は必要じ

ゃないかと思います。今後その流れが島外に

入学率が高くなっていくのがたまたまなの

か、そういったところも見えてくると思いま

す。そして何で島外を選ぶのかというところ

も見えてくると思います。そういった意識調

査というのは中学校になりますので、教育委

員会だと思いますが、必要性あると思います

が、どうですかね。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。今の保護者に向けたア

ンケートというのは、先ほど企画財政課でや

っている中に、いつ頃から子どもは、そこに

進学を決めたのか、なぜそこを決めたのかと

いったようなことも質問項目の中には既に入

っていますので、それを見たらある程度、保

護者の意見もわかってくるかなというふうに

は思っています。これだけではなくて、やっ

ぱりもう一つ先ほどから話しているようにで

すね、やっぱり久米島高校の魅力が本当にど

ういうものであるかというものを十分に説明

今できていないといったようなのがありま

す。先ほども答弁いたしましたが説明する時

間も本当になくて十分な内容は理解できてい

ないのかなということもありましたので、今
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後、実は両中学校の方にも校長先生の方にも

っと時間をかけて私たち教育委員会があるい

は町が支援している内容、そしてまた企画財

政課のやっている本島にも引けを取らないと

いうような町営塾の優秀さ素晴らしさといっ

たものを十分時間をかけて説明できるような

そういう時間を生徒向けあるいは保護者は小

学校、中学校も本当にお子さんお持ちの保護

者が全部集まるような、そういったものぐら

いに大規模なそういった説明会をすることも

今後は考えているところです。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

先ほどの担当課長からのあったものの中で

は、じゃあそういうのであれば、今後３年間

あるいは５年間、島外の進学率の動向という

のは、だいたい判断できるということですよ

ね。その意向がわかるということはね。その

点はどういうふうに想定してるのか、それを

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

島外への進学に関してはやはり年度によっ

て人数の増減があるんですが、傾向として今

回、2019年度は69名の生徒の入学があって、

島外進学率の数字が動いています。2020年以

降については若干改善するだろうとシミュレ

ーションはしております。2019年度の島外進

学率の結果を受けて、いろいろ対策を取りな

がら、高校の魅力化をもっとアピールして、

今、教育長から説明あったように説明会とか

いろいろな場でアピールして島内の中学生の

久米島高校への進学率を高めようというよう

な動きを危機意識も持っていれば、そこは改

善はされるだろうとあくまでも予想ですけ

ど、そういったことを考えてます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

その予想と想定ということですが、ぜひそ

れはしっかりとした根拠のある数字での中で

今後どうなっていくのかというのを示してじ

ゃないと具体的な動きというのは見えてこな

いと思います。その点の把握はしっかりして

ほしいなと思います。この質問を出している

部分のところで、３月議会に戻るんですが町

長がわきまえてというところ、つまり見分け

る正しく見分けてほしいというのであれば、

やはりいろんな見分けるための情報、保護者

が必要な情報というのは、いろんな角度から

提示して、先ほど教育長は魅力、優位性そう

いったのはやっているその時間は取りますよ

という話をされましたが、それ以外の現実的

な経済面とか、そういったものというのはや

はり示していってほしいなというふうに思い

ますし、同じく３月議会で久米島高校で何が

足りないかというのは、あり方を考える必要

があるというところにいっていますが、そう

いった知恵というのは、やはり行政内部も勿

論そうですが、議会だけじゃなくて町民、保

護者そういったところから聞き取って、やは

りやっていかない限り、あくまでもシミュレ

ーションですけどと本当になると思います。

自信持って上がっていくというのは、やっぱ

り取り組んでいる側に対しては議会としては

思うことですので、その点のところはしっか
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りとただシミュレーションしていますではな

くて、根拠のあるものとしてやってほしいな

というところをいろんな始点から取り組んで

ほしいということは要望して、この質問は終

わりたいと思います。

続いて、議会からの要望書についてお伺い

いたします。７月からフェリー海邦がいよい

よ動き出します。これは行政の皆さんの勿論

尽力そして関係者含めた尽力だと思っていま

す。その答弁の中では、その上でフェリーの

車輌運賃の割引とか、流通コストの改善の要

望これはもう、議会のいろんな議員さんとか

あるいは議会の要望書として上がってきてい

るわけですが、回答としては大変厳しいとい

うようなところで、これは去年12月議会と３

月議会でもちょっと触れたと思いますが、４、

５、６、新年度に入って、そういった交渉と

いうのは行われたのか、というところをまず

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまの吉永議員のご質問にお答えいた

します。新年度以降、この車輌運賃の低減あ

るいは物流コストの低減というところで５月

に町長の方とフェリーの久米商船さんの方に

おじゃまする機会がありまして、その場で一

度ご要望差し上げました。今回、今年度買取

支援を行うわけなんですが、その協議という

ことで渡名喜村さんと協議をする場所として

久米商船さんをお借りして行ったわけなんで

すが、その場でも、また口頭ではありますが、

行っております。そして去った先月の23日に

沖縄県離島航路確保これまでもちょっとお話

してきたんですが、改善協議会というのが久

米島分科会になりますが、本町で開催されま

したが、そちらの方でも低減については要望

を行っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

意見交換会をしましたと、スケジュールの

報告だったんですが、回答は厳しいというこ

とで、具体的にじゃあ進展、手応えというの

はまず難しいということで、今、行政は判断

していますかね、その点。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えします。この運

賃の低減等につきまして、前提となるのはや

はりこれまでの議会でもご説明させていただ

いておりますが、この航路事業者の経営の安

定というところになります。本町の久米－那

覇の航路につきましては、国の補助対象航路

として運行が確保維持されておりますが、そ

ういった中で公的資金の運営費に対する補助

も当然、収支が赤字であった場合は行われる

んですが、そういった部分も含めて過去平成

25年からフェリー琉球は買い取りされた以

降、それから今年度までの収支であるとか、

先ほど申し上げた県も入った会議の中では、

この航路計画というのは事業者さんの方が３

年計画で毎年提示されます。そういった中で

今年度新造船の買い取りがあるというところ

で今年度以降、そういった新造船の減価償却

ですとか、あと実際買い取りが実施されるま

では賃借料ということで建造を依頼している

協議会がありますが、そちらからリースする

かたちでの費用も捻出されるというところが
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ありました。そういったのもあって大変厳し

いという今こちらからの要望に対してのご返

答、ご回答ではあるんですが、ただこの補助

制度の中で、今回、買取支援する制度の中で

は経営が安定的に見通せる場合についてはそ

ういった事業者も物流コストの低減、利用者

に対して還元できるように努力しなければな

らないというのがあります。そういったとこ

ろもしっかり分析しながら補助を実際実施し

ている国とか県にも今後はいろいろ相談しな

がらというか、この制度を趣旨をしっかり持

ちながら要望についても引き続き行っていき

たいと、ただ先ほど申し上げたように、買取

支援しているわけではございますが、実際、

事業者の方でも20％約4億3千万円程の事業者

の負担もございますので、そういったところ

も含めて、今、厳しいというご回答をいただ

いている中ではあります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひ。引き続き要望していてほしいなと思

いますが、30年の12月議会の時に、町長が補

助対象になるようであれば条件として強く社

長に求めていきたいというような答弁をして

います。その考えは今でも変わりなく、今後

も強く社長に求めていく考えなのか、お伺い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。久米商船さんにおいては社

長が交代して、会長からその息子の方に引き

継いでおります。新しい社長においても同じ

思いで、私は要請もしております。ただこの

間の会議の中で聞かされたのが、燃料の高騰

が非常に影響しているということ等もありま

す。収支の黒字か赤字かというのも、そうい

う経費においても変動があるということで非

常に読めないという時期があると聞かせれて

おります。今後においても変わりなく軽減で

きるような要請をしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

確か久米商船の株を久米島町が14％持って

いるという、前に答弁があったと思いますが、

久米島町が久米商船さんの株式を14％持って

いるということはある意味では主権者である

町民が株主であるとも言えると僕は思ってい

て、その株主である町民から、やはり生活コ

ストの低減、運賃割引、車輌の運賃のコスト

低減、そういった要望があるというのはしっ

かりと認識したうえで、今後もこの要望とい

うのを交渉なのか要望なのか答弁によって変

わるんですが、取り組んでほしいなと思って

います。この点に関してはこの答えなので、

次の質問にいきます。

求人情報まず一本化について、ひとつだけ

確認させてください。12月議会でもこれはお

聞きしていますが、その要望書が上がってか

ら12月の答弁の時には、島ぐらしコンシェル

ジュにて一本化の作業なされているという答

弁だったんですね。今回、一本化作業を行っ

ているというような現在進行形のものになっ

ているんですが、その点がなぜ変わったのか

というところと、もう一つ要望書があってか

ら事業者数が増えたあるいは雇用に繋がった

数が増えたとか、そういった実績が上がって

いるのか、それがないと一本化したというこ
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との意味がなにので、その点のところお伺い

ます。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。こ

ちらのご要望につきましては、企画財政課と

商工観光課の方でいろいろ連携を取りながら

取り組んでいるところです。昨年、要望を受

けて現状、求人窓口は移住・定住も含まれる

という部分もあって、企画財政課の方で地域

おこし協力隊を配置して、島ぐらしコンシェ

ルジュになりますが、業務を行っていた経緯

もあって、そこに業務を一本化しましょうと

いうことで進めていました。求人情報ですと

か、そういったものの集約は島ぐらしコンシ

ェルジュ、企画財政課の方で引き続き行うと

いうところではあったんですが、ただ雇用関

係助成金、こちら過去の議会でもいろいろご

質問も受けながらやってきたんですが、そち

らにつきましては、やはり商工観光課の方で

担うべきではないかというお話で、実際、助

成金を取り扱うにあたっては業務も発生いた

します。求職している企業さん、あるいは求

人している企業さん、あるいは求職される方

への説明も含めて、そういった中で雇用関係

助成金は商工観光課の方で業務として担いな

がら、あるいは求人も一本化、島ぐらしコン

シェルジュで、企画財政でやっているんです

が、ただ情報が電子データというかホームペ

ージ等でも共有できるものですから、そうい

ったものは両課で担いながら、ただ島内の企

業間の求人のいろんな情報等については島ぐ

らしコンシェルジュの方で情報収集を行うと

いうことになっています。ですので以前の答

弁では雇用関係助成金も含んで一本化しよう

というところで検討していったわけなんです

が、そういったかたちに、少し求人情報の取

り組みがちょっと変わったというところで、

こういった答弁になっています。

今、雇用の人数等につきましては、大変申

し訳ございません。手持ちに資料がございま

せんので、またお調べして、ご回答したいと

思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひその点のところは実績として上がって

いるのかというのは、把握して報告してほし

いなと思います。

それでは次の質問、子育て支援の支援策で

学童保育に関して、令和２年に開始するとい

うようにありましたが、以前の議会のおいて

は令和元年からスタートできるんじゃないか

と、場所も移して建物ができるまでは、それ

ができるんじゃないかという答弁でしたんで

すが、それで進んでいるものと思ったんです

が、年度開けて５月なってから僕たちは説明

を受けて令和２年になったと、要は何が言い

たいかというと、令和元年から始めるよと言

っていたものが、ある時点でアドバイスがあ

ったから、じゃあ令和２年になりますという

ような、もしそれであったらやはり令和元年

から学童ができる。じゃあ仕事、就職の活動

をしようとか、どういうような生活のスタイ

ルをこういうふうにしようというふうに想定

して、家族、子育てしていう人たちは考える

わけですね。ところがぎりぎりになって今年

度学童できませんよとなった場合に、やはり

混乱はすると思います。ただここで言いたい
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のはしっかりと変更があった時点で、子ども

たち学童を使うということが想定される方々

にしっかりと周知しているのか、あるいはさ

れたのか、今後どうするのかというのを、お

伺いします。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいま吉永議員のご質問にお答えしま

す。学童の開所につきましては、12月定例会

で議会において、平成31年４月から行うと答

弁いたしましたが、先ほど答弁にありました

とおり令和２年の開所となり、開所の告知を

行っておりませんでした。こちらの配慮不足

で開所が翌年になることの周知を行っており

ません。学童の開所を心待ちにしておられた

町民の皆さま、保護者の皆さまに、ご迷惑を

おかけしております。次年度の開所に向けて

行政としてもより一層支援してまいります。

今後のスケジュールということになると、今

年度の10月の中旬から11月にかけて開所の告

知、12月で施設見学、このへんで申し込み手

続の案内とか行いまして１月から２月にかけ

て入所手続を行っていこうと、その間、運営

の法人に関しましては各種研修を行いながら

職員の募集等も行い２月の中旬から３月の中

旬ぐらいまではプレオープンというかたちで

研修を兼ねたかたちで行いまして３月で入所

手続を行って４月から開所していくというス

ケジュールで取り組んでおります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

僕たち他の議員もそうだと思いますけどや

っぱり聞かれたら31年度から始まるよという

ような説明をしていただけに、悪気があって

やったわけではないとわかるんですが、ただ

変更がわかった時点では、それは今後はして

ほしいなというところで、本当に子ども育て

ている人からすると収入と子どもを預けよう

とかそういったものが大きく関わってくるの

で、ぜひその点は注意してほしいなとこれは

要望したいします。

次の質問にいきますが、町営バスの運賃、

バス停の間隔運行、時間等の見直しの要望に

ついてということなんですが、今の時点で検

証分析がどのように行われているのかという

のをまずお伺いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。去

った３月議会でも答弁同じようにお答えさせ

ていただきましたが、まず過去２年間の利用

状況、そちらの集計ですとか、あるいはバス

停を巡回しました。そして実際乗車して運行

時間、現在、時刻表としてダイヤしていると

うりに運行できているか等々を調べまして、

その他にはちょっと運転手からもいろいろ情

報を聞いております。このようなかたちで調

査検証を行っている理由としましてはやはり

優先してやるべきことがバスの運行について

は沢山あるのかなと思っています。今回、巡

回する中でバス停の表記板もかなり、今、老

朽化が著しくであったりとか、この要望の中

には確かダイヤ本数も増やしてほしいという

話もあったかと思うんですが、そういったと

ころで実際どの時間帯に追加することができ

るのか、あるいは追加すると考えた場合に運

転手は４名で運行しているわけなんですが、
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今の人員で実際ご要望にお答えできるか等々

も含めて、今、調査したものを分析とりまと

めしているところです。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

この点について検証分析、課長が言われた

とおりできるものからやっていくということ

なんですが、町長はこういった僕もこの後に

高校生の帰りのバスの時にある字まで行った

ら泊まるよとか、そういったのが声として上

がってくるわけですよね。取り組まないとい

けない、ひとつずつやっていくというような

答弁があって検証分析をしていくとこれわか

るんですが、町長の方針としてはバスの運賃

の見直し今の時点でどう考えているのかとい

うのは確認して課長に任せるというのが筋だ

と思っていますけど、町長はその点について

どう考えているのかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

皆さんからの要望においては、その都度担

当課に指示をして今やっているような検証を

させながら判断材料のひとつとして最終的に

は私、方針のもとで決めていきたいと思って

おります。今後においてもいろんな角度から

優先してやるべきものもあるということを聞

いておりますので、そのへんの整理も含めて

良い方向に検討していきたいと思っておりま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひ町長主導で指示してしっかりとひとつ

ひとつ改善するように動いてほしいなという

ふうに思っています。

最後の質問に移りたいと思いますが、外来

種対策について環境省の主催にて連絡会議が

開催されたということなんですが、僕が聞き

たかったのは29年の12月議会で教育長からは

むやみに広げない、捨てない、持ち込まない。

そういう三原則を守って町民を巻き込んだ監

視態勢の必要性はあると答弁していますね。

博物館の館長からは条例そういったもの、あ

るいは町民の啓蒙活動でやっていくというよ

うな答弁がありました。僕が聞いているのは

町主催で１年半前にそういった答弁があった

中でどういうふうに具体的に動いたのか、そ

の点の説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

始めての答弁になり緊張しておりますが、

精一杯対応していきますので、よろしくお願

いいたします。ただいまのご質問にお答えし

ます。平成29年のご質問あった答弁以来、特

に行事として、この事業を普及する、あるい

は町民に問題意識を持ってもらうというふう

な取り組みはしてはおりませんが、ただこの

条例、僕らの方ですと希少種、あるいは天然

記念物等保護の担当課になりますので、そう

いったものに対してどういったかたちで今の

状況を規制、あるいは取り組みをやっていく

かということを少し勉強してまいりました。

ただ、その中で実際条例の制定までは至って

いないという現状があります。その理由につ

きましては、いくつかあるんですが、例えば、

今、手っ取り早く町の条例として保護条例を

制定する。あるいは文化財に指定して保護を
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するというふうなことが方法としてあるんで

すが、例えばクワガタムシを１つ文化財に指

定してしまうと、今まで子どもたちが普通に

慣れ親しんでいたそういった手で触ることも

できなくなるというふうなことがあって、あ

たりまえに今まで子どもたちが自然に触れる

とか親しむ機会をやり方によっては奪ってし

まいかねないという事もあって、非常に悩ま

しいところがあります。ただそこらへんは担

当課として勉強しながら、ゆくゆくそういっ

た権利あるいは機会を子どもたちがら奪わな

いようなかたちで何とかできないかというこ

とで、今、国県の方とも情報を交換しながら

進めていきたいというふうに考えています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

整合性を図るのがはやり担当課、行政の仕

事と思っていますので、そのへんのところは

調整はしっかりして進めてほしいと思うんで

すが、１年半やるといったことできていない

というところでは、やはりこちらとしては議

会という場がどういうことなのかなというこ

とを考えるわけですよね。ですからそのとき

の答弁で今できていないという部分がもう今

回の議会ででるというのも、これはわかるわ

けですから、今年度どうするのか普及啓蒙す

るのかどうかというのはやっぱり答えていた

だきたいなというのが思いなんですが、いか

がですか。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

条例の制定、あるいは規制の取り組み以外

にこういった問題があって、こういったこと

をしたら違反になります。あるいは島の大切

な自然を守るためには住民みんなでこういう

意識を持っていきましょうというふうな取り

組みはいろんなかたち、例えば講演会である

とか、展示会あるいは町の広報などに事例と

してあげたり、その対策のやり方を上げるな

ど、そういった方法がいくつか考えられると

思いますので、そこらへんは取り組んでいき

たいと思っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひ、今年度はしっかり取り組んでほしい

と思います。新聞等で見るとこういった外来

種の件に関して産業とか農業とか、あるいは

観光に影響が出ているというのを目にするた

びに、これどうやって進んでいるのかな久米

島町はと思ったりしているわけですが、町長

として最後にこれ質問します。どういうふう

に今後できていない分もあるというようなお

話をしていましたが、その点に関しても含め

て町長どのように進めていくのか考えをお伺

いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。今、博物館の館長からもあ

りましたとおり、内部でしっかりいろんな角

度から議論をさせて、よりベターなかたちで

進めていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

以前、担当課がどこなのかだとか、その点

のところも含めて曖昧なところもありますの
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で、その点内部でしっかりと協議して取り組

めるような態勢にしてほしいなというところ

を要望して質問は終わりたいと思います。

（５番吉永浩議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで５番吉永浩議員の一般質問を終わり

ます。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時14分）

○ 議長 幸地猛

休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前11時23分）

次に12番翁長学議員の発言を許します。

（12番翁長学議員登壇）

○ 12番 翁長学議員

12番翁長学です。私は２点伺いたいと思い

ます。まず最初に堆肥センターの運営につい

て、堆肥センターは、今年３月まではゆいフ

ァームが運営を行っていた。４月以降は、町

が運営を行っている。以前にも一般質問等で、

同僚議員の中から堆肥センターの回収遅れな

どが指摘されてきた。又、農家の方から使い

やすい堆肥を生産できないかという話もあ

る。今後の堆肥センターの運営計画を伺いた

い。

２点目、プロ野球、実業団、学生等のスポ

ーツ合宿の現状と今後の計画について

①プロ野球の今後の見通しは。

②実業団、学生、本町の合宿等の現状は。

③今後の競技場の計画は。

④誘致計画はあるか。

以上伺いたい。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

12番翁長学議員の２つの質問についてお答

えいたします。

まず１点目の堆肥センターの運営につい

て、４月より、町の直営で運営しております。

平成22年度に沖縄県堆肥コンテストにおいて

優秀賞を受賞した当時の堆肥を作ろうと、元

職員の協力を得ながら１次発酵温度を摂氏80

℃まで上げ、出荷段階で完熟堆肥を作れるよ

うな品質の改善に取り組んでおります。

２つ目のプロ野球についての質問にお答え

します。２つ目にプロ野球キャンプ地につい

ては当該年度で決定されるため見通し立ては

困難ですが受け入れ環境の維持・向上に努め

誘致継続に取り組んでおります。去った６月

14日に球団に要請をしてきております。

２番目、平成30年度は大学野球６チーム、

社会人野球１チームが本町でキャンプを実施

しました。

３つ目、競技場の計画については前提とな

る基礎調査を29年度に実施しております。費

用対効果において厳しい結果が報告されてお

ります。今後、スポーツキャンプ等誘致活動

と並行して需要の動向把握を行い、その経済

効果も考慮に入れて施設の必要性を検討して

まいりたいと思っております。

４点目、現時点において誘致計画はありま

せんが、本町の受け入れ環境で誘致可能な競

技、時期を模索しながら、今後検討してまい

ります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

改めて再質問させていただきます。まず１
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点目の方から堆肥センターの件なんですが、

以前はゆいファームさんが指定管理を受けて

運営しておりました。４月以降は本町直営と

いうことになっております。まず最初に町が

運営する３月以前のことを伺いますが、ゆい

ファームさんが指定管理を更新したいという

のはいつ頃からあったのか、伺いたい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

当初は公募という話もやっておりました

が、いろんなＪＡさんなり、いろんな声もか

けながら進めておりました。その中でゆいフ

ァームさんも今後もどうですかということで

進めてはおりましたが、もう最終的には３月

の中旬頃に町長宛に次年度の契約は辞退申し

上げますということで文書が届きまして最終

的には３月の中旬以降に正式に辞退というこ

とになりました。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

３月中旬に辞退するということが町の方に

話があったと。その中でゆいファームさんに

支払っている管理料がありますよね、その管

理料に対してゆいファームさんがもっと増額

してくれという話を聞いております。その中

で町としては、増額できなかったのか、その

へんをお伺いたいです。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ゆいファームさんからも、平成30年度の70

0万の業務管理委託料では到底運営できない

というお話も現にありました。しかし、決算

を見ると黒字の年もあれば確かに赤字の年も

ございました。そういうのもありまして財政、

町長含めていろいろ協議してきました結果、

安定した良い堆肥を作るのは、やはり多少の

増額もやって取り組んでほしいというのもあ

りましたので、31年度の当初予算には1千万

円の委託料を計上しておりました。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

1千万、増額するということを提示したん

ですが、その金額でもゆいファームさんは引

く受けなかったんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

その中で１カ年間、やはりやってみないと

確かにわからない、堆肥を売った歳入の方が

平成30年度の実績で1千230万1千475円の売り

上げはございました。しかしながら、31年度

で畜産の担い手育成事業が第三地区の草地造

成が事業が完了すると、ある程度の事業関係

での売り上げが落ちる32年度からはそういう

公共工事での売り上げが見込めないというこ

ともありまして、最終的には辞退ということ

でお話がありました。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

そういう経緯があったということでゆいフ

ァームさんが辞退したという結果になりまし

た。ゆいファームさんが辞退したということ

で本町が直営でこれから運営するわけなんで

すが、今後の運営についていろんな課題があ

ると思います。その課題をひとつ伺いたいと
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思います。まず最初に以前から堆肥の回収遅

れを指摘されております。今後、町運営した

ことで堆肥の回収が上手く農家の要望どおり

できるかどうか、そこをお伺いたいです。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

堆肥センターの牛糞の回収につきましては

以前から同僚議員の皆さまからもご指摘受け

ております。１番の要因としましては梅雨と

か大雨の時の回収遅れが主な原因でありまし

た。そのへんもクリアするためには、新たな

堆肥置き場ちゃんと屋根付きのそこでまた水

分調整もできるような施設を造らないとなか

なか、そのへんはクリアできないんではない

かなと一般質問でもお答えしております。そ

のへんの事業があるか、なかなか県や関係団

体に問い合わせているところではあります

が、なかなかメニューがなくて、今後やるん

であれば、やはり一括交付金、そのへんを活

用したものでなければなかなか造れないです

し、回収遅れのそのへんのクリアはなかなか

難しいところではないかなと思っておりま

す。また畜産農家の方々にも協力してほしい

のは回収する前にある程度、牛舎等で水分調

整もしてもらえれば、直ぐそのまま堆肥セン

ターで次の一次発酵いけるところまで、ある

程度作業も進みますので、そのへんは畜産農

家と一緒になって協力態勢のもとで回収も進

めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

町としては順次、回収をしていく前提でや

っていくということで、やはり回収しても置

き場所がないと、いろいろなメニューを模索

しながらいかに農家が望む堆肥の回収ができ

る計画を立てていただきたいと思います。

今の現状を報告しますと、各農家堆肥場を

持っている農家もいれば持っていない農家も

います。ということは野積みになってしまい

ます。現在、問題になっているのが野積みし

た堆肥が河川に流れて河川の環境を悪くして

いるのではないかと、そこへ住んでいる生態

系も崩しているんではないかと大きな問題に

なっています。報道関係にもちょこっと流れ

ていました。その対策として今後農家に対し

てどういう認識をもたそうか、どういう努力

して農家の皆さんの堆肥に対する考えを町と

してもアドバイス等も農家にしてほしいんで

すが、この堆肥の新聞に載っていた現状を町

長、その件に関して町長の意見をお聞きした

いと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。この件に関しましては国会

で質疑があったということを聞かされて、び

っくりしましたが、今後においては。今の排

泄物処理法のもとで我々もそれを重視するの

は当然のことではあります。それを個別の農

家がいきなり堆肥場を造れるかとなると、そ

れは非常に厳しいかと思います。そのへんの

事業メニューを関係機関と模索しながら補助

制度が取れんかどうか、それを今後、担当課

とおして指導していきたいと思います。勿論

いろんな環境の問題も今後ますます厳しくな

りますので、そのへんをしっかりお互いが理

解しあえるようなことを進めていきたいと思

っています。
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○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

私も新聞を見てびっくりしたわけなんです

が、いきなり国会の方から末端の農家を批判

するという記事が載っておりました。やはり

いきなり堆肥の取扱いに対して農家がきれい

に堆肥場を造って、そこへ納めるということ

はまず無理です。そういったところは行政指

導のもと、先ほど課長が言っていましたメニ

ューがあればどんどん取り入れて、この堆肥

の保管、また回収もありますが、その処置は

町、我々、畜産農家も真摯に受け止めながら

報道された新聞に載っていた記事がありま

す。それを真摯に受けながら、今後、行政と

共に農家の方も取り組んでいきたいと思いま

す。積極的に堆肥の回収を進めていきたいと

思います。

次に町が現在、運営始まっています22年に

コンテストで良い堆肥を作ったと、その後ゆ

いファームさんが指定管理を受けて、その直

営した時の堆肥とゆいファームさんが作って

いた堆肥どう違うか、そこを説明お願いした

いです。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

実際、私も堆肥センター何回か訪れて農家

さんの意見も確認しながら、確認したところ

ですね、一次発酵のところで本来でしたら約

70から80度まで発酵温度を上げて、そこに混

ざった雑草等の種子の種をそこで無くすべき

ですが、実際に堆肥センターに行ってみます

と40度から50度とか、よくて60度、なかなか

一次発酵の温度が上がらない状態での運営で

した。その中でゆいファームさんが土着菌と

いう菌を使って一次発酵上げるようなお話も

しておりましたが、専門家の先生によれば、

この土着菌というのは堆肥の一次発酵で70

度、80度まで上げるような菌ではないとお話

もございましたので、当時、一次発酵のため

に使っていた資材を再度、使って前回５月に

１回散布しまして、今回また２度目の散布に

向けて切り返しのために隣の枡も開けて今そ

の準備をしておりますので、今月、再度一次

発酵70から80度まで上げられるように今それ

に準備を進めております。その中でもまた現

在いる職員も堆肥がどういうふうに作られて

いるかも専門的な知識もございませんでした

ので、県内で名護の堆肥センターが大変良い

堆肥を作っているというお話もありましたの

で、その職員２人連れて行って実際現場で研

修を受けながら、また久米島と同じようにバ

カスを使用した堆肥、沖縄有機という堆肥セ

ンターが作っておりますので、またそこも研

修会行きながら、久米島と同じようにバカス

を使っていますので、やはり良い堆肥づくり

のために研修、勉強等も我々も一緒にやりな

がら良い堆肥を作れるように取り組んでいき

ます。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

堆肥を、これから勉強しながら作っていく

ということなんですが、ちょっとお粗末じゃ

ないかなと思います。これからまた作ってい

こうというのは堆肥センターができてから長

年なっています。本当に真剣に良い堆肥を作

るよう努力していきたいと思います。現在、

今、販売されている堆肥が完熟堆肥として販
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売されております。現在、本当に完熟なのか

そうではないのか、その認識はどう思ってい

ますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

現在、堆肥センターで作られる堆肥も肥料

取締法に基づく表示の中で水分量とか窒素、

りん酸、カリ等も表示しております。水分量

があまりにも多すぎれば、この牛糞の使った

堆肥は水分量が約52％が一番適している水分

量というふうにありますので、今作っている

堆肥が水分量が51.7％、約52％に近い堆肥で

はありますが、我々もこれ100％完熟堆肥か

となりますと再度それまたちゃんとした機関

に出して、お墨付きをもらわないといけない

というふうなものもありますので、毎年ちゃ

んとそのへんは堆肥の成分検査ということで

出しておりますので、そのへんもクリアしな

がら完熟堆肥を作れるようにまた取り組んで

いきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

ぜひ、堆肥に直接、種を落としても枯れな

い、芽が発芽する堆肥を作ってほしいと思い

ます。というのは現在販売されている堆肥は

種を蒔いても死んでしまうと、枯れてしまう

と、やはり完熟ではないんではないかという

話もありますので、ぜひ、完熟した堆肥を作

るように、こちらの方から農家側の意見とし

てお願いしたいと思います。

最後に１問目の質問について、町長、今後

の堆肥センターの運営の計画よろしくお願い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。今、議員からありましたと

おりＪＡの部会からもこの要請はありまし

た。我々としても当初あった県での表彰も受

けた実績もありますので、再度、元できたよ

うなのを製造できるようなかたちで進めてい

きたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

ぜひ、農家が求める堆肥を作って多く販売

し、やはりきれいな堆肥を作ると農家も使う

と思います。現在、堆肥センターの堆肥が使

えないということで牛糞は県外からも入って

きます。そして鶏糞も多く出ております。や

はり島外から入れるんじゃなく自前で島内で

生産した100％島内で生産した堆肥を使える

ように、ぜひ、良い堆肥を作っていただきた

いと思います。

続きまして２点目の再質問いきます。プロ

野球等とか、実業団等、そして学生が本町で

はいろいろなスポーツ合宿が行われておりま

す。最初の質問、プロ野球なんですが、年度

年度の契約ということで先が見えないという

ことで、今度もお願いに上がったということ

です。やはりプロ野球の楽天のチームのキャ

ンプ期間がだんだん短くなっていっています

ね。町民の方からいずれは楽天の方が島から

出ていくんじゃないかという話も心配される

島民の方もいます。ぜひ継続のキャンプ地と

して久米島を選ぶようにということで更なる

誘致をお願いしたいと思います。先ほど今後

まだ見通しがたっていないという意見があっ
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たんですが、もう一度どういうふうになって

いるかお伺いしたいです。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。一

次答弁でも町長の方からありましたが、キャ

ンプの決定につきましては。どうしてもシー

ズン終えて後、年末あたりというのが、その

時期になりますが、そういった中でもシーズ

ンのいろんなチームの動向も見ながらまたキ

ャンプの際にこちらの窓口になられる担当の

方ともしっかり連絡を取りながら行っていま

す。あとはキャンプにいらしたときにチーム

の方からもいろいろ課題というのを我々も申

し受けていて、そういったところもしっかり

改善しながらというところでご報告も含めて

キャンプの継続についてお願いをしながらや

っているところです。やはりなかなかキャン

プ場所の決定、球団等の方針等もあって年末

になるまで感触も掴みづらいところもありま

すが、そういった中でもしっかり捉えていき

たいと思っています。

あと課題のひとつの中で期間が最近少し球

団の方の方針もあって短縮されてはいるんで

すが、町としても期間の延長も、そういた要

望の中では、今後また申し上げていきたいと

ころなんですが、ただ昨年度のキャンプもそ

うですが、なかなかキャンプが続いていく中

で島民の方が球場になかなかお越しいただけ

る数というのが年々少し減ってきているよう

な実感もありますので、そういったところも

周知をしっかり我々もしながら、島全体とし

て、その球団も受け入れあるいはキャンプ地

としてお越しいただいた際に充実したものに

なるような取り組みも必要と思っていますの

で、そういったところもしっかりやって誘致

に努めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

今、當間課長の方から答弁いただきました

が、やはり我々島民もそうですよね、反省す

る点があります、今言ったように。球場に足

を運ぶのが少なくなって、やはりプロ野球で

す。見せる野球です。やはりお客さんが来て

の結果だと思いますので、我々も反省をしな

がら今後の推移を行政の方で後押ししながら

今後続くように頑張っていただきたいと思い

ます。

続きまして、２番目の学生とか、社会人等

のキャンプも行っているんですが、大学の方

が６チーム、社会人が１チームということで

社会人の方がピーク時には何チームぐらい来

ていましたか。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。今

すみません。過去の資料手持ちではないんで

すが、これまで業務の中で目通しした中では

３チームから４チームほど社会人が来島いた

だいている際はチーム数はあったかと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

これも、やはりプロ野球との関連もあると

思います。球場が空くか空かないでやはり社

会人、学生といろいろ問題があると思います
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が、ぜひこちらの方も多くのチームが本町で

キャンプできるように誘致に努力していただ

きたいと思います。

続きまして３番目に競技場の計画について

なんですが、費用対効果ではちょっと厳しい

という返答が出ております。そこで競技場は

計画ではやはり莫大な金がかかるということ

で厳しいと思いますが、快適に競技にあった

競技場を改修しないで競技にあった要請がで

きるんじゃないかなと思います。

今３番と４番を同時に質問します。陸上競

技でトラックを使う競技、フィールドを使う

競技もあります。陸上の中で競技場を使わな

くてできる競技もあるんではないかと一部の

方からちょっとアドバイスを受けました。特

に投てきは競技場はいらないという話を聞き

ます。大きな場所があれば投てきとかは誘致

が可能ではないかと、特殊な競技です。そう

いった簡易的な施設で誘致できる競技もある

と思いますので、そういう誘致のやり方も考

えてはどうかと思いますが、町長、その件お

願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。ちょっと余談になりますが、

今度、久米島高校の３年生の仲村さんが投て

きで記録更新したというニュースで私も嬉し

く思いました。あのように環境整備が整って

いない中で、ああいう選手が育つということ

は今後においても我々としてもさらにちゃん

とした練習場を造る必要があるかと思ってお

ります。これは言ったとおり今後の事業との

いろんな検討しながら早い時期にこれが可能

であれは私は造りたいという思いは今でも思

っておりますので、されにもっと議論しなが

ら進めてまりたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

莫大な費用がかかる競技場をちゃんとした

公認の競技場ではなくて、このように今町長

が答弁あったように久米島高校の生徒が投て

きで新聞に載って私たちもびっくりしまし

た。久米島高校が投てきには強い学校だとい

うまた改めて認識しました。そういう子ども

たちが島でも育っていますので、こういう投

てき専門の島であるという久米島でキャンプ

すれば投てきは十分キャンプできるというそ

ういう施設がない、やはり回り飛んでくる競

技です。しっかりそういうのを検討しながら

いろいろ模索しながら、どういう競技が久米

島でキャンプ誘致できるか模索していただき

たいと思います。

最後に４番目になるんですが、これからの

誘致計画を伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。今、

翁長議員からもありましたように、我々も日

頃、本町の方で受け入れできる競技等はいろ

いろ模索しています。このキャンプの誘致に

つきましては、昨年度、観光振興計画を策定

しておりまして、その中でも基本項目の施策

に取り入れています。観光振興計画の中でも

島内観光受入基盤態勢の強化という項目の名

称になっていまして、まさしくそのとおりで

受け入れを、今後、進めていくにあたっては

受け入れをしっかり担うような組織、今、商
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工観光課が担っているんですが、やはりそれ

だとスピードですとか、いろいろ対応面でも

十分な部分ができないだろうというところ

で、町の方でスポーツ久米島推進協議会等の

組織もございますが、なかなか今そこの方も

しっかり運営できていない状況ですので、振

興計画の中で、そういった担い手という組織

もしっかり構築して、そういった中で誘致計

画をしっかり目標立てして取り組んでいきた

いと思います。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

しっかり誘致計画は立てて本町で受け入れ

できる競技、模索しながら、ぜひキャンプ地

として優れた久米島をアピールしていただき

たいと思います。来年のオリンピックに向け

て沖縄県は特に二次合宿ですか、一次合宿そ

ういうのですごく注目されています。宮古、

石垣、そして国頭あたりまでプロ野球、サッ

カーいろいろなチームがキャンプを行ってい

ます。久米島も、その流れに取り残されない

ようにしっかりと計画を立て誘致活動に力を

注いでいただきたいと思います。これで私の

質問を終わります。

（12番翁長学議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで12番翁長学議員の一般質問を終わり

ます。

休憩します。（午前11時53分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

午前に引き続き一般質問を行います。

先ほど５番吉永浩議員の質問に対して商工

観光課長が資料不足のために答弁できなかっ

たのでこの際、答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

午前中の日程の中で吉永議員から島ぐらし

コンシェルジュの取り扱っている求人に関す

る件でのご質問ですね、平成30年度の数字に

なりますが、取扱件数が40件、ただこちらが

件数は動きますので、12月で40件扱っていた

というところと、あとは30年度中で扱かった

求人情報に対して６名の方が就職されたとい

うことになっています。

○ 議長 幸地猛

それでは１番喜久村等議員の発言を許しま

す。

（１番喜久村等議員登壇）

○ １番 喜久村等議員

１番喜久村等です。３点ほど質問いたしま

す。まず１点目、防犯灯について、泊から宇

根までの間(赤平)の防犯灯については、一部

の防犯灯の修理代電気料金は美崎校区の３カ

字で責任を負っているが、町が全部を負担す

る事はできないか伺う。

２点目、避難道路について、真泊の避難道

路の延長事業の計画は、どうなっているか伺

います。

３点目にチュラ福木について、チュラ福木

の剪定の計画はあるのか伺います。３点お願

いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

１番喜久村等議員の質問の２つを答えたい

と思います。まず１点目、防犯灯について、
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当該区間におけるＬＥＤ防犯灯は、球美の島

エコアイランド化推進事業及び防犯灯・防犯

カメラ等緊急整備事業にて設置しておりま

す。球美の島エコアイランド化推進事業によ

り設置したＬＥＤ防犯灯については、水銀灯

からの更新となっておりますが、字への要望

調査の際、電気料金は従来どおり各字にて負

担することを確認しております。一方、防犯

灯・防犯カメラ等緊急整備事業にて設置した

ＬＥＤ防犯灯については、区長との調整にお

いて、集落外への新たな設置になることから

電気料金は町負担としておりますので、当該

区間における同一の取り扱いが可能か調整し

たいと考えております。修理については、水

銀灯からＬＥＤ防犯灯への更新及び新設後に

おいては町が行っております。

２点目の避難道路について、真泊の避難階

段については、避難した住民の待機場所や主

要道路に通じる道路の計画しておりました

が、予算の確保が厳しい状況で実現しており

ません。整備については、今後、関係部署と

調整を図り検討したいと思っております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

喜久村議員のご質問、チュラ福木の剪定計

画についてお答えいたします。毎年、文化財

指定の樹木(天然記念物)については樹木医に

よる樹勢診断を実施しており、その診断に基

づいて、樹勢回復処置を行っております。今

回の診断結果を基に、なるべく年度内に剪定

まで行えるよう調整いたします。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

再質問いたします。まず防犯灯について球

美の島エコアイランド化推進事業により設置

したＬＥＤ防犯灯については水銀灯からの更

新となっておりますが、字への要望調査の際

に電気料金は従来どおり各字にて負担するこ

とを確認しておりますとのことですが、この

集落内のことを謳っているのかお伺いしま

す。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの喜久村議員のご質問にお答えい

たします。まず球美の島エコアイランド化推

進事業につきましては旧防犯灯、水銀灯から

のＬＥＤ化ということで更新取り替えという

かたちになっております。この旧防犯灯、水

銀灯の頃から字に設置する部分については字

が電気料、そして修理について一応負担する

という取り決めがございまして、そのように

実施しているところでございましたが、今回、

赤平につきましては、総務の方で設置してお

ります。防犯灯・防犯カメラ等緊急整備事業

について設置したものに関しては集落外とい

う取扱になっておりますということで、その

電気料金については町が負担しているところ

でございます。エコアイランド化推進事業で

同区間に設置しているものにつきましては、

町長の答弁にもございましたが、違う区間で

違う形態があるということで検討していきた

いというふうに考えています。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。
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○ １番 喜久村等議員

これ今現在、赤平の電気料金は村負担で行

っているということですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

防犯灯・防犯カメラ等緊急整備事業、こち

らは平成29年に設置している事業でございま

すが、こちらに関しましては７灯設置してお

りますが、７灯に関しては町の方で電気料金

についてはお支払いしているところでござい

ます。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

これに関して集落外の新たな設置となるこ

とから電気料金は町負担とします。当該地区

間における同一取り扱いが可能か調整したい

と考えておりますとの答弁ですが、これは設

置する前に協議できなかったか。それをお伺

いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

球美の島エコアイランド化推進事業の事業

の年度でございますが、こちらの方が事業年

度が28年度になっておりまして、その際には

旧防犯灯からの更新ということで、まずは従

来どおりの取扱でお願いしたいということで

協議を行っております。またその際にこれま

では水銀灯に関しては修理につきましても各

字で負担するということでございましたが、

ＬＥＤ化することによって、そういう管理に

つきましては町が管理するということになり

まして、ＬＥＤ化によって修理に関しても町

が負担するということになっております。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

付属品は町が持つと電気料は現在字が持っ

ているんですよね。事情は違っても同じ集落

外ですので同様に扱うべきではないかと私は

思うんですよ。現在17灯ですか。赤平がつい

たのは。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

現在、赤平の区間に設置している防犯灯に

つきましては球美の島エコアイランド化推進

事業によって設置したものにつきましては６

基、それから防犯灯・防犯カメラ等緊急整備

事業に設置した防犯灯につきましては７基合

計13基でございます。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

その内、部落が電気料を支払っているのは

10灯は部落が３カ字で支払っているというこ

となんですかね。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

字の方で負担している電気料でございます

が、先ほど申し上げました球美の島エコアイ

ランド化推進事業によって設置した６基とな

っております。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

泊から宇根の間の防犯灯、10灯を字が修理
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代電気料金10年以上、美崎校区３カ字で負担

してきました。これからも今まで同様に町は

それを字に負担してくれというようにいうよ

うに聞こえますが、どういう考え方で。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

各字に設置しております防犯灯につきまし

ては従来どおり各字で電気料金についてはご

負担を願いたいと考えております。赤平の区

間につきましては、今、集落外という取扱い

で、今後、球美の島エコアイランド化推進事

業によって設置したものについては、その翌

年に防犯灯・防犯カメラ等緊急整備事業によ

って整備した町が負担する電気料金、これ一

応７灯でございますが、こちらと整合性を取

るようなかたちで調整を図りたいというふう

に考えております。集落内については従来ど

おりご負担をお願いしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

今言っているのは集落外の話ですので、こ

れは今まで３カ字で過去10年以上も面倒見て

きたんですよ。学童、学生の通路として危な

いということで３カ字で電気を付けて10年以

上も持っているのに、新たに集落外新たに付

けてあるのに、どうして町はこれを分けて需

要が別だからということで電気料金は町が払

うんですよね。向こうは他に付けた街灯は全

部どうですか。集落外の街灯です。今、話し

ているのは。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。今、喜

久村議員がおっしゃったとおり集落外の防犯

灯については町が負担しています。今のお話、

美崎校区が負担している経緯、私も十分承知

しています。以前は集落外、防犯灯という概

念がなくて設置がなくて、去年、防犯カメラ

設置事業で始めて集落外やって、その分につ

いては町が負担しましょうという取り決めに

なっています。今、赤平の防犯灯についても

集落外に該当するかと思いますので、そこら

へんについては、３カ字と協議をして取り決

めしていきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

これは該当するか該当しないか、これは町

の問題ですよ。ちゃんと集落外にあるんです

よ。補助は補助でちゃんと造られているんで

すから、あとは電気料金だけ町が全部負担し

ているんですよ。これも補助事業ですか、電

気料金も、これから払う電気料金も補助事業

で払うんですか。これちょっとお願い。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

電気料金については町の単費になります。

この集落内、防犯灯等集落外防犯灯について

はある程度取り決めをしています。集落外の

防犯灯の定義としては集落の境界にある住居

等から概ね80ｍ離れたら集落外街灯と認めま

しょうという取り決めになっています。各区

長会とも相談して、その取り決めでやってい

ますので、そこらへんの基準に照らして赤平

も該当するものと考えていますので、そこら

へんは３カ字と協議したいと考えいますので
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お願いします。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

これが平等な行政の本当の姿だと思います

ので、ぜひ早急に、字に負担かからないよう

な執務で町が頑張ってくれること、町長の答

弁お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。まずはこの場所については

旧仲里村時代に防衛予算を使って設置したと

いうことを聞いております。当初の走り出し

がそういう他の地域にないような箇所であり

ますので、電気料金においても、ＬＥＤ化し

て料金自体も３分の１ぐらいに軽減されてい

ると思います。今後においても字に負担がな

いような担当課長から説明あったとおり進め

ていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

よろしくお願いします。次に移ります。避

難道路について避難道路についてはこの事業

は継続事業だと僕は認識しているんですが、

どうなんですか、総務課長。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

この避難階段については、平成25年度から

取り組みをして安心安全な観光まちづくり事

業として一括交付金で取り組みをしていま

す。階段事態は平成27年度に延長約70ｍは完

了しています。その後、上の方の広場と交流

して広場整備とこの広場から既存のアスファ

ルト舗装されている農道までの避難道路、階

段から真泊集落から避難道登って、そこから

他の施設に避難する避難道路を造る計画で取

り組んでいましたが、一括交付金の事業費が

減額になって、予算が減額になったというこ

とと、他また複合型防災施設等大型事業が入

ったことで非常に予算の確保が厳しい状況で

ありまして、今実現できていない状況です。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

これ人命にかかる事業ですので、震災は今

日来るかも明日来るかもしれません災害出て

からは遅いと思いますので、工事は途中で止

まり完成まであと少しのところまできている

のに優先的に予算の確保はできなかったか、

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

我々も継続事業で取り組みを予定していた

んですが、なかなか予算の確保が厳しくて実

現に至っていない現状となっています。事業

の計画については、この避難道路が非常に工

事費がかかる見込みを立てています。延長的

には約200ｍなんですが、これがちゃんとし

た農道的なものがあって、それを舗装を被せ

て境界ブロックをやる程度の工事だと約5千

万円ぐらいかかるんですけど、地形的に考え

ると、もっとかかるのではないかという概算

も出ていますので、そこらへん避難道路のル

ート選定も含めて、今後、検討して事業費が

かからないような方法がないか、避難道のル

ートがないか、そこらへん含めて検討してい
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きたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

簡素な道路でもいいですよ。向こうで行き

止まって行く所がない、どうしても山の中を

歩いてさまよって、元の道に出るかどうか、

地域の方々は完成を心待ちにして、また年配

の方は我々が生きているうちに、この避難道

路はできるかねって心配しているんですよ。

真泊の避難場所は宇根まで行ってから、そ

れからソナミ原まで避難する遠回りしか避難

ルートがないんですよ。もし津波が来た場合

には半分の住民が避難するのに無理だと思

う。字真泊の地形は海岸沿いに沿って細長い

集落であり、また奥行きは短く直ぐ山となっ

ています。もし津波が直ぐ発生すれば短時間

に水かさが高くなるでしょう。避難階段はで

きているが、通り抜ける道がない、それでは

十分とは言えない。待機場所は道路の予算を

早めに確保してほしい。簡素な道路でいんで

すよ。それを早めに何とかできないか、ちょ

っとした予算でできると思うんですが、課長

どういうふうに思われますか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。ただい

ま議員が指摘されたとおり必要性はわかって

いますので、一括交付金事業の優先度と予算

確保方法等について総合的に判断しながら整

備に向けて前向きに検討していきたいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

早めに取り組んで行ってもらいたいと思い

ます。

次に移ります。チュラ福木について再質問

します。「樹木医による樹勢診断を実施して

おり、その判断に基づいて樹勢回復処置を行

っております」との答弁ですが、どのような

処置を行っているのか、その方法をお伺いし

ます。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

ただいまの喜久村議員の質問にお答えいた

します。町指定の文化財は何件か樹木がある

んですが、それは毎年、樹木医に診断をして

もらっていますので、その診断によってどう

いった処置が必要かというものを判断しても

らいまして、剪定が必要、もしくは施肥、肥

料やりが必要と、エアレーションといって地

中に空気が十分に行き渡っていない、栄養状

態が悪いということで、そういった処置をし

てもらうというふうな判断を仰いでおりま

す。今回の件につきましては、遅くとも来月

には樹木医に島に来ていただいて診断をして

もらうことになっております。その診断の結

果に基づいて、剪定、チュラ福木については

剪定も含めて対応していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

この設置した福木ちゃんと樹木医が見て、

施したことに対して、どのように変わりまし

たか。前回とやった後の木の勢いとか状態と

かはちゃんと見ていますか。

○ 議長 幸地猛
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山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

昨年、一昨年までの報告書を見てみると、

特に病気が出ていたりとか問題はないという

ふうに聞いています。ただ僕らが見た中では

中に立ち枯れをしているのが１、２本あった

のを確認しております。それ以外にも確かに

枝が伸びすぎて通行のじゃまになっていたり

とか、そういう明らかな障害が見えますので、

そこらへんは樹木医と相談しながら手法、あ

るいは時期についても良い時期を選んでやっ

ていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

そのチュラ福木というのは県指定ですか、

町指定ですか。お伺いします。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

県指定の文化財になっております。なので

実際、枝一本切るにしても県の許可といいま

すか、現状変更申請という手続きがあるんで

すが、だいたい１カ月ぐらい申請して許可が

下りるまでかかるんですが、そういった手続

を経てからの作業になります。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

掃除についてお伺いします。福木の後に実

が付いたり枯れ葉、その掃除も県に許しをも

らないとできないものですか。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

特に掃除、草刈り等については、そういっ

た許可は必要ないという認識でおります。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

この福木は剪定はもう何十年か剪定やって

いないですね。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

手元に確かな資料がないので、あれですが、

５年前後の内には確か一度やった記憶がござ

います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

剪定しないために枝が伸び放題とか、福木

の実は非常に実が付きやすいんですよ。花も

葉っぱも落ちるし、剪定しないために、その

落ちる量が多くて掃除の回数も多くなる。誰

がやっていると思います？

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

普段の掃除については、特にこちらの方で

は把握はしていないんですが、おそらく道路

清掃の業者、あるいはもしかしたら地元の家

の前の皆さんがボランティアでやられている

ものかと推測しております。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

これはあくまでもボランティアがやってい

るんですよ。これは隣近所の年寄りが多くて、

もう無理だと毎日ということで、それは委託
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という考え方はないですか。管理委託、掃除

の県に要請したことはありますか。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

清掃管理あるいは実の掃除ついては、これ

まで特に問題という意識は持っておりません

で県の方にも、そういったことで相談したこ

とはないんですが、ただ今お話が上がって始

めて認識をしておりますので、そのへんの対

策について、どういった方法があるか、また

地元、あるいは区長さん、県の方、相談しな

がら良い方が見つけられればなというふうに

思っております。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

隣近所のおじいさん、おばあさんが目に余

って掃除している状態です。隣近所回ってみ

て相談しながら、これを県に上げて予算が貰

えるんだったら委託させて県道を掃除させる

人たちはここ掃除しませんよ。ちゃんと隣近

所周辺の方々が掃除もやっているし、教育委

員会も把握して、今後、県に要請して予算が

貰えるかたちがあれば、この方たちにちゃん

と話をしてやってください。また剪定につい

ても今年中にやるという案が出ているんです

が、樹木医さんがちゃんとオッケイ出したら

直ぐできるんですか。お伺いします。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

今年度ということで３月までにはなんとか

というふうな考えでおります。先ほどもいい

まして来月樹木医が来て診断結果が送られて

くるのが１カ月、２ヵ月後になります。その

中で調整をしながらなるべく早めに剪定のや

る良い時期も季節もあるかと思いますので、

そこらへんも鑑みながら取り組んでいきたい

と思います。

○ 議長 幸地猛

１番喜久村等議員。

○ １番 喜久村等議員

このチュラ福木は、教育委員会だけじゃな

くて観光協会とか、環境整備も全部かかわっ

てきますので地域美化とか、観光は観光で、

こっちで観光団を降ろして回るそういう観光

ルートもちゃんとしたチュラ福木を見せたい

もんですね。だから早目に剪定ができるよう

に頑張ってください。以上で質問終わります。

（１番喜久村等議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで１番喜久村等議員の一般質問を終わ

ります。

次に３番平良弘光議員の発言を許します。

（３番平良弘光議員登壇）

○ ３番 平良弘光議員

私の方から４点について質問をしたいと思

います。まず１点目については、旧阿嘉集落

の保全について、前回の一般質問で現状保全

で進めて行くとの回答がありました。その詳

細について説明を求めます。

２番目、久米島高校の魅力化について、空

きアパート又は空き家の情報提供を行い家族

同伴で久米島高校への入学募集を行うのもひ

とつの方法ではないか。

３点目、消防庁舎の耐震補修について、庁

舎の腐食がかなりの箇所で見られます。耐震

補強工事の計画は。

４点目、集落支援員について、今年、新設
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された集落支援員の業務内容について伺いま

す。よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

平良弘光議員のご質問、旧阿嘉集落の保全

についてお答えいたします。旧阿嘉集落跡は

手を加えず、当時の佇まいを留めている今の

状態をいかに後世に伝えるかが大切だと考え

ております。また、利活用にあたっては当時

の移転理由となった台風被害及び背後の崖崩

れの危険性等を考慮して慎重に行わなければ

ならないと考えております。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

３番平良弘光議員の質問にお答えいたしま

す。まず２番目、久米島高校の魅力化につい

て、寮の定員以上留学希望者がいた本年度の

状況からすると質問のとおり家族同伴の移住

と久米島高校への入学が理想的だと考えま

す。実際に今年度は３組が親子で移住、入学

しており、次年度の県外説明会においては島

コンと連携しながら、雇用や住居情報を提供

するなどして親子移住での久米島高校進学を

ＰＲしてまいります。

続きまして、消防庁舎の耐震補修について、

消防庁舎は、平成元年度に竣工し、建築後30

年が経過しております。建物の現状は、経年

劣化が建物全体に及んでおり、付帯設備等の

軽微なものについては、その都度、予算を計

上し、補修を行っております。しかし、建物

の主要な構造部分である外壁等については、

配筋の腐食等によるコンクリートの剥離が数

多く見られます。配筋の腐食については、専

門業者による補修工事が必要となることから

耐震補強工事につきましては、今後、関係課

と協議しながら検討を進めてまいります。

続きまして、集落支援員について、今回、

新設した集落支援員２名は、地産地消及び外

商を通し地域コミュニティーの活性化を図る

ことを業務内容としております。字久間地集

落を拠点に区民、ＮＰＯなどと協働による集

落活性化を目指しております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

では旧阿嘉集落の保全について再質問を行

います。この集落跡なんですが、近くにはエ

ビの養殖場があり、また阿嘉のひげ水もあり、

コラボしたかたちでの文化財への指定が可能

なのか、私の聞いた話によれば、その価値が

十分にあり得るという話も聞こえます。それ

について館長よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

ただいまの平良議員のご質問にお答えしま

す。旧阿嘉集落、我々も何度か見に行ってお

りまして、先週も担当者と教育長も一緒に見

てまいりました。その中で思うのはやはり明

治の頃に移住して、上阿嘉ができ、昭和の38

年にまた移住がなされて下阿嘉、現在の下阿

嘉ができた。それ以来、人が住んでいない無

人の状態でそのままになってきているが、50

年以上で、明治から数えるともう100年近く
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にはなるかと思うんですが、そこらへんまで

で遡る当時の集落の跡地と、これについては

久米島内で、そのような形で残っている集落

跡というのは他にはございません。そういっ

た意味では非常に価値のある。そしてまたそ

の状態、雰囲気をそのまま残していくべき価

値のある場所ということが言えるかと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

質問の内容は文化財に指定することが可能

なのか、その可能性について一言お願いしま

す。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

文化財の指定については、基本的に所有者

がいる場合は所有者の同意が必要になりま

す。その集落の跡ということもあって、ほと

んどが個人有地になっております。個人有地

の皆さん全員に財産に制限をかけることを承

諾の上で許可を貰うということは相当ハード

ルが高いんじゃないかというふうに考えてお

ります。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

少しでも可能性があれば、今後、これは時

間がかかると思うんですが調査を進めていっ

ていただきたいというふうに思います。先ほ

ど教育長の答弁で当時の佇まいを留めている

今の状況をとありましたが、先だって現場確

認したら、当時の佇まいが残っているのは一

部分ということで全体的に見ると、福木やガ

ジマルの木にカズラ等が巻き付いて、あまり

保存状態が良くないというふうに私の目では

そういうふうに感じました。先だって現場へ

行ったという話なんですが、この全体的な集

落跡が現状保存がそのまま残っているのかど

うか、その判断をお願いします。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

見て来ましたが、建物は勿論もうないんで

すが、例えば区画のあり方、道の通り方であ

ったり、あと屋敷囲い、それも地元で取れる

石をそのまま積んでやられている。石積みの

屋敷囲いもいろいろあるんですが、やはり鳥

島とか他の箇所とは違った屋敷囲いのように

思いました。福木なども当時のものと思われ

ますので、かなり大きくなって、それも他の

文化財と比較しても遜色がないような立派な

ものだったというふうに認識しています。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

現在この集落跡には上下阿嘉が管理する拝

所、つまりウガンジュが聞いた話では３カ所

あるということで年に２回、阿嘉の婦人会が

重い荷物を持って通ってお参りをしていると

いうことを聞いています。ところがこの集落

跡に通じる道が荒れ放題になっていると、い

うことで皆さんの手元に写真があるんです

が、その説明をしたいと思います。

本来、この写真の１番を見て貰いたいんで

すが、この写真の延長上に道がたぶんあった

はずです。区長の話によると、この延長上に

ちゃんと橋も架かっていて、昔は通れたとい

う話を聞いています。現在、婦人会がどうし
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て拝所へ通っているかというと、一番がもう

通れないんで、２番目これは海岸線なんです

が、この海岸線を歩いて行ってたぶん100か

ら150ぐらい歩くのかな、行って、次、３番

の橋なんですが、これは下阿嘉の区長がガー

ドレールの支柱を持って来て、自分で造った

婦人会が渡れるように造った通り道になって

います。そこを通り抜けて行って、次４番目

これからちょっと行くと４番目の矢印が集落

跡へ通じる獣道みたいなものがあります。こ

れをご覧になってわかるように、相当荒れて

いてとんでもないけど、車は勿論歩くのもち

ょっと危ないなという感じがしています。

次、２枚目の５番目の写真を見てもらいた

いんですが、先ほどの３番の写真、下から写

真を撮るとご覧のようにガードレールの支柱

も腐れていて本当に危ない状態です。私も実

際写真を撮るために渡った後、川の下から写

真を撮るときに非常にひやりとして危ないな

というふうに感じています。早急にお願いし

たいのは、婦人会の負担軽減をするとともに、

今後、博物館の皆さんが現地調査をするため

にも、アクセスできる道の整備は、ぜひ、必

要になってくるというふうに思います。それ

について山城館長。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

いま平良議員からお示し頂いている写真の

説明資料、僕らが先週行った時は、１番の場

所から集落の中に入って行きまして、だいた

い150から200ｍぐらい行きましたら、３番の

橋の架かった川の上流側に出ます。そこには

幅２、３ｍ程のコンクリート製の橋が今も架

かっておりまして、ちゃんと人が渡るぐらい

であれば、渡れる状態でした。そこからまた

更に集落の入口までに100ｍ前後、確かヤブ

をかき分けて歩いて行った記憶がございます

が、問題は、ここが本来の集落への入口だっ

たと思うんですが、そこが通れない状態とい

うことだと思います。そこが草刈りをして通

れるような状態にすれば、今おっしゃられて

いる問題の幾分かは解決できるのかなという

ふうに思っています。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

少なくとも車が通れるようなかたちでユン

ボー入れてベースを入れて形を造るというか

たちを取ってもらいたいと思います。阿嘉の

区民からしてみれば、この集落跡は自分たち

の真のふるさとであるという思いが強いもの

があります。前回の質問で町長のところにも

住民から航空写真が送られてきて、どうにか

してほしいという訴えがあったと聞いていま

す。これについて町長の答弁をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。いま議員からありましたと

おり去年ですか、出身者の方が上空、上側か

ら撮った写真、ちゃんと住宅があるかたちの

写真が残っております。そういうものも参考

にしながら、その地をどう保存すべきかとい

うのも教育委員会をとおして、今後、検討さ

せたいと思います。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

では続いて、久米島高校の魅力化について
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再質問を行います。最近では島外の高校へ進

学する生徒が増え、それと連動として家族も

一緒に島から出ていくというパターンが増え

てきています。一時的な人口の減少が加速し

ているように感じられます。それを逆手に取

って家族ごと久米島に呼び込むという広報活

動も大変重要になってくると思います。それ

には空きアパートへまず入るんであればアパ

ート賃の助成と相手からみても魅力のあるか

たちを想定して提案していく必要があると思

います。それについて企画財政課長お願いし

ます。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

ただいまの質問、平良議員からの提案とい

うことで受け止めております。提案のとおり

久米島町の寮に入れなくても、ぜひ久米島高

校に進学したいという子どもたちが実際、今

年度の入学生におります。そこに少し可能性

を感じていまして、それを推進するためには、

やはり住居の問題だったり、あと雇用、働き

場所の問題だったり幾分かあるかと思いま

す。現在、里親には月額６万円で子どもたち

を預かってもらっています。そのうち町から

の補助が２万円、残り４万円は実際保護者か

らということで、この２万円をこういった家

族移住とかに充てられると、久米島高校に進

学させたいという、親子で移住してでも来た

いという方が増えて来るんじゃないかと考え

ています。そこらあたりまた財政的なことも

考えなくてはいけないので、あらゆる面から、

検討する価値はあるかと思いますので、魅力

化のメンバーとも、話し合いをしていきたい

と思っております。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

これについては、ぜひ、実現に向けて取り

組んでいただきたいというふうに思います。

では続いて、消防庁舎の耐震補強について

質問をします。先ほど町長から関係課と調整

して進めていくという答弁がありました。こ

の耐震補強工事を進めるためには、一番予算

の確保が重要になってきます。同じく平成30

年度に去年ですか、仲里庁舎が大がかりな改

修工事を行ってます。それと同じような予算

科目が、これにも使えるのかどうか、そのへ

ん中村課長、またお願いします。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時20分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時21分）

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

ただいまの消防庁舎の改修についてです

が、庁舎の新築改築に向けた基金を積み立て

ておりまして、基金条例では、庁舎等となっ

ておりますので、消防庁舎も、そこに該当す

るかと思いますので内部で詳細を検討してい

きたいと思います。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

消防庁舎については災害が起きたときの防

災活動の拠点となってきます。先の阪神大震
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災においても私以前、兵庫の消防局研修で世

話なったんですが、確認したら地震で消防庁

舎が損害を受けて消防活動に大変支障が生じ

たという話も聞いています。そういうことか

ら考えると、早めに関係機関で調整をして対

策を取っていただきたいというふうに思いま

す。

では続いて集落支援員について再質問を行

います。今回２名の集落支援員が配置されて

います。２名については特別な資格とかそう

いうものを持っていて配置されているんです

か。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

今回、集落支援員２名をプロジェクト推進

課の方で配置しておりますが、特段資格等は

ございません。納税の状況とか、そういった

町民として当たり前の納めるべきものを納め

ているのか、そういったところはチェックし

ております。資格については特に問わないで

す。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

前回、山里ゆんたく館に若い青年がいて、

たぶん地産地消を促進するというためにいた

と思います。私も彼と飲む機会があっていろ

いろ話したんですが、本人は大変やる気があ

って、ぜひ成功させるという意気込みで話を

していたんですが、どうも話を聞くと、その

後がなかなか思わしくなかったという評価を

聞いています。課長として、そのへんのとこ

ろを答えられる範囲内でいいです。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

以前、山里ゆんたく市場に配置していたの

は、集落支援員ではなくて地域おこし協力隊

として配置しておりました。やはり地域おこ

し協力隊の皆さんも久米島でこういったこと

をしたい、生業をおこしたいとか、いろんな

希望を持って来ます。将来的には３年の任期

を経ると久米島で起業して移住したいという

方もおりますが、今回はこちらが求めていた

ことと協力隊員がやりたいことに相違があっ

て、どこかでずれが生じていた部分もあった

ことから次の新たな活躍する場所を見つけた

いということで途中で辞めております。この

あたり今後の課題なんですが、やはりミスマ

ッチ、こちら地元が要望する業務と彼らが希

望している内容をもうちょっとすり合わせを

しながら３年の任期を全うできるような、そ

して永住に繋げられるような調整を行ってい

きたいと思います。

○ 議長 幸地猛

３番平良弘光議員。

○ ３番 平良弘光議員

今回の集落支援員の配置については、町民

全てが大変期待をしていると思います。ぜひ、

綿密に支援計画を作成して、これが成功して

いけるように頑張っていただきたいと思いま

す。以上で私の質問は終わります。

（３番平良弘光議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで３番平良弘光議員の一般質問を終わ
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ります。

休憩します。（午後２時25分）

○ 議長 幸地猛

休憩前に引き続き会議を開きます。

（午後２時42分）

２番盛本議員の発言を許します。

（２番盛本實議員登壇）

○ ２番 盛本實議員

議席番号２番盛本でございます。通告書に

従い質問をいたします。今回の質問２点あり

ますが、これ以前にも質問した内容ですが、

その後の対応対策がどうなっているかという

ことを主に質問をいたします。

まず１点目ですが、集落形成の維持につい

て、本町においては、少子高齢化の加速によ

り地域行政の維持、伝統文化の継承、その他、

社会的共同生活の維持等々が困難な集落が増

えてきている。町民の福祉の向上の観点から

早急に対策を講じる必要があるのではないか

ということで、平成29年６月議会において質

問を致しました。町長は、小規模集落におい

ては「字」のコミュニティーは残しながら行

政区としての統合を図っていくことや、総務

省が進めている集落支援員の配置を検討する

など、住民のコミュニティー形成を積極的に

支援していきたい。との答弁でしたが、その

後どの様な取り組みを行ったか伺います。

２点目です。通学路の整備について、平成

28年12月議会において、次のような質問を行

いました。県道久米島空港真泊線の一部(新

生橋～清水小学校)、宇根仲泊線の一部(具志

川庁前～鳥島漁港入口)については、清水小

学校及び久米島西中学校の通学路として利用

されているが、歩道が未整備の為非常に危険

な状況にある。町として 現地調査を行い早

めに安全対策を講じていただきたいと。そこ

で町長は、通学路である両箇所とも歩道が整

備されていない為、非常に危険な状況である

という認識はしているので、歩道設置を県に

要請していきたい。との答弁でしたが、その

後どの様な取り組みを行ってきたのか伺いま

す。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

２番盛本實議員も２つの質問にお答えしま

す。まず１点目の集落形成の維持について、

地域コミュニティの在り方については、今年

度「久米島町自治会等まちづくり支援検討委

員会」を設置し、検討することとしておりま

す。集落支援員の配置については、先行して

字久間地集落に配置している状況を踏まえ他

集落への配置については検討してまいりま

す。

２つ目の通学路の道路の整備について、当

該区間の整備については、沖縄県に要望、意

見交換を行っておりますが、沖縄県は、各市

町村県道のバイパス道路を整備した区間につ

いては、旧道を市町村道に移管する方針とし

ており、県道久米島空港真泊線の新生橋から

清水小前の区間についても対象路線となって

おります。本町としては移管にあたっての条

件として、沖縄県に対し、用地の解決及び整

備完了後の移管を求めておりますので、当該

路線の整備についての引き続き要望して参り

たいと考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。
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○ ２番 盛本實議員

それでは再質問に移らせていただいます。

まず１点目ですが、集落形成の維持について

でございます。久米島町においては、33集落

１つが消滅したので32なんですが、町長、現

状の集落単位での実態というか、年齢構成と

か、そのへんは把握しているのか、お伺いし

たいんですが。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

具体的なものは、今、資料は持っておりま

せんが、おっしゃるとおり地域のおいてはか

なり高齢化が50％に近い地区もあるかと思い

ますが、かなりバランス的にはあまり良いと

はいえない状況かと認識しております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

これ町が出してますね、「久米島町人口ビ

ジョン」というやつ、これは４年ぐらい前で

すか、2010年の資料の数字と2015年の高齢化

率の数字になっているんですね。2015年が準

限界集落が６集落あるんですね。2015年が14

あります。14プラス消滅集落と超限界集落１

個入っていて、結局16あるんですね、2015年

に。現在の準限界集落というのが20集落、こ

れとんでもない早さで高齢化が進んでいるわ

けですよ。これが進むとどうなるか、この限

界集落の定義なんですが、まず存続集落、存

続できる集落というのがあって、これは55歳

未満の人口が50％以上で、それ何かというと

跡継ぎがちゃんと確保されていて共同体の機

能は十分果たせるという部分が存続集落、準

限界集落というのが、先ほど20もある準限界

集落なんですが、これ55歳以上が人口の50％

以上で現在は共同体の機能を維持している

が、跡継ぎとかの確保が難しくなっており、

限界集落の直前の状態を準限界集落、限界集

落というのが65以上の人口が50％以上、高齢

化が進んで共同体の維持がかなり厳しい状況

になっている。それと次の危機的集落とがあ

って、だんだん厳しくなってくる状況なんで

すね。そういう状況の中で、準限界集落から

限界集落に移りそうな集落が７集落あるんで

すよ。このままでいくと本当に、ここの集落

の形態もしかりそうなんですが、久米島町と

しての自治体としての維持もかなり厳しい状

況になっている。それを前回も、その対策は

ということで質問したんですが、町長は集落

支援員を配置して、その対策をするという答

弁だったんですが、先ほど久間地を拠点に集

落支援員を配置していると言ったんですが、

現在の集落支援員の業務というのは、私が求

めていたような内容の集落支援員じゃないと

思うんですが、このへんも含めてどういうふ

うな考えをしているのかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。先ほどの

集落支援員については地産地消を主業務とし

た集落支援員となっております。盛本議員か

らおっしゃったとおり、地域活性化に対する

集落支援員については、まだ配置していない

状況ではあるんですが、久間地の地産地消を

とおして地域活性化に向けて集落支援員を配

置してますので、そこらへんの取り組み状況

とかを見て、集落支援員の配置が効果的なの

かどうかというのは、そこで判断していきた
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いと考えています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

現在の支援員というのは、あくまでも地産

地消をメインにやっているわけですね、地域

コミュニティーということに関しての部分が

そこまで突っ込んだような支援員ではないん

ですね。彼らは島内をずっと回っていて、地

産地消という仕事をやっているんで、実際は

その地域において、いろいろ問題があって人

口減少に伴って問題があるという集団生活を

していくためには、どのような問題があるか

とか、そのへんの話は全然聞いていない。今、

総務課長おっしゃったように、様子を見なが

らというんですが、これ様子を見ている場合

じゃないですよ。前回そういう支援員を置く

ということでやっているわけですから、これ

早めに対策しないと、先ほども数字申し上げ

たように、あと５年もすれば限界集落がいく

つも増えてくる。そういう中において本当に

町という自治体そのものに危機感が出てくる

可能性があるんですよ。本当にあちこち見た

範囲では、けっこう厳しい状況なんですね。

先だって、今年、綱引きのイベントがあるん

ですが、今月13日に臨時区長会を開いたんで

す。綱引きの組み分けをして、そこで人員配

置をしようとしたんです。東組、西組に分け

て、その中で各字が人はいないは、高齢化が

進んでいる、そういうところに人は出せない

よという字がけっこう多いんです。これはひ

とつの伝統文化とか、もう一つは民族芸能の

発表会がずっとあって、一昨年までずっと単

独で発表会とかやったんですが、それも単独

で持ちきれない、これ全てが人口減少とか、

老齢化の話ではないんですが、各地域によっ

ては、そういう分が出しきれない。伝統文化

の維持さえ難しくなってきている。今、町は

Ｉターン、Ｕターン含めて一生懸命やろうと

しているんですが、地域コミュニティーが薄

い中でＩターン、Ｕターンもかなり厳しいで

すよ。そういう人口減少しているところに人

が入って来るわけがない、どうしても地域コ

ミュニティーを高めていかないとＩターン、

Ｕターンいくら促進しても、こういう所は行

きたくないよという感じになるんで、しっか

りそのへんは力を入れてやっていかないと本

当に自治体そのものの危機感が感じてくる。

今後は答弁の中では久米島町自治会等まちづ

くり支援検討委員会というのを立ち上げてあ

るんですか、それともこれから立ち上げるん

ですか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。ただいま

ご質問のあった検討委員会については４月に

要綱を制定しまして５月中に議会に推薦依

頼、区長会に推薦依頼を出して、外部員の推

薦をいただいて６月の24日に第１回目の委員

会を開催する予定としています。その中で新

規事項としては自治会の活性化の方策に関す

ること、地域コミュニティーや協働、共に動

く、協働のあり方に関すること、公民館建設

維持管理に関すること、その他、必要と認め

る事項について検討することを予定していま

す。今、盛本議員がおっしゃった各自治体の

維持についても、この検討委員会で議論でき

ればと考えています。

○ 議長 幸地猛
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２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

もう一つの答弁の中で、字の統廃合も考慮

しているということですが、そのへんも含め

ての検討委員会になるんですか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

この字の統廃合についても、先ほど盛本議

員がご指摘があった事項等も我々も認識し

て、今の字単位では非常に維持が困難ではな

いかと考えていますので、そこらへん統廃合

も含めて検討していきたいと、ただ、その統

廃合についてはアンケートで７カ字が賛成し

ているというアンケート結果もあるんです

が、これあくまでも区長、個人の考え方なの

かなと考えています。それを進める上でも住

民の合意形成というのも必要かと思っていま

すので、そこらへんも含めて検討していきた

いと考えています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

町長は、末端の自治会を束ねての久米島町

なわけですから、一小さい自治体が潰れても

あまり意味がないよということではなくて、

この32、もう１つは消滅している自治会なの

でしょうがないんですが、今ある自治会をし

っかりと守りながら、そうしないとやっぱり

久米島町としての、皆さんが安心して安全に

生活できるような環境を作っていった方がい

いのかなと思っていますので、今後、老齢化

進む中でいかにして豊かに暮らせるかという

のを念頭において、先ほどいった委員会も早

めに立ち上げて、本当にあと５年すれば限界

集落一気に増えていきますよ。そうならない

前に手を打っていただきたいというふうに思

います。これに関しては以上で終わります。

次に通学路の整備ですが、この道路の整備

に関しては十数年前から拡幅整備ということ

で県や国に要望をしてきているんですね。そ

の要望の内容としては、商店街活性化という

ことでの要望だったんですね。ところがその

整備区間が数十億円60億、70億円ぐらいかか

るんです今の算定ではですね。国、県として

は費用対効果があるかどうか、かなり躊躇し

ていて、まだまだ手がけていないんですが、

おそらく両サイドの拡幅は厳しい状況の中

で、ただその先には、学校があると、まだこ

れまでは通学路の整備、歩行者の安全のため

の整備ということでは、まだおそらく要望し

た経緯はないと思うんですね。そのへんから

すれば、いつも通るたびに思うんですが、本

当に危険が隣り合わせ、全国でも最近は子ど

もたちの交通事故が多いと、その原因が道路

環境によるものではないと思うんですが、い

ずれにしても歩道がないという分がやっぱり

通学路で通う親からすれば、最近そういう声

がけっこう多いですね。

前回も教育長は道路サイドに道があって、

それを通学路として使うようにという話はあ

ったんですが、ただその裏側の道も厳しい状

況なんですね、見通しが悪い。どうしても子

どもたちは県道を通っていくという中ではな

んとしても歩道を設置して安全な歩行ができ

るようにやってもらいたいんですが、それに

関して町長は要望はしているということなん

ですが、要望としてどういう、いわゆる口頭

要望なのか、文書でちゃんと要望しているの

か、そのへんどうなんですかね。
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○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの盛本議員のご質問にお答えいた

します。まず、当該区間の要望でございます

が、県に対しては、いま書面で要望というよ

り実務的に口頭で歩道設置が可能かどうか、

まずは整備してもらいたいということも含め

て協議しているところでございます。去る６

月14日、先週になりますが、こちらにおいて

も整備についていろいろと意見交換、情報交

換も行っております。

まず県の現在のスタンスとしては、過去に

当該区間の地元説明会が平成23年に実施され

ておりますが、そこの中でまだ地域の意見が

集約できていないということもございます

が、片側歩道の設置についても話をしている

ところでございます。そうした場合に通行の

形態、コミュニティー道路として整備が可能

なのかどうなのか、そうした場合に、現在、

新興通りのコミュニティー通りの整備が進ん

でいるわけでございますが、その並行する県

道の整備、こちらとの絡みも一応あるという

ことで、具体的にどういうかたちで整備が可

能かということが明確に打ち出しはされてご

ざいませんが、それを含めて引き続き町とし

ても歩道の設置がどういったかたちで可能に

なるのか、含めて調整を図っていきたいとい

うふうに考えております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

いま久米島町においては、第２次観光振興

協議計画第二次つくって、13万人観光客を入

客を増やそうという中では、久米島空港があ

り兼城港があり商店街があり、銀行さんとか、

スーパーがある中で、この道路はどうしても、

将来は交通量は増えてくると思うんですね。

町の方針がそういう、おそらくバイパスは使

わないだろうと、それは旧仲里のイーフとの

連携で使うかもしれないんですが、兼城港と

久米島空港の結節点なんで、どうしてもその

道路を使うことになると思う。その中におい

てコミュニティー道路とか、そういうのは好

ましいのか、好ましくないのかわからないん

ですが、おそらく交通量からすれば、きちん

とした道路の整備になるのかなというふうに

思っております。県としてはバイパス造った

んだから、下はもう町でやれという方向での、

いろんな要望があるかもしれないんですが、

先ほども言ったように、60億、70億かかる事

業費を町でもってやるわけにはいかないんで

すよ。ですからどうしても県、国にやっても

らいたい分からすれば、強力に要望して今後

の13万構想という分と通学路という分含め

て、整備を国、県にさらに強く要望をしても

らいたいんですが、町長、そのへん。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。今、久米島町においては、

県道の整備においてはイーフ線が今されてお

ります。先だって久米島出身の方が新聞社に

対しての投書があって、その回答を求めると

いうことでありました。それも近々南部の所

長が久米島に来て現場を視察することになっ

ています。そのときも今の路線においても地

元からの要望はあるということは、私、強く

協調して望んでいきたいと思います。ご承知

のとおり、今、県と国の予算が対前年どんど
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ん減らされている状況で、沖縄本島南部地域

においてもハシゴ道路の計画をずっと要求し

ているがなかなか実現しないと、特に南城市

から那覇市方面に向かう道路が非常に支障を

来していること等も毎回言われています。こ

れ県、国との協議の中でもいろんな要望それ

ぞれ出しておりますが、なかなか思うように

実現していないと現実でありますので、我々

もねばり強く今やっています。近々この道路

においても立ち退きはもうなっておりますの

で、拡張に向けて、また県と再度計画を早急

に進めるように要望していきたいと思ってお

ります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

先ほどの質問同様に、本当に町民が安心し

て住めるような、まちづくりに向かって一生

懸命努力することをお願いしまして質問を終

わります。

（盛本實議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで２番盛本實議員の一般質問を終わり

ます。

以上で本日の一般質問は終了しました。

本日はこれで散会します。

お疲れ様でした。

（散会 午後３時06分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。日程に入る前にご報

告します。本日、議会傍聴の申し出がありま

したので許可しました。全員出席です。

これより本日の会議を開きます。本日の議

事日程はお手元に配布したとおりでありま

す。昨日に引き続き一般質問を行います。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、６番赤嶺秀德議員、７番

仲村昌慧議員を指名します。

日程第２ 一般質問

○ 議長 幸地猛

日程第２、ただいまから一般質問を行いま

す。それでは順次発言を許します。

10番玉城安雄議員。

（10番玉城安雄議員登壇）

○ 10番 玉城安雄議員

10番玉城です。私の方から３点ほど質問し

たいと思います。それでは、まず第１点目、

妊産婦及び難病患者の本島内での宿泊施設

の整備について。宿泊施設の整備については

離島、過疎地域振興に関する要望書で南部市

町村会を通じて要望していると聞きます。産

婦人科医確保が困難で島で出産できない状況

が続き、また難病等の治療にも本島の医療機

関に通院する必要がある現状から、当事者の

負担軽減のため安く滞在のできる宿泊施設の

整備の実現に向け、町単独でも早急に取り組

む必要があります。町長は施政方針の中でも

経済的負担軽減や少子化対策の一環として継

続要請していくとしているが町長の見解を伺

います。

２点目、環境保全と地域美化について。ま

ず１点目、農業用廃プラスチックの搬入につ

いては平成31年４月以降搬入場所が久米島町

堆肥センター、搬入日が第３土曜日、質問の

段階では第３土曜日でしたが、６月から第３

木曜日ということになっているようです。の

月１回になっています。農業用廃プラスチッ

ク協議会での決定として通知されているがそ

の経緯を伺います。

２点目、鳥獣対策について伺います。昨年

からカラスが異常発生し集落内でも多く見受

けられます。対策を講ずる必要があるかと思

いますが見解を伺います。

続きまして、３点目、町道比嘉２号線の整

備について。比嘉２号線の整備については、

すでに工事が始まっています。工事内容につ

いては車道及び片側の排水整備のみで歩道の

整備は含まないと事業採択前の質問に対する

議会の答弁でした。この道路は県道久米島１

周線からイーフ地区につながる観光道路で交

通量や自転車及び歩行者も多い道路でありま

す。観光振興を提唱する中、イーフ地区への

重要なアクセス道路である比嘉２号線の歩道

整備や道路の景観について再度伺います。

以上、３点お願いいたします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それでは、10番玉城

安雄議員の３つの質問に対してお答えいたし
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ます。まず、１点目の妊産婦及び難病患者の

本島内での宿泊施設の整備について。５月24

日に行われた、令和元年知事行政視察意見交

換会において、ご質問の要望に対して沖縄県

は、島外医療施設へ通院する離島の患者の経

済的負担を軽減するため、平成29年度から離

島患者等支援事業を実施しており、当該事業

では、宿泊施設に加え、ウィークリーマンシ

ョン等の利用についても対象としているとこ

ろであり、沖縄県内18市町村中15市町村にお

いて活用していることから、特定の地域に宿

泊施設を設置するより現行の制度を十分に活

用してほしいとの回答でありました。

町としては、宿泊施設は必要と考えており、

継続して要請してまいります。

続きまして、２点目の環境保全と地域美化

について。１つ目の農業用廃プラスチックに

ついて。平成30年度から、リサイクルセンタ

ーの管理を民間へ業務委託されましたので、

農業用廃プラスチックの受け入れもリサイク

ルセンターの委託業者と業務委託しました。

平成31年度も同様に業務委託で検討しており

ましたが、協議会で協議をした結果、４月か

ら堆肥センターも直営になることから、堆肥

センターでの受け入れになりました。

２つ目の鳥獣対策について。カラスの対策

につきましては、被害の形態により産業振興

課及び環境保全課での対応となります。カラ

スの捕獲箱を設置し対策を講じております

が、捕獲数が減少しております。今後、捕獲

箱の改良と新規の捕獲箱を制作し対応してま

いります。

３点目の町道比嘉２号線の整備について。

当該路線は、車道部分を道路構造令に基づく

拡幅、及び路面の劣化による危険性の解消を

図る目的で改築を行っております。現況の歩

道につきましては、幅員2.5ｍ確保されてお

り基準を満たしていることから、本事業にお

いては、道路改良のみとなり歩道整備は該当

しておりません。本工事においては、道路改

修による交通の安全確保を図りたいと存じま

す。

景観への配慮としては、観光振興地域への

アクセス道路となっておりますので、イーフ

区間と同じく、無電柱化対象路線に指定され

るよう、沖縄ブロック無電柱化推進協議会に

要望しているところでございます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

それでは順を追って再質問していきたいと

思います。ちょっと質問と被るようですが、

こちらに町から県の方に要請した居住離島市

町村での出産が困難な妊産婦及び難病患者の

宿泊施設の整備について要請文がありますの

で、ちょっと重複しますが読みたいと思いま

す。

久米島町では医師確保の困難から平成22年

以降島での出産ができない状況が続いてお

り、出産のため少なくとも予定日の４週間前、

早産等の恐れがある妊婦は数カ月前から島外

での滞在を余儀なくされています。ホテルな

ど自宅外での長期滞在は経済的な負担が非常

に大きく少子化の一因ともなっている。その

ため久米島町では平成20年度より町独自で出

産助成金を支給しています。定期検診や出産

の渡航費に充てられる程度であり、本格的な

負担軽減には至っていない。また出産のみな

らず難病等の治療にも本島の医療機関に通院
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する必要から同様に経済的な負担となってい

ます。

本島周辺離島住民の経済的負担軽減並びに

少子化対策の一環として、居住離島市町村で

出産が困難な妊産婦、難病患者等が安く長期

滞在できる宿泊施設の整備が必要であるとい

うことで要請しております。

答弁にもありますように、先だって知事が

久米島視察に来たときに、県の回答としては、

沖縄県の見解としては、平成29年度より島外

の医療施設に通院する離島の患者の経済的負

担を軽減するため離島患者支援事業を実施し

ているとしていますが、宿泊施設を要請して

いるにも関わらず現行の施策を推進してほし

いという答弁でしたが、この離島患者支援事

業という、県が実施している事業の内容、詳

しい内容を聞かせて下さい。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいま玉城議員のご質問にお答えしま

す。沖縄県離島患者等支援事業とは、対象市

町村は18市町村で、県内39の有人離島があり

ますので、その有人離島が対象となっており

ます。補助対象となる通院については７つあ

りまして、１つ目が特定不妊治療を受ける夫

婦。２つ目が妊産婦。３つ目ががん患者です。

４つ目が子宮がん予防ワクチン接種後に多様

な症状を呈している患者。５つ目が小児慢性

特定疾病児童等。６番目が指定難病患者。７

番目が特定疾患患者となっておりまして、助

成額は航路、船賃、航空路運賃の８割程度と

なっております。宿泊費は１日当り４千円と

して、補助対象になる通院にかかる必要最低

限の宿泊数となっております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

いま課長から説明がありましたが、久米島

町ではいま挙げられた８つの病気に対して全

て県の離島患者支援事業を充てているという

ことになりますか。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

今ありますように、７つの疾病に関して、

平成30年度までは渡航回数を５回としており

ましたが、31年度からは12回というふうに変

えております。一応いま県の方では、その制

限はありませんが、町の方での予算というか

たちで12回。小児慢性に関しましては毎月と

いうことではないということなので５回の回

数でやっております。29年度の実績、30年の

実績ということになると、助成の実績の延べ

人数になりますが、合計で平成29年度が183

名、補助金の額が91万2千858円。30年度は助

成実績の延べ人数合計が248人、補助金が100

万3千74円となっております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

いろいろな事業に反映されていることなん

ですが、31年度の当初予算をちょっと見てみ

たんですが、歳入として県の離島患者支援事

業というのが233万6千円計上されているわけ

ですが、この中で町がいま単独で補助してい

るのが出産奨励金ということで660万円、こ

れは単費でやって、出産助成金というのが1

千50万円あって、この中に46万4千円は離島

支援事業。特定不妊治療が58万7千円計上さ
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れて、8万1千円が県の事業。渡航費について

は564万円の中で179万1千円、たぶん計算し

たら233万6千円になるかちょっと確認はして

いないんですが、去年の実績を見ますと188

回申請回数あるわけですよね、難病等渡航費

助成。これを見れば233万6千円というのは渡

航費のみで消えてしまう。我々が要請してい

るのは、それ以外の宿泊施設を整備できない

かという要請ですよね。

県は逆に現行の制度を活用、推進してほし

いという答弁でしたよね。これ予算面からし

て現行の制度を利用、活用して、これで十分

だといえますか、予算的に。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

予算的にといいますと、29年、30年の実績

を見ましても妊産婦の実績で945万円に対し

て助成額としては46万7千円ということでや

っぱり少ないなというふうに考えておりま

す。宿泊に関してだと通院にかかる最低限の

日数ということですので、少なくても出産ま

で30日滞在するという中で、この宿泊費をと

れるとしても週１か２で行ったとしての数字

だと、滞在日数全てに宿泊費が充てられるわ

けではないと思いますので、そのへんではや

っぱり宿泊施設は必要ではないかと考えてお

ります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

先ほど１泊４千円という規定もあるようで

したが、この予算の配分からみても県の離島

難病等助成事業というのは渡航費のみ、宿泊

までこの制度を利用して、この制度の中では

宿泊施設やウィクリーマンションとかという

のも入っているというかたちになっているん

ですが、それまで利用できる予算額ではない

ということですので、ぜひ今の233万6千円と

いうのは町の予算の配分からみてもほぼ難病

患者渡航費のみに充てられている。妊婦には

ほぼつかわれないという状況ですので、そう

いうことを踏まえて町は660万円という単独

の出産助成をやっているわけですが、町とし

ても県が現行の制度を推進してほしいという

答弁ですので、町としても単独で、町長も施

政方針の中でも引き続き要請していくという

ことですが、町単独でも早急に少子化対策と

かいろいろ人口減少も含めて早急にそういう

ところも取り組むべきだと思いますが、町長

まず見解を聞かせて下さい。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。ただいまの件に関しまして

は平成20年までは久米島公立病院で出産がで

きたんですが、その後医療制度の法律の改正

に伴ってドクターが２人態勢、24時間でした

４名必要になってくるということで、それか

ら公立病院としては、それは現状としては非

常に負担があるということでおそらく取りや

めになったかと思いますが、それを離島苦と

いうことを全面に出して我々はいつも要請は

しております。沖縄本島でしたら陸続きで行

き場がある、どこでも探せるんですが、離島

の場合は本当に出産間近になると飛行機に乗

れない、船でも行けないという事情等もあり

ますので、今後においては、しっかり県とも

いろんな調整をしながら、よりこの離島苦が

解消できるように、他の離島も含めて今後協
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議をしていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

やっぱり平成20年度から産婦人科医がいな

いという状況で、いま全国的にも産婦人科医

が不足しているということで、久米島でもた

ぶん医師の確保は不可能に近い状況だと思い

ますので、久米島で出産ができない以上、こ

ういう制度というより、安心して子どもが産

める環境を町としても県と十分調整して取り

組んでいただきたいと思います。

町長の見解にもあったように、県の予算の

配分からみても県の認識は、離島から出てど

れだけ負担があるというのをまず分かってな

いんじゃないかなということがありますの

で、ぜひそういうところもこれからの少子化

対策、また人口減少対策、離島振興、離島の

維持も訴え、整備を求めながら町独自でもな

んとかできる方法を探して取り組んでいただ

きたいと思います。これについては、ぜひ県

と調整して良い方向に進めるようにお願いし

たいと思います。

続いて、２点目、農業用廃プラについて。

答弁では30年度からリサイクルセンターの権

利業務を民間に委託する際、農業用廃プラの

受け入れも業務委託したというかたちでなっ

ていますが、31年度は堆肥センターが町の直

営になることから堆肥センターでの受け入れ

になったとしています。

なぜ私がこの質問をしたかと言いますと、

なぜ堆肥センターの受け入れになったかとい

うのと、なぜ月１回の搬入になったのかとい

うことと、30年度同様民間の管理業者と業務

提携できなかったのかという点、このまず３

点お答え下さい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいまの玉城議員の質問にお答えしま

す。まず、29年度までリサイクルセンターが

町の直営で町が臨時職員を雇用してやってい

たため、その環境保全課の協力のもと回収も

ほぼ費用がかからない状態でやっておりまし

た。答弁にもあるとおり30年度からリサイク

ルセンターが民間の業者に業務委託したため

廃プラの改修は業務委託外ということで、そ

の分は再度予算を計上して業務委託しないと

いけないということになりまして、30年度は

６月の補正で334万8千円を計上しましてリサ

イクルセンターでの回収となりました。

31年度も同様に予算計上、当初予算で411

万5千円計上しましたが、30年度から予算の

比較をしてみますと76万7千円の見積もり増

となったため、協議会でＪＡも含めていろい

ろ協議した結果、ＪＡさんもその分の新たな

負担は予算計上できないということになりま

して、じゃあいかに予算がかからないで回収

できるかと協議をした結果、堆肥センターに

なりますと町が直営で４月からやっておりま

すので計量器もございます。そのへんも含め

て、人件費の、堆肥センターの職員２人分の

人件費があれば、それだけの年間30万3千円

ぐらいの予算で、その業務が行えるという試

算も説明して協議会で、じゃあ４月から堆肥

センターでやりますよというふうな経緯にな

りました。

月１回というのは堆肥センターで、リサイ

クルセンターで搬入してもらっている時も毎

日少しずつの量しかこないということがあり
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ましたので、まずは月１回土曜日に、第４土

曜日に設定してやろうじゃないかということ

でやりましたが、ＪＡさんが特に土曜日もロ

ーテーションで勤務に入る関係でなかなか人

が出せない状況がありましたので、平日でし

たら２人か３人は確実に出せるというお話が

ありましたので、６月から第４木曜日に設定

して、区長会で周知をしてまいりました。昨

日の５時と今日の１時と５時に町の防災無線

でも20日に廃プラの堆肥センターでの回収と

いうことで広報も流しておりますので、その

へんまた、今後状況を見て、更に月２回にし

た方がいいとか、搬入量が多ければ、そのへ

んは随時回収日を増やして対応していきたい

と思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

だいたいの経緯は分かったんですが、なぜ

この質問をしたかといいますと、これは４月

から変わっているわけですよね。４月に周知

不足か何か知らなかったのか知らないんです

が、車いっぱい牛の飼料のラップを積んで持

って行って返されたとか、こういう話を何人

かから聞いていますので、これなぜこういう

ことになったのかというので質問しました。

１月１回というのは、農業用のラップです

ね、多頭飼育しているところは相当の量です

よね。倉庫があれば倉庫に入れておけばその

まま詰めるんですが、外に置いてある方だっ

たら雨を吸って重くなったり、適当な労力を

要すると思うんですが、いま答弁にもあった

んですが、様子を見ながら、いま月１回です

けれど２回、３回ということでやっていくと

いう考えで理解してよろしいですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

一番多く持ち込む方は畜産農家の牧草のラ

ッピング、トン袋で４月で回収したときには

１農家で３つ持ってくる農家さんもいらっし

ゃいました。その分につきましては我々はま

た新しいトン袋を渡して、それに詰めてまた

保管して持ってくるということで、来ながら

そういうお話もしながら調整しておりますの

で、今後また農家さんが更に回数あと１回で

も増やせないかといういろいろ要望があれ

ば、またそのへん畜産に関しては、この協議

会の中に和牛改良組合の組合長も入っており

ますので、そのへんと協議して、増やせるん

であれば、またその要望があれば回収日を月

２回にするとか柔軟に対応を考えておりま

す。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

ラップのビニールだけじゃなくて、農業で

したらビニールハウスのビニールとかマルチ

とか結構たくさん出ると思いますが、そこで

回数は今後考えていただきたいと思います。

それと処理料が前回は20円だったと聞いて

いるんですがキロ、今回30円なっていますよ

ね。この30円になった経緯と。先ほどの話で

堆肥センターにしたお陰で人件費が安くなっ

ているという話もありましたが、この処理の

方法ですね実際トン当たりいくら、キロ当た

りいくらかかるのか。実際の値段と処理の方

法はどのようにしているのか、聞かせて下さ

い。

○ 議長 幸地猛
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佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

料金につきましては久米島から、県から許

可をもらった産廃業者が久米島で３業者いら

っしゃいますので、そこ等から見積もりをも

らって、一番低い見積もりの事業者と契約し

て、久米島からフェリーに乗せて沖縄本島の

県の許可を受けた業者、産廃業者までの経費、

そして県内の町がまた契約した産廃業者の処

分料、両方足してそれをキロ当たり割って、

それを町、ＪＡ、農家の負担分として計算し

たらキロ当たり30円と、端数は切り捨てて30

円というふうになっておりますので、それが

平成30年度の処分した料金で計算したもので

計算しましたらキロ当たり30円というふうに

なっております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

因みに、ＪＡと町の負担割合は、どうなっ

ていますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ＪＡさんも町も料金の３分の１、農家も３

分の１、３者で３分の１ずつ負担しておりま

す。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

キロ当たり90円という考えでよろしいでし

ょうか。

農業用の廃プラですね、ちゃんと収集を決

まったときに回数を多くしたりしないと不法

投棄の原因にもないかねないです。持って行

ってもし返された場合、そのまま持ち帰らな

い人も中にはいるわけです。環境保全課の課

長は分かると思いますが、結構いろいろ回っ

て見れば、あちこちに肥料袋とか投げ捨てさ

れていますので、そういうところも巡回して

不法投棄の原因にならないような回収の仕方

を徹底していただきたいと思います。

次いきます。カラス対策についてなんです

が、最近、夏場になってからは、そんなに感

じないんですが、製糖時分で冬場、製糖の頃

に非常にカラスが見受けられたんですね、集

落内とか畑とか。最近は製糖期みたいには見

受けないんですが、このカラスについて環境

保全課は県の鳥獣被害防止総合事業を活用し

対策していると聞きますが、捕獲数が答弁で

は年々減少しているとありますが、この原因

はなんでしょうか。それとまた、いま久米島

にだいたいどれぐらいのカラスが生息してい

るか、そこらへんの調査までしたことがあり

ますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

カラスについては玉城議員もお家の近く

で、給油所から旧比嘉の一本松まで、そのへ

んの電線に毎朝50から100羽ぐらい止まって

いるのがいつも目にしていたかと思います。

カラスにつきましては、いまあまりいないと

思います。３月から４月までは巣を作る材料

を集めて巣を作ることをしております。そし

て４月から５月は産卵、そして卵を温める。

５月から６月はその温まった卵が孵化してヒ

ナを育てる。６月から７月が幼鳥が巣立つと

いうことで、今はまだ幼鳥が巣だってそのへ

んから親と一緒に飛んでいるのが見受けられ
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ないのがカラスのだいたい１年のサイクルと

なっております。

県の担当課が南部、北部で調査したところ、

だいたい森とか木のいっぱい生い茂っている

ところで集団で巣を作って生活しているとい

う報告もあります。久米島でしたら奥武島辺

りがそこにあたるんではないかなと思ってお

ります。我々も捕獲箱を設置して対策してお

りますが、平成30年度実績が188羽、その事

業始まったときは300羽ぐらい捕獲しており

ましたが、かなり捕獲数が減ってきておりま

す。

捕獲箱を設置した農家さんに聞いてみます

と、たいへん頭がよくて、捕獲箱から入って

バンセンがありまして、そこから逃げられな

いようになっておりますが、慣れてきたらこ

のバンセンを掴んでそこから逃げていくとい

うふうな報告を受けておりますので、農家さ

んがこのバンセンを全て切って、傘の細い針

金をやって逃げないようにしておりますが、

最近またそれにも慣れてきて、それもまた上

手くかいくぐって逃げるという報告も受けて

おりますので、更に改良できないかというこ

とで、いま捕獲箱を設置している農家さんと

いろいろ話し合って、どこかまた再度改良で

きる部分か、我々もカラスに負けないように

勉強しているところでありますが、なかなか

我々の対策が追いつかない状況です。

県の担当課に問い合わせしても、県内ほと

んどそういう状況ということでありますの

で、また県内の市町村でいいアイデアのある

捕獲数の多い捕獲箱があれば、そのへんも確

認して我々もまたそういうのを作っていきた

いと思いますので、今なかなかカラスの数と

捕獲数が追いつかない状況ですので、大きい

台風等がくれば、この時期にくれば巣が全て

落ちてちょっとはカラスが減るんですが、な

かなかそこに追いつかないというのが現状で

あります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

頭がよくてイタチごっこという答弁なんで

すが、カラスの駆除は捕獲器以外はないのか。

また他の県の他の自治体で捕獲箱以外の駆除

方法がないのか、事例はないですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

以前、久米島町でも猟友会の方々に依頼し

て散弾銃でカラスを駆除しておりましたが、

私が保全課にいるときに散弾銃を持っている

方が学校の近くをうろうろしてたいへん危険

な面もありましたので、そのへんまた警察と

も調整して、散弾銃での捕獲はやらないとい

うことで警察とも調整しておりますので、も

う一つの方法の猟友会を通した散弾銃の捕獲

は当分は考えていない状況ですので、やはり

捕獲箱をもっと作って、そのへんでの対応を

考えております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

なかなか散弾銃の捕獲はできない。先ほど

の話にあったんですが、台風時期には巣が落

ちて繁殖も少なくなるという話でしたが、す

みかでの駆除方法とかないのか。それと、予

算書を見ると、一生懸命やっているのは分か

るんですが年々予算は減ってきていますの

で、いま話していることと矛盾していますの
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で、どんどんその対策に対する予算は取り組

んで入れて計上してやってもらいたいと思い

ます。

それと、環境省が公布して県が実施する指

定管理鳥獣捕獲等事業というのがあるという

のを聞いたんですが、その事業にカラスも該

当しますか。環境省が指定管理鳥獣捕獲等と

いうのがあるんですが、これはイノシシとか、

シカとか、カラスも該当するのか。あればそ

ういう事業も活用すべきではないかというこ

とが考えられますので。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

たいへん申し訳ございません。今の件につ

いてちょっと勉強不足で把握しておりません

ので、後で調べて回答したいと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

そういう事業もあるようですので調べて対

応できるものは対応してもらいたいと思いま

す。

次いきます。３点目、町道比嘉２号線の整

備についてなんですが、本事業については過

去の議会でも工事内容について、事業の性格

上、歩道整備は何回か質問をしたんですが、

事業の予算の関係上、歩道の整備はふくまれ

ないですという答弁で承知はしていますが、

道路の改良後も歩道については現状のままな

のか、別途事業で歩道の整備はできないのか

というのが質問の趣旨であったんですが、こ

れについて答弁をお願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの玉城議員のご質問にお答えいた

します。まず、現在、実施しております道路

改良につきましては、構造令に基づく改良と

いうことで、現状の幅員より拡幅して標準で

お話しますと9.75、歩道を含む幅員になりま

すが9.75ｍとなっております。新たな歩道の

設置につきましてですが、現在、そこを利用

する事業に採択するにあたっての調査で、今

の歩行者数からすると現状の１車線で対応で

きるということになっております。今後、町

の観光振興計画に基づく観光の誘客等で歩行

者の数がどういうかたちで増えていくのかそ

のへんの動向をみながら、整備が可能な事業

等もあると思いますので、そこらへんはしっ

かり今後動向を踏まえ取り組んでまいりたい

と考えております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

歩道整備については、この道路は現状、歩

道2.5ｍ以上あって該当しないということで

現状のままという答弁、基準を満たしている

ということでの答弁ですが、歩道は歩道なん

ですが、特にサトウキビが製糖期前サトウキ

ビが伸びた以降、サトウキビ畑にガードパイ

プとかあるんですが、やっぱり倒れたり、サ

トウキビの葉が道に覆い被さって通行できな

かったり、また植樹帯に低木が伸び放題で歩

道を歩ける状態じゃないんですよ、実際は。

この歩道は歩ける状態じゃない現状でそうで

す。比嘉から県道から、そこを通る歩行者も

いて観光客もいて、ほとんど車道を車をよけ

ながら、車を気にしながら、自転車も車道を

走っている状況なんですよ見てみますと。特
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にまたキャンプ時とか、楽天とかいるときも

選手の皆さんも歩道じゃなくて車道から走っ

て戻ったり、結構見受けられますので、私が

言いたいのは、歩道自体は整備できなくて、

要するに歩道を歩けるような状態、使えるよ

うな状態。低木をどうにか取っ払うとか、サ

トウキビ畑にキビが寄りかかっても大丈夫な

ぐらいのガードパイプを設置するとか、そう

いうことはできないのかというのが聞きたく

て質問していますので、お願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

歩道にサトウキビが倒伏して歩行できない

状況というのは承知しておりまして、その件

につきましては前回のご質問でも同様にキビ

に倒伏等が見受けられて支障があるというこ

とにつきましては、産業振興課といろいろと

連携しておりまして、営農指導といいますか、

その倒木対策についても農家の皆さんに取り

組んでもらう必要があると考えております。

サトウキビ振興協議会、町の、そこの方から

農家の皆さんに倒伏対策ということでいろい

ろご案内しているところでございますが、未

だその改善が見られないというところではご

ざいますが、引き続き農家の営農指導につき

ましても鋭意関係課、産業振興課と取り組み

ながら対策は講じたいと思っております。

ただ、そこの倒伏に対するガードパイプと

いいますか防止柵についてはなかなか単費と

いう部分もございますし、またある意味農家

の意識の高揚また高めながら検討する必要が

あるんじゃないかというふうに考えておりま

す。ただ、歩道の役割を果たさないというこ

とに関しては、前回の一般質問での答弁にも

ございましたように、低木を撤去しながら歩

道の有効幅員を高めるというお答えもしてお

りますので、まずは低木を撤去した際に、今

度は横断防止柵を設置しないといけないとい

う安全対策も必要になるかと思いますので、

キビの倒伏防止が優先されるのか、また横断

防止柵が優先されるのか、そのへんも含めて

対応を、今年度比嘉２号に併せて低木の取り

扱いを行うということで前回もお答えしてお

りますので、含めてこの工事期間の中で対応

策について取り扱いたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

比嘉２号線の改良と併せて歩道も有効利用

できるようにいま答弁にもあったように低木

の処理の仕方等を十分に取り組んで安全に使

えるような歩道にしてもらいたいと思いま

す。

それと、先ほども話したんですが、この道

路はイーフ地区に向かうメイン通りであっ

て、また久米島町第２次振興計画でもイーフ

地区は最も重要な地域としてエリア分けして

いるわけなんですが、既存の観光資源や施設、

それとまた銭田につくる風の帰る森プロジェ

クトなど、今後の久米島の観光の目玉となる

施設が連携しながら島内滞在の拠点として、

特に観光振興に力を入れる地域として位置づ

けているということも基本計画の中にありま

したので、そこにアクセスする道路であるの

で、特に道路景観も周囲に配慮した道路景観

にすべきだと思っていますので、そこらへん

も建設課だけじゃなくて商工観光の方でも、

そういう事業はあると思いますので、そこら

へん横と連携しながら取り組んでいただきた



- 73 -

いと思います。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまの玉城議員のご質問にお答えいた

します。いま観光関連でも事業を模索してと

いうところがありましたので、観光振興計画

策定して、これから実施計画ということで、

当初予算で反映されている事業はほとんど継

続事業になって、新規はこれから振興委員会

等でも議論しながら執行管理、推進していく

かたちになります。そういった中で観光でも

観光エリアでの事業がないかどうかというの

もしっかり確認しながら実施に取り組んでい

きたいと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

しっかり横の連携をとりながら、観光の重

要地域としてエリア分けしているわけです

が、しっかりそういうところも横の連携をと

りながら取り組んでいただきたいと思いま

す。

本工事は、久米アイランド側から起点とし

て始まっているわけですが、今回この県道、

久米島イーフ線の、そこの部分の取り付け部

分が発注されているようなんですが、その調

整はちゃんとできていますか、比嘉２号線と

イーフ線の取り付け。スリーピースの角あた

りの十字路ですか、そこ県の工事が発注され

ているようなんですが、その取り付けについ

て。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えいたします。ホ

テル前の取り付け、それから比嘉２号に入る

区間になりますが、これは県とそのへんの確

認しながらしっかり調整しながら実施するこ

とになっていますので、現在その確認はとれ

ております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

と言いますのは、そこの交差点は下水道工

事で、そこに大きなポンプが入っていてちょ

っと沈下していまして、結構水が溜まって車

が通ったら跳ねるという、大雨が降ったら排

水が間に合わずそこが溜まって跳ねるという

そういった苦情もありますので、ぜひそこら

へん調整して取り組んでいただきたいと思い

ます。

先ほど道路の景観についてという話をした

んですが、このイーフ区間と同じく無電柱化

対象路線に指定されるよう沖縄ブロック無電

柱化推進協議会に要望しているところという

ところなんですが、指定される可能性という

のはあるんですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

指定される可能性とすればいま何とも言え

ないところがございます。これは沖縄県全体

の市町村、県道、国道含めて構成する団体、

同じように国、県、全市町村、それから電業

社、通信事業者等が構成するブロック会議に

なりますので、そこでいろいろ効果を含めて

全体協議の中で取り組んで、その中で優先順

位が施されて決定されるわけでありますの

で、申請して認定されるかどうかというのは
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まだ少し時間がかかるかと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

本当に、前にも質問したんですが、観光資

源としての景観づくりも非常に大事なことで

す。仲泊の新興通りも含めてイーフ通り、そ

の地帯はできれば無電柱化が望ましいと思い

ますので、ぜひ積極的にそういうのは申請し

ていただきたいと思います。

因みに、同僚議員への答弁で、県道イーフ

線は令和２年に完成するという答弁があるん

ですが、この比嘉２号線の工事完了はいつ頃

の予定ですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

この比嘉２号線につきましては、沖縄振興

公共投資交付金を活用しての事業でございま

すが、その計画においては令和３年度を完了

目標で進めておりますが、毎年県との事業ヒ

ヤリングを受ける際になかなか要望額が確保

されてないと、要望に対して内示を受ける額

が小さいという状況で、今現在、令和３年度

目標に取り組みますが、予算の付き方によっ

ては１年、２年ずれる可能性もあるんじゃな

いかというふうな危惧はもっております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

久米島町としても、第２次観光振興計画を

策定して、向こう５年間計画しているわけで

すが、観光道路として、しっかり早くできる

ように取り組んでいただきたいと思います。

町長、今までの比嘉２号線について観光道

路としての重要性、位置づけ、改修について、

今まで振興計画とも照らし合わせして町長の

見解をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

この道路については以前から他の議員さん

からも質問ありましたとおり、非常にサトウ

キビが倒伏して支障があると。そして、さっ

きご指摘あったとおり低木が伸びすぎて歩道

を塞いでいるということ等もありますので、

私としては、この低木をどうにか他の樹種に

替えてできないかどうか、そのへんも担当課

と調整しながら検討させたいと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

聞きたいのは、この道路のことも含めてな

んですが、観光振興計画に照らし合わせたゾ

ーニングした中での道路の位置づけとしてと

いうことでの質問でした。最後にお願いしま

す。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

今おっしゃるように重要な幹線道路となっ

ております。それで歩行者が安全に歩けるよ

うにＬＥＤライトも付けております。このイ

ーフ線と一緒で県道に繫ぐ道路ですので重要

な路線として今後も対策をとっていきたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

しっかりした久米島町の目玉となるような
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道路にしていただくよう要望しまして、私の

一般質問を終わります。

○ 議長 幸地猛

これで10番玉城安雄議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前10時55分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時05分）

休憩前に引き続き一般質問行います。

６番赤嶺秀德議員の発言を許します。

６番赤嶺秀德議員。

（６番赤嶺秀德議員登壇）

○ ６番 赤嶺秀德議員

６番赤嶺秀德でございます。それでは、私

の方から６点について通告に従いまして質問

していきたいと思います。まず、１点目、観

光資源について。久米島には、自然を利活用

した観光名所が数カ所あるが、未だ未開発の

場所があると推察される。２点について伺い

ます。まず、１点目、未開発の場所について、

調査をした事はあるか。２点目、今後、調査

を含めて開発の余地があるものと思われるが

町の見解を伺う。

２件目、航空運賃について。航空運賃の低

減については、これまでにも繰返し質問して

きた。しかし、何の改善もなされないまま高

い運賃を強いられている状況であります。久

米島出身でありながら高い運賃のため里帰り

を敬遠している。近くて遠い古里、何時にな

ったら気軽に帰れるだろうか。心の底から早

い解決を願っている。との声が多くの方から

寄せられている。運賃の低減に向けた町の見

解を改ためて伺う。

３件目、町管理の公衆トイレについて。町

管理の公衆トイレの管理状況について伺う。

４点目、下水道事業について。下水道事業

の進捗状況について改ためて伺う。

５点目、コンプライアンスについて。町職

員のコンプライアンスについて伺う。

６点目、小中学校のクーラー設置について。

小中学校のクーラー設置について改ためて伺

います。以上６点お願いします。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時08分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時09分）

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

６番赤嶺秀德議員の質問にお答えいたしま

す。１点目の観光資源について。本町には優

れた自然や景色等の資源が豊富にあり、ラム

サール条約登録地域内にある「ニブチの森」

での自然林散策やホタル館での観察会、タチ

ジャミでの海岸散策等が観光での体験プログ

ラムとして利活用されております。観光名所

等を開発前提に調査したことはありません

が、第２次久米島町観光振興基本計画の施策

項目として「自然・歴史・文化等の活用」も

掲げておりますので、同計画の実施において

取り組んでまいります。

２点目の航空運賃について。航空運賃の低

減については、利用者負担の軽減や交流人口

の促進等からも重要と捉え、その改善に継続

して取り組んでおります。県が実施している

「球美の島交流促進事業」での15％割引へ、

平成30年度からは町も低減負担として５％を

支援し、現行20％の割引運賃となっておりま

すが、十分な改善には至っておりません。５

月24日開催された「沖縄県知事行政視察意見

交換会」においても、本町の重要課題として
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要望しております。低減率30％を目標に、引

き続き改善に取り組んでまいります。

３点目の町管理の公衆トイレについて。沖

縄県から管理受託しているトイレが５カ所と

久米島町管理のトイレ10カ所がございます。

清掃については、月曜日から金曜日まで毎日

適正に行っております。

次の下水道事業について。現在、仲泊処理

区100％、イーフ処理区64％で全体処理区で

は77％が整備済みであります。字銭田一部、

山城・儀間・嘉手苅の23％が未整備でありま

す。管布設工事進捗状況につきましては、字

銭田が約80％完了しており、本年度交付金も

前年度同等に近い予算にて前回答同様に２～

３年遅れる予定であります。

次に、コンプラインスについてでございま

す。職員のコンプライアンスについては、コ

ンプライアンスの正しい知識を身につけるこ

とを目的とした研修会を実施しております。

平成29年度に全職員を対象に、平成30年度は

非常勤職員を対象に実施しており、今年度は

未受講者を対象に実施しております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

赤嶺秀德議員のご質問、小中学校のクーラ

ー設置についてお答えしたします。現在の進

捗といたしまして、実施設計委託業務の発注

準備が終わり次第、今月中旬に入札を行う予

定です。また、委託業務完了後、９月下旬頃

に空調設置工事を分割して発注する予定で

す。

設置完了時期につきましては、委託業務設

計書の精査等に不測の時間を要し、当初予定

よりも１カ月遅れの12月末の予定となってお

ります。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

それでは、６問の質問に対しての再質問を

していきたいと思います。まず、観光資源に

ついて。答弁で、久米島の優れた自然や景色

等を利活用して観光体験に活かしているもの

の観光開発を前提とした調査は実施していな

いが、第２次久米島町観光振興基本計画の策

定項目として、自然・歴史・文化等の活用を

掲げており、同計画の実施において取り組む

と答弁しております。

自然を活用して、どのように観光資源を確

保していくのか。そしてまた、歴史をどのよ

うに生かしていくのか。更には文化の活用を

いかにするか。この点について質問したいと

思います。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問につきまして、お答えい

たします。実施する具体的な計画は、これか

ら振興委員会等で議論しますが、これまで策

定する中で出てきた声としましては、観光資

源として本町にもたくさんの花ですとか、そ

ういった自然の植栽もございます。そういっ

たものもしっかり活用していくべきではない

かというところで、今回の観光振興計画を議

論する中で、重要項目というのが３つありま

したが、その１つに、夏のピーク以外、本町

の観光は長年ピラミッド、山型の入域という
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ところで、閑散期、ボトム期というのが長年

懸念されて解消されてきていないということ

で、本町には冬場から春先、あるいは秋口、

夏にかけて、冬先から春にかけてはカンヒサ

クラですとか、ツツジ、ツバキ、あるいはク

メノサクラという固有種もありますし、また

春先はテッポウユリですとか、あるいは10月

マラソンのあたりなんですが、ショウキズイ

センというのも町内の各所で、これまで地域

の方々の取り組み、あるいは町の方での植種

の事業ということで実施されてきたものがあ

ります。

ただ、それを来島いただく方、あるいは町

民の方向けにはしっかりとした商品というか

たち、観光の商品としてまだ構築されていな

い状況もありますので、そういったところを

自然散策ですとか、あるいは観覧するような

かたちとして整備できないかというふうに考

えております。

そういった中でいま申し上げた花が実際見

れる場所があるんですが、本町の方でもだる

ま山の方に球美の島緑化公園というのを整備

して、そこでも植栽等を今後取り組んでいく

という、庁内での連携の中で聞いている話に

なるんですが、そういったところもしっかり

活かしながら、やっていきたいと思っており

ます。

あと、今年度、商工会さんの方から、通り

会の活性化というところで、通り会の空港側

の方になりますが、旧ホテルの跡地がありま

す。そこを新興通りの活性化も含めてフラワ

ーガーデン、通り会フラワーパークというこ

とで補助金の申請の中で上がっておりまし

て、そういったものも町としては予算を何と

か支援できないかということで支援していま

すので、そういったかたちで自然を生かして

いければと思います。

あと、歴史あるいは文化というところなん

ですが、こちらにつきましては、これまで城

跡ですとか、あるいは様々な交易の中で本町

が発展した、あるいは久米島紬もそうなんで

すが島に残る古来から継承されているもの等

も観光として生かしていけないかなというふ

うに考えております。実施計画については、

またこれからしっかり事業化してやっていく

わけなんですが、そういった素材をしっかり

生かして、そういった観光の平準化を実施す

ることで観光の入域客の全体の底上げをして

観光振興に努めていくということで考えてお

ります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

振興計画、観光振興基本計画は、まだ計画

実施されていないということなんですが、い

ろいろとまたやることがあるということで理

解していいですか。

歴史のお話もしておりましたが、歴史や文

化では観光資源の掘り起こしはある程度もう

無理じゃないかというふうに思うわけです。

例えばいま紬の話もしておりましたが、紬も

現にあると。これの何を掘り起こしをするの

か。あとは史跡になると思いますが、今度の

補正予算で史跡の具志川城址の補修事業が1

千100万円ぐらい削られておりますね。これ

からしても本当にそういうことができるのか

どうかということなんですね。歴史や史跡を

大事にするのも久米島の観光としても大切か

もしれません。ただ、私が思うに、例えば、

今現在ある空港松並木のショウキズイセン、
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これもメディアに載ったことがありますね。

琉球新報に載っておりました。あとはないん

ですが、アーラ林道のサクラ。そしてその後

はだるま山のツツジとサクラ。久米島の山野

に自生するテッポウユリ。テッポウユリが咲

いている頃に比屋定のシンバルに下りてみま

した。熱帯魚の家の周囲、両サイド全てテッ

ポウユリです。これを利活用することによっ

て熱帯魚の家と久米島の自然を網羅した観光

資源ができるんではないかというふうに思う

わけです。ミーフガーとか、ああいうところ

もテッポウユリは咲いていると思います。こ

れにただ手を加えるだけです、球根を持って

行って植えるとかですね、金はそんなにかか

らないと思うんです。

そういうことで、この自然を生かした資源

開発。あるいはアーラ林道に行く小さな広場

があります。そこに何らかの花を植えるとか、

そういうことをすれば１つ１つ久米島の観光

資源というのは増えていくと思います。

いま課長がおっしゃっているようにフラワ

ーパークとか、フラワーガーデンも大事かも

しれません。これをやるにしたら新たにまた

手がかかる、時間がかかる、金がかかる。い

ま町は議員が要求したら予算が取れませんと

か言っていますが、それよりも自然にあるや

つを生かすことが、本当に観光でも発想の転

換によっては、この久米島が世界に誇れる島

になるんじゃないかなと私は思います。そう

いうことで町長、ひとつ見解よろしくお願い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。観光に関しては観光協会も

中心となっていろんな取り組みをやっており

ます。そういう中で、いま議員から提案があ

った件に関しても我々として再度見つめ直し

てやっていきたいと思っております。

テッポウユリについては、以前、合併前は

仲村渠の集落あたりは、ミーフガー線の地域

まで球根を植えた時期もありました。そうい

うのが今後においてもできるかどうか、地域

とも協議させながら進めていきたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

今は町長もいい方向で見解を述べてもらい

ましたが、やはり町は観光協会だけ任せきり

にするのではなくして、観光協会とタイアッ

プして、横の連絡をとりながら一生懸命やっ

てほしいなというふうに思います。これにつ

いて課長、一言、どうぞ。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

観光協会さんとの連携につきましては、以

前からいろいろご質問もいただきながら、町

もしっかり連携をとっていま進めてきている

ところではございますが、これをより強固に

して進めていきたいと思っております。

あと、観光振興計画の実施については、観

光協会さんはじめ経済５団体、あるいは町民

の方をどのように今後参加いただくかという

ところは、しっかり知恵を出して町民も参加

しやすい環境をつくるということで、いま考

えていますが、振興計画はそういったかたち

で島全体で参加できて、あるいは観光の島づ

くりというのを目指しています。
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そういった中で、来ていただく方だけでは

なくて島で暮らす町民の方々はじめ、各事業

所の方にとっても幸せだと思えるような振興

を目指しておりますので、そういった意味で

もしっかり連携はとりながら取り組んで行き

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

この計画が計画倒れにならないようにしっ

かりと、ひとつよろしくお願いしたいと思い

まして、この件についての質問を終わります。

続きまして、航空運賃の低減について。皆

さんが努力していることは分かります。とこ

ろが、進展が見られていないのが残念です。

25％、それから５％上積みして20％の低減は

やっておりますが、まだまだだということで

答弁もいただいているわけです。私が思うん

ですが、町長がトップセールを行っているこ

とも分かります。しかし、この航空運賃の低

減について、まず進展がないのは何が原因な

のか検証したことはあるかどうか、伺います。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問についてお答えいたしま

す。検証については担当課の方で、これまで

の要請も含めて行っております。検証結果と

しましては、本町の運賃の低減については、

県の方でも各事業、交付金を活用して支援を

いただいているところです。いま運賃低減に

関して取り組める事業として、やはり県への

要請というのが柱になっているところであり

ますが、そういった中で離島割引き、町民の

方が日頃、これをいただいている離島割引き

の他にも住民等コスト負担軽減ということで

小児・障がい者、あるいはフェリーの片道、

そしてそれに加えて今回ちょっとご質問があ

ります航空運賃のコスト負担軽減というのが

新たに平成27年度から支援いただいていると

ころです。そういったところ含めて、交流人

口の、あるいはその中には当然郷友の皆さん

も中心としていらっしゃいますが、そういっ

たところも含めて、この負担軽減を求めてい

るんですが、その中で県としても他の小規模

離島ですとか、あるいは県の、そういった支

援に確保している予算の関係もあって、なか

なかいま協議が平行線というか、そういった

ところであります。

ただ、そういった中で県の支援以外のとこ

ろでも負担軽減ができないかということでス

ーパー早割ですとか、そういった先特の割引

きについても、これまで取り組みが行われて

きていて、いま72日前あたりから航空運賃の

割引きというのが航空会社さんの方で設定し

ていただいたり、あるいは直前ですと、これ

まで１週間前しかなかったのが３日前の割引

きということで取り組んできています。

検証する中で、今ご質問の課題というとこ

ろなんですけれど、やはりそこは県の方にご

支援をいただいて負担軽減に取り組んでいる

ところですが、そういった中で県の方との協

議がなかなか平行線が続いているという状況

を課題としては考えています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

いま課長の答弁で、県が10回ぐらい出てき

ましたが、要するにトップセール、それから

課長もよく県には足を運んでいると思います
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が、議会も協働することも必要ではありませ

んか。町議会が動けば県議員も動きます。県

議が動けば国会も動きます。本当に議会議員

も協働することが大切だと思いますが、町が

抱える問題について議会も動かすことだと思

うが、これからの町長の見解を伺いたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。議員もこの間の５月24日の

知事が来島されたときの要請事項は確認して

いるかと思います。その２項目目として航空

運賃の低減、これをしっかり述べました。こ

れはいつも私言っているんですが、北部の出

身であったら高速料金を往復２千円使って、

燃料代４千円ぐらいあれば５、６名でも１週

間に１回でも帰れると。しかし、久米島の場

合は５名ぐらいが帰るとなると10万円以上か

かるよと。この間、知事の前でもそれしっか

り述べました。

そういうことで、これまでも議長を中心に

県への要請においては同じことを言ってきま

した。それがいま担当課長から説明あったと

おり、県の予算、小規模離島ではないという

一つの位置づけ、定義があって、我々はなん

で小規模離島とどこが違うかというと、ただ

高校と病院があるだけの話で、その捉え方が

未だに県としては我々は小規模離島ではない

という概念があるものですから、これを除か

ない限りは、この問題は解決できないと思い

ます。

今後においてもお互い、それぞれ県議、支

持する議員がおりますので、その皆さんも利

用しながら、この問題については重要な課題

として取り上げていただきたいと。一緒に頑

張りますので、よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

５月24日の時にも私も一応、質問しました

が、やはり小規模離島とは違う、いま町長が

おっしゃっているように病院があるからと

か、そういうのを理由付けている。それじゃ

あ、病院がなければ小規模離島として認めら

れるのかということなんですね。向こうの言

葉尻をつかまえるわけではありませんが、や

はり言葉尻をつかまえてでも、島民のために

一生懸命頑張ることではないかなと思いま

す。行政、そして議会、町の団体、これが一

丸となって要請行動することによって達成で

きるような問題だと思っております。ぜひ、

議会にも声掛けしてほしいと思います。そう

いうことで、この問題についてはこれからも

続くと思いますが、やはりこれを解決するま

で一生懸命頑張っていきたいと思います。こ

の質問はこれで終わります。

次に、公衆トイレについて。答弁で月曜日

から金曜日まで毎週適正に行っておりますと

答弁しています。環境保全課の方に伺います。

清掃後のトイレの確認作業は行われているの

か伺いたい。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

ただいまの赤嶺議員のご質問にお答えいた

します。まず、公衆用トイレの我々の考え方

としては、まず清潔が第一で、次また安全で

使いやすく、維持管理のしやすい公衆用トイ

レとして建設する場合は心がけております。
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毎日業務日誌を付けておりまして、清掃前の

判定としてＡきれい、Ｂが普通、Ｃが汚れて

いる、Ｄは非常に汚れているというランク付

けをして、それから清掃にかかっております。

ご指摘のとおり、やはり町民の皆さんから

も公衆用トイレが汚れているんではないかと

いうご指摘がございました。私も週１とか、

あるいはまた、その都度、現場を回っており

ます。実は金曜日に清掃が終わりますので、

翌日土曜日に９時から10時の間、各施設を回

っていますが、残念ながら汚れている箇所が

ございました。これについてはやはり我々と

しても今後ともしっかり清掃をやっていきた

いということを心がけておりますが、今後と

もお願いしたいのは、利用する皆さんもやは

りきれいに使っていただきたいなというとこ

ろも重ねてお願いしたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

週に１回まわっているということで理解し

ました。今の課長の答弁で、使いやすい、清

潔というふうにありましたが、私から見て使

いやすいとか、清潔とか、ちっとも思わない

んですが、課長どうですか。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

お答えいたします。確かにかなり数十年前

に建築された施設については、老朽化が進ん

でちょっと使いにくいなというのがございま

すが、ただ我々のモットーとしては、やはり

清潔、安全、使いやすさということで清掃も

取り組んでおります。清掃する皆さんの心構

えとして、彼らの気持ちとして、自分のトイ

レを掃除するんだという気持でやっています

ということでございますので、よろしくお願

いします。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

議会でトイレの話をするのはあんまり面白

くないんですが、清掃している方々、これに

ついてはすごく立派にやっております。私も

何度か会って話もしました。その中で一生懸

命やっているんだが、やはり施設に問題があ

るなというふうに思います。例えば、床面洗

いますね、したら勾配がないために水が底に

残っていたりするわけです。あるいは、セメ

ント張りなんで真っ黒くなっているとか。そ

ういうことからして、今後トイレを造り直す

とか、修繕するとか、そういうのがあればタ

イルの勾配も考えながら、タイルの色彩につ

いても考慮する必要があるのではないかと思

いますが、このへんいかがでしょうか。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

ただいまのご質問にお答えいたします。今

後とも、この施設によっては、つくる部署が

変わったり、例えば沖縄県から受託受けてい

るのが５カ所ございます。そういった皆さん

との調整。そして役場内では各課違う皆さん

が課の担当の部分もございますから、相談し

てできるものは取り組んでいきたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

プロに言わせれば、１㎝、２㎝の勾配をつ
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けるのはレベルをとればすぐ分かるというこ

とです。そういうことで今後の教訓として心

にとめておいて、頭にとめておいてほしいな

というふうに思います。これを要望して私の

３番目の質問を終わります。

次に、４番目の下水道事業についてお伺い

します。まず、下水道事業の進捗状況につい

ては理解しました。嘉儀山、銭田の一部、嘉

儀山で23％がまだ残っていることを理解して

います。水道課長、伺いますが、自分の手元

に久米島町一般廃棄物最終処分場の設置及び

管理運営に関する覚書というのがあります。

これ見たことありますか。

○ 議長 幸地猛

上里宏美上下水道課長。

○ 上下水道課長 上里宏美

私も水道に異動になった際に、その後、赤

嶺議員の方から当初の質問があった際に確認

しております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

覚書があると確認してあるということなん

ですが、私、夕べ勉強して、この覚書という

のを持ってくるのを忘れてしまって、ちょっ

と条文は覚えているんですが。その条文第11

条の中に、公共下水道の早期整備というのが

あります。その中で嘉儀山地区、要するに嘉

手苅、儀間、山城を最優先にやるということ

でうたわれておりますね。ところが、いま一

番最後になっている。前の課長に、なんでこ

れが最後になっているのか、最優先すること

がなんで最後になっているかということを聞

きました。その理由も分かります。清水に引

く予定が向こうの処理能力がないのでイーフ

にすることに決めましたと。ならばなぜ儀間、

嘉手苅、山城の町民に対して、その説明がで

きないのか質問しました。その中で前課長は、

これは説明する必要があるでしょうねという

ふうに答弁しておりました。ところが未だか

つて説明がない、住民説明がない。その住民

説明をやる必要があるのかないのか、否か可

能なのか伺います。

○ 議長 幸地猛

上里宏美上下水道課長。

○ 上下水道課長 上里宏美

ただいまの赤嶺議員の質問にお答えしま

す。下水の儀間、嘉手苅、山城に事業が遅れ

ているというかたちで前々から質問がありま

した。その中で前回も赤嶺議員の方で、各部

落の方に説明するべきじゃないかという話も

ありましたので、そういうかたちであって私

の方で区長なりに説明できないかという赤嶺

議員のお言葉がありましたので、私は去年の

11月１日の区長会終了後、山城、儀間、嘉手

苅区長に残ってもらい、28年度、銭田が入っ

た27年頃と思います。その時分からの下水道

事業の進捗状況を説明しました。そして30年

度現在状況の進捗状況も説明して、２カ年遅

れる予定でありますと一応説明してありま

す。その際に、言葉でちょっと分からなかっ

たというところもありますので、私の方で28

年度の一般質問の方に、前回、山城は31年度

には完了するという文書が残っていましたの

で、それを予算の28年度から減額が進んでい

るということも50％、40％減額しているとい

うことも、前回説明しました中で、30年度ま

での減額した予算を再度確認しましてグラフ

に２、３年遅れるというかたちでの区長に説

明はその時にしておりました。区長の方も遅



- 83 -

れるかというかたちでの話はありましたが、

これはもう予算の問題だから、一応頑張って

くれというかたちでありました。

それと、あと１件なんですが、先ほど赤嶺

議員がおっしゃった覚書の方なんですが、文

書に私の方も目を通してみたんですが、先ほ

ど赤嶺議員がおっしゃった11条、この部分が

嘉手苅区域との文書しか載ってなくて、すみ

ません、いまの11条は儀間区長との覚書で載

っています。嘉手苅の方にはまた…。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時42分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時42分）

○ 議長 幸地猛

上里宏美上下水道課長。

○ 上下水道課長 上里宏美

嘉手苅の山城の方にはそれが見当たらない

ようなところがありまして、その時の区長会

の説明にも私の方でコピーをあげまして、こ

ういうふうに書かれていますから、そして赤

嶺議員の方から、最低区長にでも説明すべき

じゃないかという話がありましたということ

で集まってもらって、現在の今のような説明

をしております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

昨年の11月に区長会を終わったあとに区長

に説明してあるということなんですが、区長

からまだ説明がない。帰って区長に聞いてみ

ますが。ただ、私が言いたいのは、住民を一

人ひとり納得させるためには長が出ていった

方が十分に理解するんじゃないかと思うわけ

です。この覚書を締結したときに、処分場を

造るために非常に喧々諤々して難産だったよ

うな話も聞きました最近。それがあってこの

覚書ができたということを聞いたんですよ。

それを聞いてのこの話であります。だから関

心度というのは儀間の部落では非常に高いで

す。反対する人もいます。賛成する人もいま

す。だけど今はもう賛成する方がたぶん多い

でしょう。私も平成23年に家を造りました。

年間２万円余りの金で一般の業者に管理を委

託してあります。ところが南部保健所からも

また調べにくるんですね。これが６千円かか

ります。そういうようなことで、早めに引い

た方が新しいお家を造った人たちは本当に便

利なんです。そういうことで、なるべく早く、

予算がとれないのも分かります。ただ、工事

が遅れていることは非常に町民に、儀間、嘉

手苅、山城の町民に不利益を与えているとい

うことを念頭に置いて下さい。そういうこと

で、この質問については以上で終わります。

次に、コンプライアンスについて再質問し

ていきます。まず、私は前にもこのコンプラ

イアンスについて質問しました。今日も広辞

苑を引いてきたんですが、コンプライアンス

とは要求や命令に従うこと。特に企業が法令

や社会規範、企業倫理を守ること、要約すれ

ば法令遵守ですね。答弁の中で、平成29年度

に全職員を対象に、そして30年度は非常勤職

員を対象、そして今年度は未受講者を対象に

実施したというふうにあります。

総務課長、お聞きします。年１回の研修会

で十分だと思うかどうか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいま赤嶺議員の質問にお答えします。



- 84 -

職員、非常勤含めて１回は受講しようという

ことで29年度から取り組んでいます。年１回

のもので足りるのかというご質問について

は、私としては、この研修を１度受講して感

じたのは１回で十分ではないかと考えていま

す。今年度このコンプライアンス研修にあた

って職員のアンケートも実施していますの

で、そのアンケートも検討した上で今後同じ

研修ではなく違ったかたちでのコンプライア

ンスの研修ができないかということに関して

は今後検討していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

担当課長としては、年１回で足りていると

いうことなんですが、私たちからみれば全く

それは足りていないんじゃないかなというふ

うに思います。小さなことですが、役場の通

りは30㎞の地点ですね、30㎞で走らせている

と平気で追い越して行く役場職員がおりま

す。駐車場まで追いかけたこともあります。

そういう小さいことでも、やはりこのコンプ

ライアンスというのは法令遵守の立場であり

ますから、町民がどこかで見ているんですよ。

それを年１回で足りるということ自体おかし

いんじゃないかと。交通違反であろうとなん

であろうが法令を遵守することが役場職員の

務めでもあるんじゃないかなと思います。

あと伺いますが、最近ですが、私は役場の

パワハラについて耳にしました。その課全員

で１人の女性にパワハラをかけていると。こ

ういう情報があります。私の情報が間違いで

あればいいんですが、実際そういうことがあ

るかどうか、伺います。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時48分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時48分）

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

赤嶺議員のご質問にお答えいたします。こ

の問題に関してもある方から私の方に相談が

ありました。その時は名指しということがあ

りましたのでこの担当課長を呼んでそういう

問題があるんだが、どうなのかということで

担当課長を交えて意見交換をしたんですが、

それは担当課では絶対にないということの確

認をしておりますので、それはたぶん相談し

た方の勘違いなのか、周囲から見てパワハラ

されているという勘違いをしたのかだと思い

ますので、私の確認したところでは、これは

ないということを確認しております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

ないということですが、やっている人に聞

けばないと言いますよね。誰もそうです。や

っているかと言ったら、いややっていません

と否認します。ただ、やられている人から詳

しく聞いたのかどうか、そのへん伺います。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

この相談の方が匿名希望でありまして、誰

が手紙を送ったのか、そのへん分からなくて

本人には聞いておりません。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員
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本人には聞いていないということで、その

当事者から聞いてないと判断しております

が、やはりある程度は疑ってかかる必要もあ

るんじゃないかなというふうに思います。火

のないところに煙はないということわざもあ

ります。要するに、そういうことがあるから

相談に行くのであって、それがなければ相談

もしないでしょう。それが情報として外にも

出ないでしょう。出たということ自体、ある

と考えて調査すべきであって、それが当事者

から聞いて、ないということは、これは小学

生が聞いても分かりますよ。そういうことで

こういった問題、そしてセクハラの問題でも

女性の方は恥ずかしくて言えないはずです。

これを女性のカウンセラーとかおいて聞くこ

とによってそういったこともなくなるんじゃ

ないかなと思いますが、町長そのへんの見解

についてよろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの赤嶺議員の質問にお答えします

が、この件に関しては他の議員さんを通して

私も報告を受けました。しかしながら、私は

いつも庁議とかでも言っておりますが、そし

て新入職員の採用の時点でも言っています

が、何らかの問題とか、自分だけで悩むんじ

ゃなくして相談すべきのは他の職員、また上

司にも相談しなさいよということはいつも言

っております。それが非常勤職員の場合はそ

こまで言っておりませんが、そういう問題が

正職員なのか非常勤職員なのか分かりません

が、今後においては、そういう問題がある場

合は管理職を中心に課のミーティングをもう

少し密にさせて解消するように努力したいと

思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

そうですね、いま町長がおっしゃったよう

に課のミーティングを密にするということは

非常に大切かと思います。仕事だけではない

と思います。お酒を飲むこともいいことでし

ょう。課長は課の若い者の気持をくみ取って

あげる度量をもってほしいなというふうに思

うわけです。その上に立っている町長、副町

長も含めて、やはり久米島町に働いてよかっ

たと言われるような諸行政をやってほしい

と。そうすれば自ずと町民からも信頼される

し、今の状態では町民から信頼を得ていると

私は少しも思いません。聞こえてくるのは、

町に対する苦情ばかりです。そういうことで

ひとつ誰のために仕事をやっているのかとい

うことを肝に銘じて仕事をやってほしいなと

いうふうに思います。これでこの質問につい

ては終わります。

次に、６番目の小中学校のクーラー設置に

ついてとありますが、特に質問はありません

が、答弁の中で、不測の時間とあります。こ

れについて説明してもらえませんか。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいま赤嶺議員の質問にお答えします。

不測の時間とは、こちらで想定していなかっ

たことが発生して時間がかかったということ

です。具体的に申しますと、実施設計の発注

を４月にやるということで準備を進めていた

んですが、最後の内部での精査の中で県の設

計基準が変わっているのではないかというこ
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とが分かりまして、そこらへんを新たな基準

に組み直した結果、遅れたということです。

当初そこを予測できなかったということで不

測の時間を要したということで回答しており

ます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

理由は分かりました。あと１点だけ、今月

中に入札を行う予定ですとありますが、もう

今月中もあと10日、土曜日曜を除くとあと少

ししかありませんが大丈夫でしょうか。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいまの件についてお答えします。６月

５日に委託設計業務の入札案内をしまして、

今週の金曜日に入札を予定しています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

子どもたちは暑い思いをしないように早め

に入札を済ませて工事も完了できるように、

ひとつ教育委員会の方で頑張っていただけた

らなと思います。早めの工事発注、今年いっ

ぱいにできるように。来年からは本当にすが

すがしい気持で授業が受けられるように、ひ

とつよろしくお願いして私の質問といたしま

す。

（６番赤嶺秀德議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで６番赤嶺秀德議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午前11時55分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

先ほどの玉城議員の質問に対して、吉田政

也環境保全課長から答弁がありますのでよろ

しくお願いします。

○ 環境保全課長 吉田政也

先ほどの玉城議員の質問の中で、環境省に

おける野生鳥獣の捕獲、指定管理鳥獣捕獲等

事業にカラスは含まれているかという問いで

したが、調べましたら、そこの中にはカラス

は含まれておりません。ただ、第12次鳥獣保

護管理事業計画、これは沖縄県が制定したも

のの中にはカラスは入っておりますので、現

在、産業振興課が行っている事業とともに連

携しながら実施していきたいと思っていま

す。

○ 議長 幸地猛

それでは、午前に引き続き一般質問を行い

ます。

７番仲村昌慧議員の発言を許します。

（７番仲村昌慧議員登壇）

○ ７番 仲村昌慧議員

７番仲村昌慧です。通告書に従いまして３

点質問します。

町営住宅の使用料について。町営住宅の使

用料の滞納繰越が年々増加傾向にあります。

29年度決算で収入未済額が852万円となって

います。

①現時点で収入未済額と未納件数はいくら

であるか。10万円以上20万円未満の未納件数

は。そして、20万円以上100万円未満の未納

件数。それから100万円以上の未納件数につ

いて伺います。②町営住宅の使用料の平均料

金はいくらになっているか。③29年度決算で

収入未済額が852万円ありながら、滞納繰越

分の予算が30年度32万円、31年度55万円の予
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算計上となっていますが、その理由をお聞き

します。④滞納繰越をどのように行っている

か。⑤徴収率向上の対策についてお伺いしま

す。

次に、カンジンダム公園の開放について。

平成25年９月議会でカンジンダム公園の開放

についての質問に対して、「開放できる部分

については早めに開放する方向で調整する」

と答弁していますが、いまだに開放されてい

ません。解放できない理由は何か。いつ開放

するか伺いします。

次に、沖展の誘致について。平成16年に本

町で初めて沖展の選抜展が開催されたが、そ

の評価はどうだったか。３年後の合併20周年

の年内を目標に再度、沖展の選抜展を誘致す

ることができないか伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

７番仲村昌慧議員の質問にお答えします。

１点目の町営住宅の使用料について。質問

の①平成30年度末の収入未済額は753万円で、

未納件数は10万円以上20万未満は１件、20万

円以上100万円未満は６件、100万円以上は３

件となっております。②町営住宅の平均家賃

は２万１千円となっております。③予算計上

については、過去三カ年の収納実績で計上し

ております。④滞納整理については、滞納者

の呼び出しを行い、生活状況を確認し、分納

支払い等で滞納整理を行っております。⑤徴

収率向上については、滞納者への電話督促や

連帯保証人への支払い督促等を行い、徴収率

向上に努めております。

２つ目のカンジンダム公園の開放につい

て。カンジンダムへの立ち入り制限につきま

しては、ダム内に設置した安全対策のフェン

スの基礎部分が、波の浸食による傾きや、台

風による損壊等が発生しており、補修等の対

応を行ったのですが、その後も傾きの発生、

別区間においても危険個所が出現する状態に

あり、安全確保ができないことから開放に至

っておりません。今後の活用に向けては、去

る２月25日に南部農林土木事務所と安全確保

及び活用について、協議を行ったところでご

ざいます。引き続き、県及び関係団体と連携

し管理、活用方法について検討を図りたいと

存じます。

次は、教育長に答弁をお願いしたいと思い

ます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

仲村昌慧議員のご質問、沖展の誘致につい

てお答えいたします。前回の沖展久米島選抜

展は、かねてからの町民の要望に応える形で

平成16年４月に９日間の日程で開催しており

ます。期間中2,100名余りの観覧者があり、

好評のうちに終了しました。

合併20周年の催しについては費用対効果、

公益性、学習効果等の観点から沖展の誘致が

可能かどうか、他の展示会も含め検討したい

と思います。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

それでは町営住宅の使用料について、再質



- 88 -

問します。この質問を出したのは、31年度の

予算で852万円の収入未済額がありながら滞

納繰越分を55万円計上しています。これ３年

間の平均というこれまでの慣例でやっている

んですが、27年度に滞納、収入未済額が518

万円ありました。28年度に職員が徴収業務を

怠ったために、862万まで膨れあがりました。

862万、それで29年852万、ありながら滞納繰

越分わずか55万しか計上してない。これほん

とに徴収するという姿勢がぜんぜん伺えない

ですね。このような反省がまったくいかされ

ていない。私はこの収入未済額に対して少な

くとも20％は予算計上してほしいなと思って

おりますが、総務課長、いかがお考えでしょ

うか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの仲村議員の質問にお答えしま

す。予算については、過去３ヵ年間の収納実

績で予算計上はしています。予算計上はして

いるんですが、滞納の整理については、昨年

度は重点的に取り組んで収納実績として127

万円の収納実績をあげています。これについ

ても総務課としても町営住宅の家賃収納につ

いては、重点課題として、職員も専任できる

ような態勢をつくりながら取り組んでいると

ころであります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

滞納整理については、滞納者の呼び出しを

行い、生活状況を確認し、分割支払い等で滞

納整理を行っていると。そこまではやってい

るんですね、実はこの久米島町町営住宅家賃

滞納整理事務処理要綱というのがありまし

て、この要綱に則ってやれば、おそらく大幅

に滞納を改善することができると思います。

そこまでやってない、今までやってこなかっ

たのはどうしてなのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。

滞納者に関しては督促と催告というかたち

で滞納事務処理を定められています。督促に

ついては１月滞納したら電話で督促してま

す。催告については、事務処理要綱にあるよ

うに、３ヵ月10万円以上の滞納者、６ヵ月20

万以上の滞納者については催告を行うとなっ

ています。昨年度の催告の状況については、

10名の方に催告を行って、納付指導、連帯保

証人への履行協力を求めてます。法的措置に

ついては、私どもも行政書士等に相談して、

法的措置ができないのかどうかということ

で、相談して、法的措置をする前の前段とし

て、督促、催促はやる必要があるということ

の指導もあって、そこまではやっています。

この法的措置の候補者としては呼び出しに

応じない者、納付誓約書を提出しない者、納

付誓約書に従い、履行しないものについては、

法的措置をとりなさいということになっいる

んですが、呼び出しに応じない者はいません。

応じてもらって、納付誓約書を提出させて、

分納支払いで、現年度プラス滞納分いくらか、

生活できる範囲内で納めますよという誓約書

をもらって、それで回収に努めています。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員
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いまおっしゃったように納付誓約書、納付

誓約書を提出させてもらって、それでも応じ

ない場合、６ヵ月以上、呼び出しに応じない

者とか、誓約書提出しない者とか、誓約書に

従い履行しない者についての答弁がありまし

たが、呼び出しに応じてない者はいないない

と。この納付誓約書に従い、履行していない

者はいないか、その10名の中で、どうしてこ

のような100万以上とか、20万から100万円未

満とかの人数が９名もいるのか、そこのとこ

ろがちゃんと履行されていないのではないか

と思いますが、いかがでしょうか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。今、議員

がおっしゃったとおり、この滞納額について

は過去の分が非常に多くて、特に先ほど指摘

があったように平成27、8年頃の滞納が多い

のは事実です。これまで適切に対処してこな

かったのが原因ではあると思うんですが、去

年からはこういったことがないように、取り

組みを強化しているところ、この分納支払い

の誓約書、分納支払いによって、昨年度の４

名の方が過去の滞納分を整理できたというこ

ともありますので、それを引き続き取り組ん

で、滞納額の縮小に繋げていきたいと考えて

います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

いま総務課の方では、この６条の法的措置

対象候補者までは、そういった手続きはして

いるんですが、７条の方の法的措置対象者へ

の通知、それから提訴、その後、強制執行と

なるんですが、そのような手続きもしてやっ

ていく必要があるんではないか。というのは

早目に法的措置をとらなければ、入居者に対

しても多額の滞納を抱え込むことになるんで

すよ。以前にも28年ですか、不納欠損を87万

円にしました。そういうことにならないよう

に早目に対策をとる必要があると思います。

当然やるべきことをやるべきじゃないです

か。そこを今までやってこなかった。それは

一般の民間では、これは絶対許せないことで

すよ、これは行政責任があるんですよね。ほ

んとに未納なものを放置することは、まじめ

に納めている町民との間に著しく公平を欠く

ことであります。町営住宅の使用料を納めな

いことは決して許されるものではありません

よ。この収入未済額の完全解消をしていただ

きたい。このような要綱に則ってとやるなら

ば、おそらくこれ完全解消可能だと思ってお

ります。町長、どうですか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

はい、お答えします。公営住宅の滞納とい

うのは、他市町村でもあるということは聞い

ております。法的手段をとれば解消可能とは

思います。特に小さな我々の自治体みたいに、

一係がいて、特にその若い職員が担当に当た

った場合に、その対応が十分にできなかった

というのも我々内部として反省しておりま

す。それをどうにか、民間に委託してさせる

方法等も、他の市町村ではやっているようで

す。そういう方法の手段も検討しながら、な

かにはほんとに払わないで平気でいるような

人も見受けられます。そのへんももう少し、

いろんな角度から検討しながら、徴収方法に
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ついては内部で議論していきたいと思ってい

ます。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

今年の３月に報告書が出ました。久米島町

子ども調査報告書、３月に出ました。中学校

小学校の保護者を対象にしたアンケートの中

で、次のような意見要望が出ます。「子ども

が多く、現在住んでいる家が狭く引っ越しし

たいが経済的に厳しいのでできません。町営

住宅の申請もしたのですが空き待ちです。も

う少し、町営住宅を増やしてほしいです。」

もう一人も、「町営住宅を増やせないでしょ

うか」という質問もやっています。そして３

人目が、「住宅が少なすぎると思う。引っ越

ししたくても引っ越せない。」もう一人、「町

営住宅を希望しているが、なかなか入居でき

なくて困っています。」という意見が出てい

ます。そういった状況の中で、平成27年度久

米島町公共施設等総合管理計画報告書の中

で、町営住宅の課題について、「現在の人口

動向や民間アパートの空き状況等から町営住

宅の新規建設は難しい状況ですが、人口減少

に反して生活困窮者は増加傾向にあり、公営

住宅の整備は必要な状況です。教員住宅の活

用や民間賃貸住宅の買上げ等新築以外の住宅

供給方法も検討が必要です。」というふうに

して報告が出ました。しかし、29年の久米島

町の公共施設等総合管理計画の中では、民間

活用について、「慢性的な公営住宅の不足が

あるが、さらなる建築は厳しい状況である。

建築のための予算、公営住宅を増やせば民間

事業者を圧迫することとなる。公営住宅の民

間借り上げを行った場合、自前で建設するの

に比べ、用地の所得、建設費、維持管理費等

の抑制を図ることができるメリットがある

が、民間借り上げを行うための専門的な知識

もなく、少ない人員の中で、事務が繁雑にな

り、対応がおろそかになる恐れがある。」民

間へ委託できない事務があり、その対応は厳

しいと思われる。つまり新築もできない、民

間の借り上げももう厳しい、町営住宅はこれ

以上ふやせないということでしょうか、町の

方針を伺います。そして教員宿舎の活用につ

いてはどのようにお考えなのかお伺いしま

す。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。町としま

しても先ほど議員がおっしゃったとおり、町

営住宅の整備については、今のところ予定は

ないということで考えています。

教員住宅の活用については、現在、おそら

く教員住宅も空きがない状況ですので、そこ

らへんの町営住宅の活用というのは今のとこ

ろ厳しい状況であります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

今、子育てをしている若い世代の人たちが

非常に困っています。そういう中で町営住宅

に住んで家賃を滞納する、これは本当に許さ

れないことです。ぜひ、この完全解消を目指

してやっていただきたいと思います。

次に、カンジンダム公園の開放についてで

あります。まずカンジンダムが完成してから

もう何年なりましたか、それからお聞きしま

す。
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○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの仲村議員のご質問にお答えいた

します。カンジンダムの整備につきましては

沖縄県が平成５年度から実施しており、平成

17年度に完了しております。関連事業として

本町において地域用水環境整備事業による遊

歩道等、その他施設の整備として平成17年度

から取り組みまして、平成21年度に完了して

いるところでございます。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

私はカンジンダムが完成して、その公園が

すぐに町民に活用されるものと思っていまし

た。平成22年、今から９年前です。カンジン

ダムの開放を求めてきました。それでも開放

されていませんでしたので、平成25年の議会

で一般質問で、また同じような質問をしまし

た。その時の答弁が、こうなってますね、開

放しなかった一つの理由として、県で整備し

た管理道路の一部が決壊したことである。そ

れ以前に問題として開放に向けての取組みの

認識が薄かったというふうに反省していま

す。というような答弁していますね。いつか

ら開放しますかと聞いたら、開放できる部分

については早目に開放する方向で調整した

い。補修する部分については財政課に予算要

求しながら実現できるように進めたい。と答

弁しています。今日の答弁もまったくそれに

近いような答弁じゃないですか。どうですか。

いま何もしなかったいうことですか、検討も、

10年たちましたよ。本当にその認識が薄いで

すね、と言わざるを得ません。町長、これに

ついてどうお考えですか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。この場所については議員も

ご承知のとおり、大雨のたんびに、上流から

の水で堤体側が洗掘されたり、一次答弁でや

ったように箇所箇所が柵が倒れたりでありま

す。その他に棚田の事業とかいろいろやった

中で、いろんな考えは浮かんではきておった

んですが、なかなかそれが開放しきれなかっ

たというのが、現実であります。今後におい

てもそのダムについては、県の財産、そして

道路の整備については町がとか、いろいろ管

理者も違うケースもありますので、そのへん

の整合性も取りながら、この間、南部農林の

所長も見えておりましたが、今後においては

ちゃんとしたかたちで調整しましょうという

ことを言っておりますので、早目にその開放

できるようには努力していきたいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

十分、僕も承知しています。１回決壊した

のは補修しましたが、また決壊しました。し

かし、できる部分でいいんですよ、そこをは

ずせば、この北側の方、十分に活用できると

思いますよ。せっかく東屋もちゃんと整備し、

遊歩道も立派にできたんですが、それが活用

されてないために、草もボウボウし、田んぼ

もほとんど荒蕪地になっていて、その田んぼ

の活用についても、ホタルの会との協定書を

結んで、向こうが管理活用するということに

なっていたんですが、今は全くそこが活用さ
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れていない状況であります。その時の僕の質

問は管理についてを質問しましたが、管理に

ついては町あるいは土地改良の方でやる方向

で検討すると、６年前も検討すると言ってい

るんですよ、それが未だにまだ、どこが管理

するかも定まっていないんですね。いつも議

会で検討すると言って、それでそのままずっ

と、検討したものは何であったかというのを、

早目に僕は報告してくれといってもなかなか

改善されないです。そういったものはちゃん

としてほしいなと思います。この管理につい

ては、町がやるのか、土地改良がやるのか、

どこがやるのか、ちょっとお伺いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えいたします。こ

れまで開放に向けて取り組むという、答弁を

してきているわけですが、その後、そこの管

理について、いろいろと調整はしてきており

ます。現在、カンジンダムの管理をしていま

す。南部土地改良区はじめ、活用に向けた団

体といいますか、ホタルの会などといろいろ

調整しております。そこで埋まらない大きな

課題といいますか、がございまして、まず管

理の範囲をどこまでやるのか、管理方法につ

いて、どう取り扱うのか、それから安全管理

をどうとるのか、そこに関する費用をどう賄

うのか、等々、何とか調整してきております。

県にもその費用のうまく活用といいますか、

そういったことも、含めていろいろと相談を

しておりますが、まだ、そこの部分が明確に

なっていないということで、開放につなげる

には現状難しいということで、これまでの取

り組みでございます。ただ、県もダムの親水

としての取り扱い、町が進めております親水

公園としての連携ができないかということ

で、去る２月25日に南部農林土木と膝を交え

て話をしたところでございます。

ただ、そこの中でも同様に管理の明確な方

法が十分増やすことができなくて、継続して

調整していきましょうというふうになってお

りますので、今年度も引き続きその部分につ

いてはいろいろと意見を交換しながら、まず

は、先ほど町長のお話も答弁でもございまし

たが、危険箇所をこれまで補修してもまた別

の箇所が沈下するとか、破損するとか、そう

いう状況もございますので、その安全を十分

対策とれるような財政との調整も必要でござ

いますので、管理の方法、それから費用の確

保含めて、同時並行で取り組んでいきたいと

いうふうに考えてございます。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

公園は何のために造ったんですか、町民に

つかわせるために造ったんですよね、もう10

年も経っていますよね、それで安全管理問題、

そういった問題をすべて完了して引き渡しし

てすぐつかわせるようになるんじゃないです

か、それが今までちゃんとされていない。こ

れ早目にやってくださいね、また、９月議会

に聞きます。聞かないと検討だけで終わりま

すから。

次に、沖展についてであります。平成16年

に沖展が初めて久米島で開催されました。平

成９年頃、私は大岳小学校のＰＴＡ役員して

おりましたので、先生方とよく話す機会があ

りまして、ある先生が仲里の若い青年たちが

夢のような話をしている、それはどういうこ



- 93 -

とですかと聞きましたら、沖展を久米島に誘

致できないかという話をしています。夢を実

現させましょうということで、私は平成10年

に沖展の誘致について一般質問に取り上げま

した。その時に、今は博物館ですが、平成12

年６月の文化センターの落成の一括として、

この沖展を誘致できないかという質問をしま

してそれで進めておりましたが、なかなかで

きませんでした。

平成14年に、久米島町が合併しまして、14

年にまた同じような質問をしましたら、その

できなかった理由は、当時、文化センターの

職員態勢が不十分であったこと。そして両村

の連携不足や財政面のことがあり、実施でき

ない状態が起こってましたという答弁であり

ました。それで平成14年４月１日に両村合併

し、文化センターの職員態勢も整備されたの

で、沖展誘致に向けて取組を強化していきま

すと。14年に取組みを強化した結果、16年の

６月にこれが開催できました。この当時の開

催について、どのくらいの費用がかかったの

か、そして作品が何点展示されたのか、お伺

いします。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館館長。

○ 博物館館長 山城勇人

ただいまのご質問にお答えします。議員が

おっしゃられたように当時は合併する以前か

ら両村の議会でも取り上げられたこともあり

まして、幾度となく検討がなされて結果的に

は平成16年の４月17日から25日までの間、選

抜移動展というふうなかたちで沖展がはじめ

て海を渡って来たということで大変注目され

ておりました。その開催までにはいろんな調

整や難題もありましたが、結果的に171点の

作品を久米島に持ってきて、博物館の常設展

示室までつかって展示をしております。その

経費は当初の予算ベースの資料しかないんで

すが、560万という予算を計上して実施され

ております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

私もね、その時の沖縄タイムスの社長のあ

いさつの中で、50年余りの沖展の歴史の中で

沖展が初めて海を渡りました。それが石垣で

もなく、宮古でもなく久米島でした。という

ことで、ほんとに胸にじーんとするものがあ

りました。しかし、今、経費として560万ぐ

らいの経費がかかった。やっぱし海を渡るこ

とは大変なことだなと。この貴重な作品の運

搬賃が非常に高くつく、保険も加入しないと

いかない。いろいろな面が離島は大変だなと

おもいました。平成13年に沖縄市の方で選抜

展が開催されましたが、その沖縄市では、20

9点の作品が出品されて、171万の予算で向こ

うはできているという資料をいただきまし

た。しかし、560万、今回はまたどのくらい

かかるか、調査して見て、費用対効果とか、

そういったのがあれば、ぜひ、やっていただ

きたいなと。当時は文化センターというのも

ありませんでしたので、本物の作品に触れあ

う機会が少ない人たちのために沖展誘致した

いということで僕が提案したんですが、今は

いろんな特別展とかいろんなものが展示され

ていますので、本物の作品に触れる機会もあ

りますので、あまり無理はさせませんので、

できたら沖展を誘致できたらいいなと願って

います。提案としては合併20周年の年内に、

３年あります。いま取り組めばすぐできます。
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あの時は平成10年に取り組んで２ヵ年ででき

ましたので、早目に検討してみて、早い段階

から取り組んでいただきたいとお願いして、

私の一般質問を終わります。ありがとうござ

いました。

（７番仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで７番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

次に、８番喜久里猛議員の発言を許します。

（８番喜久里猛議員登壇）

○ ８番 喜久里猛議員

８番喜久里です。通告書に従い一般質問を

行いたいと思います。

ます、将来の久米島についてお伺いしたい

と思います。

１、子供達に島への郷土愛を育くむ為に、

久米島ギネスの設立はどうかという問いでご

ざいます。それから２番目は、県外からの留

学生用じんぶん館が空いていないようだが、

増設が必要ではないかということでございま

す。３番目、深層水取水施設の増設は、実施

団体を国営に出来ないかという３点でござい

ます。

それから大きい２番目、交通安全協会の建

物について。安全協会の建物は、築40年を過

ぎております。剥離が目立ちます。何らかの

方法はとれないかということの質問でござい

ます。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

８番喜久里猛議員のご質問１、子どもた

ちに島への郷土愛を育むために「久米島ギネ

ス」の設立はどうかについてお答えいたしま

す。

本町の小中学校では、どの学校においても

総合学習の時間で、自分たちが住んでいる久

米島について調べる学習を実施しており、ま

た地域の人材や資源を活用した授業を行うな

ど、様々な教育活動を通して、子どもたちに

地域の良さを理解させ、郷土愛を育んでおり

ます。特に総合学習では、いくつかの学校で

「久米島自慢をしよう」「久米島博士になろ

う」などのテーマで調べ学習を実施している

のですが、学習が終了した後、次の発展学習

には続かないことが課題だと考えます。その

課題を解決する方法としても、議員がご提案

された、「久米島ギネス」を手立てとして効

果的な活動ができないか、前向きに検討を進

めてまいります。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

８番喜久里猛議員の質問の将来の久米島に

ついて、２番、３番を答弁したいと思います。

まず２番目、久米島高校への留学希望者が増

える傾向にあることから寮の増設は必要だと

考えております。町の年間出生数、生徒数の

推移から今後においても定員割れによる久米

島高校の存続問題は続きますので高校魅力化

を一層、促進するとともに島内中学生の久米

島高校への進学率向上や寮の増設及び里親制

度、親子移住の推進などにより生徒定員確保

に努めてまいります。３つ目の海洋深層水関

係、海洋深層水取水設備の増設については先

月、沖縄県知事へ支援要請直後であることか
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ら、国直轄による増設については、沖縄県の

関係部局の対応を見極めた上で、その可能性

も含めて、打診、要請の判断を行ってまいり

ます。

続きまして、交通安全協会の建物について

の質問でありますが、交通安全協会の建物に

ついては、老朽化が著しく補修が厳しい状況

であります。今後については那覇地区交通安

全協会と調整を図りながら、代替施設につい

て検討してまいります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私は一般質問をするたんび実は思うのがあ

るんですが、１回くらいは再質問のない回答

を得たいなと思っています。実は、今日のこ

の質問、それに近いんですよね、私、非常に

感心しているんですよ、本当は。せっかく30

分も時間いただいているから、再質問させて

くださいということなんですが、まず、久米

島ギネス、なぜこれが必要かと、それが大元

の題として将来の久米島について、私、非常

に危機感を持ってしまったんですよ。３月の

中学校の卒業式です。今までは100人前後の

卒業生がいた時点で20人から25人は島外に出

ていました。ところが今回は少ない人数であ

ったんだが、島外に出るのが半数を越えてし

まった。希望ですよ希望の時ね、入学試験で

はなくて希望のとき、びっくりしました本当

にショックでした、大ショック、これは将来

なくなるぞと思いました。おまけに少子化傾

向ですね、どんどん人口は減っていく、一体

久米島はどうなるんだろうと。ほんとに危機

感を持ちましての質問になっております。例

えばいま、子どもたちが回答にあるように、

いろいろな学習に取り組んでいます。ただ、

これはあくまでも学習です。机上です。私が

言いたいのは、皆さんにお願いしたいのは、

子どもたちは自然に生かしてください、自然

に遊ばしてくださいと。山行って、ハブを見

てこいと、これまではいかないけど、そこに

は何かがあるはずだから、これ見て来いと。

海行って貝殻探してこいと。今の親たちは世

界全体がそうなんですが、海に行くなよ、山

に行くなよですよね。そうじゃないんですよ、

山に行って気を付けろよなんですよ、海に行

って気を付けろよ、遊べよなんですよ。この

へんを私は勘違いしていると思う。そうする

ことによって子どもたちが、この久米島とい

うものを知る、知ることによって当然郷土愛

が生まれます。郷土愛が生まれることは久米

島のために何かやりたいというのが人間の摂

理ですよ。成長することによって人間はそう

いうふうに変わってきます。

ところがいま、さっきも言ったように、高

校から島外に行ってしまった帰ってきたのは

何人いますか、把握しているかな実際。私は

把握されてないと思う。この人たちが帰りた

いんだが仕事持って、家庭持ってしまって帰

れませんよと。じゃあ、将来帰ってきますか

というと、これも実は疑問符がつくんですね。

久米島から出ていって小なり大なり、沖縄本

島、内地で成功しました。久米島は教員が多

いです。警察が多いです。彼らは大体、定年

したら帰ってくると言うんですよ、帰ってき

ていますかね、同僚議員で向こうに一人いま

すけどね。もういい加減なこと言っていいな

と。ほんとに帰ってくるんだったら、屋敷全

部売って、那覇の、本島の、帰ってこいと言
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いたいんですよ。そうじゃないとこの久米島

の発展はありません。将来もないんです。

この質問の中の要約しますと、例えば子ど

もたちが、その場所に行く、で発見する。こ

れをギネス設立のギネス委員会があれば、に

持っていって、おじいさんこれ発見したよと。

これ登録してください。登録した暁には、も

ちろん審査しますね、当然、皆さんが誰かが、

確かにこれは久米島一ですねとなった場合に

はトロフィーをあげて名前を残す。すごいん

じゃないですか、子どもたちにとっては。大

きな発見ですよ、大きな記念になるんです。

ということでの実はお願いなんですよ｡回答

が非常にいい回答なんですね、前向きに検討

進めてまいりますと。ただの検討じゃないで

すね前向きなんですよ。前向きということは

ほぼできたということなんですよ、役場は。

それはそうです当然、それだけの責任をもっ

て回答するわけですから、私、ぜひ、期待し

ています。

皆さんはもう大人ですので、大人目線で、

例を言いますね、ちょっと時間くださいね。

大原に、クメクレナイ推定200年の知ってい

ますか、知っている人いると思います。素晴

らしいです。推定ですから、当然これを登録

するには、それなりの樹齢を判定せんといか

ん。白瀬川河口のホタル展望台あれは軽く50

ｍ行きます。マツの地表に出ている根っ子が

あるんですよ、実は。あれはおそらく私はこ

れを計った人はいないんじゃない、私１人だ

と思っています。あれは30ｍあるんです。根

っ子が30ｍですよ地上に出ているんですよ。

枯れないんですよ、すごいじゃないですか。

そういうのを私じゃなくて子どもたちが発見

して計っていって、僕はいいなと思って。儀

間の西上原、沈砂池のそこに大きい松があり

ますね、１本松、幹があれは４ｍ10㎝ありま

す。加えてクワデーサーは、兼城のクワデー

サーは４ｍ20㎝あります。フクギなんていう

のはね、真謝行ったら大きいのがたくさんあ

ると思ったんですよ、中まで入って調べては

いないんですが、道から通って中に入って見

たときにおいて、ん？と思った。真謝のフク

ギの集落が大きいのがないなと思ってやって

いたら、逆に西銘にあったんですね。西銘の

仲村さんのお宅、あれ多分拝所だと思います。

２ｍあるんです。フクギが、びっくりしまし

たよ。あれは神木だと思います。お酒をつい

でおいてそこにおいてありますから、こうい

うものを子どもたちが探してあるいて、また

遊びながら、山学校、海学校しながら探して

歩いて登録するということはね、これは私、

必ず教材に結びつくと思う。教材ができるこ

とによって、だんだん成長してきます。そし

たらそれがひいては、久米島高校、その時分

は町長が目指す進学校ナンバーワンになって

いる可能性十分あるんですよ。で久米島高校

に無条件で受験するんですよ。そういうのに

つながるのではないかと期待しての質問で

す。

どなたかの質問に68校の内19位とありまし

たね、進学率が、すごいじゃないですか。こ

れは皆さんが努力した結果、留学生を受け入

れた結果、19位です。最初の多分ランク付け

はしてないんじゃないかなと、留学を受け入

れる前の進学率、あったら教えてください。

多分ないでしょう、まあまあ、いいです。は

い。19位は僕はすごいと思いますよ、これ。

絶対なかったはずなんですよ。留学生受け入

れる前は。ということは、ぜひ、この久米島
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ギネスは設立していただいて、子どもたちに

夢を与える、名を残す、こういう施策をして

ほしいなということでありますので、よろし

くお願いしたいと思います。

それに加えて、関連しまして、久米島の将

来ということでの関連ですが、神奈川県庁行

きです。これは平塚市長行きですね、平塚は

神奈川らしいですね、これ中を見ますと、こ

ういうふうに意見を書くところがあります。

県政にあなたの声をということになっていま

す。長いですので読みませんが。こういうふ

うに、こんな大きな神奈川県、大きな市がや

っているんですよ。

我が町は合併前に仲村議員の提案で目安

箱、ご意見箱つくりましたね、具志川庁舎に

あったんですよ、ところが合併後、私これ確

認したけどないですね、ここにもないですよ。

こんだけ大きな行政、県庁でもやっているわ

けだから、これぜひやりましょうよ、これは

我々の仕事ですね、子どもたちの仕事じゃな

くて、これはひいては子どもたちが意見を書

いて送るということなんです。これは実は、

私の友人が平塚の病院に行ったときに病院に

あったと言うんですよ、県庁にじゃなくて、

市にじゃなくて。いわゆる人の集まるところ

にこれを置いておく、そしたら持っていって

やる。私がこれを皆さんに提示する、なぜか

というと、もう一つの理由があります。久米

島町民の１人が私用で内地に行って、たまた

まこれを見つけて持ってくるということなん

ですよ、それだけ久米島のことを思っている

ということなんですよ。これ皆さんわかって

ほしい。普通、持ってきませんよ、久米島に

興味なければ。彼にほんとにありがとうと言

いましたよ。これ役場行って見せますと、と

いうことがありましたので、これ事務局に置

いて置きますので、もし参考にすれば見てく

ださい。ということであります。

ギネスの、これ演説みたいになっちゃった

が、再度、教育委員会と私の考えが一致して

いるか、聞きたい。ギネスは実現に向けてギ

ネスの設立はやりますよね。それだけ回答も

らえれば、この質問は十分だと思います。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。議員のおっしゃる子ど

もたちに自然の中でいろんな体験を積みなが

ら久米島の良さを発見してほしいと、そうい

ったことが、そういう活動を通して、子ども

たちが島のことを知り、郷土愛を身に付けて

いくのではないかというような、多分、お話

だと思うですけど、その思いというのは私も

同感です。私たちが子どもの頃はもちろん学

校から帰れば自分たちで山に行ったり海に行

ったり、そういうふうな自然の中で遊ぶとい

うのが普通でしたが、今はそういうようなこ

とはなかなか少なくなってきました。また、

あの時には、学習でそういったことをやると

いうことはまったくなくて、ほんとに自分た

ちがやりたいから、そういう自然体験をして

いたというふうに思っています。久米島ギネ

スというのは、そういうような活動の中で発

見することを通して、自分だけが何か知って

いるというようなものであれば、そういった

ものに久米島ギネスということで認定すると

いうようなことだと思うんですが、それがど

ういった活動であればできるのかというよう

なことは、教育委員会の中で、検討はしたん

ですが、考えの一つとしては博物館が夏休み
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に子どもたちの夏休みの間の自由研究、自由

研究の作品を展示する機会があります。自由

研究の内容はいろいろなんですが、その中で

そういった、今いったような自分で調べてき

て、そういった研究のものを見て、それを何

名かで審査をして、これはギネスに当たるも

のかどうかとか、いうようなものに限って、

それはギネス賞というようなかたちでやって

もいいのかなというような検討はしています

が、それがどういうかたちでできるのかとい

うことをこれから検討していく予定でありま

す。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

教育長の前向きな姿勢、ほんとにありがと

うこざいます。私は大人目線で、こういう例

としてあげたんですが、子どもたちにすれば、

例えば、山行ってクワガタとってみた、これ

大きいな、これなんですね子どもたちにとっ

ては、私は大人だから、ああいうフクギとか、

松とか見たんですが、そういうのが絶対出て

くるはずですので。ぜひ、進めてください。

ということで、次の質問に移ります。

寮の問題がありますね、これも高校に影響

してきますね。今回の一般質問は実は前から

みていたら非常に学校関係が多いですよね、

そんだけ皆さんは心配しているわけですよ。

切羽詰まった問題であるし、急を要する問題

だと思います。この寮につきましてなんです

が、今年、30人ほどの問い合わせがあったん

だが、受入態勢ができてなくて10人しかでき

なかったと。これを聞いたときにああと思い

ましたね。ショックでしたよ。何とかせーよ、

自分の家に泊めろよと言いたい。現に里親引

き受けてくれた人もいますよね、具志川の人

が引き受けましたよね。３、４人いるはずな

んですよ。皆さんに私は言いたい、今、久米

島はそういう時期ですよと。島の子どもたち

が久米島高校に入学してほしいのはやまやま

なんだが、それがすぐできるできないの問題

になってくるんで、これがすぐにはできませ

んから、当然、子どもたちの意識もあります

ので、ただ、それを繋ぐためにもどうしても、

寮は必要だと思っています。

先ほどのどなたかの質問の中でもいい回答

は、積極的な回答は出ていますので、町長、

あれですかね、この寮についてそんなに難し

いのかなと思う。例えば、アパート１つあり

ます。15部屋、20部屋、これを丸々町が借り

受けてこれを寮にすると、こういう方法もあ

るんじゃないですか、金はかかりますよ、金

はかかるんだが、いま、こういう時期にきて

いる。わけだから、県は動いてくれないわけ

だから、県立はあいかわらず、そのままして

おいたら当然廃校に結びつくんです。

この間、５月の十何日に玉城知事が見えま

したね、それにつかえる内容言いましたね、

なんで42年、48年もなっているような教員住

宅をいまさら改装するんだと、なんで壊して

新築しないんだと言いました。玉城知事は終

わってから私、ちょっとだけ呼ばれました。

実は違うんだよって、決して久米島高校の先

行きが見えないからやっているんじゃなく

て、あれは耐震構造をしなさいという国の指

示に基づいて、継続事業だからやっているん

だよと、じゃあ高校残すんですねって、はい

とは言わなかった。でも表情を見て、知事は

これやる気だなと、久米島高校について真剣

に考えてくれるんだなと確信しましたので、
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もう深々と頭下げましたよ、絶対残してくだ

さいと。彼は最近は、伊江島も同じですと、

自分の出身地、伊江島のお母さんは那覇に出

ていきますよという回答がありましたので、

ああわかってくれているなと、ありますので、

そのへんのところは、ぜひ、油断しないで、

県にも絶えず目を配りながら意見を言いなが

ら、寮はぜひ私はつくってほしい。今の留学

生を受け入れるだけの寮を確保しないことに

はほんと潰れるんですよ、久米島は。そのへ

んどうですか、寮というんだったら、町長か

な。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

この寮の件に関しては、内部の方でもいろ

いろと調整させております。去った、４月の

入学においてはいまおっしゃったように30名

ほどの希望者がおったということがあります

ので、今後においては、その地域おこし協力

隊を活用してやっておりますので、そのへん

のどう民間のアパートを借りてさせるんだっ

たら、それなりの人数も必要になってきます。

総合的な判断をしながら、私の思いとしては、

今の寮の傍に隣接して増設した方が一番いい

かなと思うんですが、そのへんまたいろんな

事業メニューとのかかわりがありますので内

部で検討しながら早い時期に判断したいと思

います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

金もかかることであるが、仮に今年の暮れ

あたりからまた30人きたらどうするかという

話になるんで、これ早急に、大特急やりまし

ょうや。定員割れしない間は何人でも受け入

れられるんでしょ。高校、定員満る間は。そ

うですよね。そしたら30人、40人受け入れら

れるでしょう、これ十分。それでやってもら

って、さらに、実はもう一つあるんです。

寮も必要なんですが、親子で来てほしいな

ということがありますね、どなたかの質問も

ありましたね、実は、たまたまなんですけど、

私が食事したらそばに座った方が留学生の母

親で、ええって、子どもさんはと言ったら、

里親ですと、あなたなんでそこにいるんです

かと話になって、実は心配で、子どもを追っ

てきたというんです。また、帰るんですか、

いいえ、帰りません。アパート借りて親子で

ここに生活、仕事も久米島でします。という

ことは１人増えたわけですよね、人口が、素

晴らしいことですよ。そういうこともありま

すので、この留学生受け入れと合わせて寮も

増設しながら、成績が入学できるぐらいの成

績であれば全部受けましょうよ。これは久米

島の発展に結びつくんじゃないですかね、と

ういうことでありますので、そのへんよろし

くお願いしたいと思います。

次、海洋深層水なんですけど、これは言っ

ても言っても言い足らないぐらい早く早くと

いうことなんですが、私はそろそろ見切り付

けて国営に持っていけと言いたいんですが、

それはもちろん、国営が、はい、国がやりま

すと簡単に言うとは思いませんよ。ただ、10

0億近い額ですから、国もそうそう渋るなと

思います。

多良間でしたか、国営やっていますよね、

あんな小さな島で、農業施設だと思う。額が

大きければ国も乗ってきますので、県もある

程度煮詰めて、申し訳ないんですけど、我々
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も久米島の将来がかかっていますから、国営

でいきましょうねと相談してくださいという

ことなんですが、どうなんでしょうか。

実はこれ當間県議が質問しているんだよ

ね、県議会でね、彼も取り上げてくれていま

ので、そのへんを含めてどうでしょう。海洋

深層水については、回答は。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

ただいまの海洋深層水の取水設備の国直轄

でできないかということですが、その可能性

については、町長が答弁したとおり、県知事

に要請直後で県から関係部局横断の対応、窓

口を決めるということの回答を待っていると

ころです。合わせて、喜久里議員からご提案

のあった国直轄の可能性については、非公式

ではあるんですが、国の出先機関、総合事務

局の幹部の皆さんへ、そういった可能性が少

しでもないのかというのも意見交換の中で伝

えてます。ただ、明確な回答はありません。

向こうも慎重です。町としてはそういった要

望もあるというようなことは伝えておりま

す。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

先ほどの回答をもらうの忘れた。この件に

関してなんだが、ご意見箱、総務課長、町の

庁舎のご意見箱、どこにあるかな。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。現在、意見

箱については設置しておりません。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

村時代はあって、合併しました。合併した

後に誰の質問で回答は置く場所が、設置する

場所が見当たらない、まだできてませんとい

う回答、これ４、５年前の話ですよ。これ未

だにないということは、ショックなんだけど、

いずれにしても見ましたよ、表玄関。多分な

いと思います。表から見てないから。今後ど

うしますか。これまわしてこういうふうに、

病院にでも、公の、人が集まるところにおい

て、意見を頂戴する、この２つ回答してくだ

さい。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

すみません。意見箱については、ちょっと

確認してみたいと思います。

この封筒ですか、ご意見の聴取方法とかに

ついても、今後、この封筒を参考にしながら

検討していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今日の質問は大体終わったわけです。今日

はいい回答をもらったんじゃないかと喜んで

います。特に久米島ギネス、子どもたちの郷

土愛を育むための教育はぜひ必要ですので、

それによって久米島が発展するかがかかって

きますので、実現してください。ということ

で私の質問を終わります。

○ 議長 幸地猛
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これで８番喜久里猛議員一般質問を終わり

ます。

休憩します｡（午後２時35分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時35分）

途中で引っ込んだんですけど、質問あるそ

うですので、許します。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

交通安全協会の建物なんですが、いま免許

の講習、あちこち行っているんですよね、空

いているところ探して、改善センターの２階

だったり、また、下のホールだったり、情報

プラザ、んんと思って、なんでかなと思って

いたらやはりそうなんですよ、天井、剥って

るんです。使えないないです。その歴史を言

いますと、実は具志川村時代に４Ｈクラブサ

トイモを生産するということで、村に掛け合

ってすぐつくってもらった、ほんの１ヵ月も

かからなかったんですよ。それが経済センタ

ーができまして、農協の、そこで新しい大き

な機械ができたので、じゃあ安全協会に貸し

ましょうということなんですが、基本的には

聞いてみれば、この建物、安全協会の建物、

安全協会がつくるということになっている。

町がするものじゃないのかな。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

安全協会の建物については、私の認識とし

ては交通安全協会が設置するものと認識して

おります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

ということの認識なんですが、久米島の安

全協会は組織が小さいので運転免許保有も少

ないので、町の建物があったから貸したとい

うことになっているんですが、貸した以上は

ある程度責任をとりましょうということで

す。情報プラザ空いてますよね、空いてませ

んか。警察に聞けばちょっと不便だと思うが。

情報プラザの係は誰ですか。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。情

報プラザの方は、今、観光協会さんに指定管

理していますが、施設の方は交流拠点である

とか、または案内所という目的で現在使用し

ていますので、今の安全協会の機能移転とい

うところでは情報プラザを所管、活用してい

る課としては、厳しいかというふうに思いま

す。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

関連して答弁したいと思います。関連して

答弁したいと思います。安全協会の職員と意

見交換をした中で、我々も場所がないかどう

かということで儀間の登記所跡はどうかとい

う話をしたんですが、向こうとしては、久米

島交番との連携があるので久米島交番の近く

がいいという意見もあったので、そこらへん

も踏まえて、那覇地区の交通安全協会と協議

をしながら設置について検討していきたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員
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やはりきついのかな、今の交番から離れる

のは。そうなるとそこに新しくつくるしかな

いよね。これは県の安全協会あたりがやって

くれたら一番いいんだが、もしもどうしても

いうのであれば、町もある程度考えていただ

いて、とりあえずそこで講習受けられるよう

な状態にしてほしいなという希望です。とい

うことで終わります。ありがとうございまし

た。

（８番喜久里猛議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで８番喜久里猛議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します｡（午後２時37分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時46分）

休憩前に引き続き一般質問を行います。

９番棚原哲也議員。

（９番棚原哲也議員登壇）

○ ９番 棚原哲也議員

通告に従いまして、２点、質問いたします。

まず第１点目、泊フィッシャリーナの整備に

ついてでございます。泊フィッシャリーナの

現状は係船用浮き桟橋（ポンツーン）及び陸

上の船置き場（ヤード）が非常に手狭になっ

ている。増設の必要があると思うが町当局の

考えを伺う。

２点目、県道の整備について、①県道イー

フ線の完了予定については、平成31年度あっ

たと思うが現行の施行状況で当初計画での完

了ができるのか伺う。また、町内での電線の

地中化についての実現の可能性について伺い

たい。②県道謝名堂、泊地区の整備について

も早期の整備の必要があるが、採択に向けて

町としての取り組み及びその進捗状況は。以

上２点、よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

９番棚原哲也議員の質問にお答えします。

まず、１点目の泊フィッシャリーナの整備に

ついて、泊フィッシャリーナについては、利

用者の増加等から施設スペースの狭隘化が見

られます。県所有施設も含まれており、また、

管理運営面でも課題がありますので、管理運

営課題の改善を図りながら増設について県へ

相談・要望を行い、取り組んでまいります。

２点目の県道の整備について、①久米島一

周線（イーフ地区）の完了予定について沖縄

県に確認したところ、令和２年度に完了を予

定しているとの回答がありました。電線の地

中化につきましては、無電柱化路線に指定さ

れるよう沖縄ブロック無電柱化推進協議に要

望しているところでございます。

② 当該区間の整備につきましては、要望

を継続して行っているところでございます。

今年度においても、去る５月29日、沖縄県土

木建築部との懇談会、５月31日、国土交通行

政に関する懇談会において要望しておりま

す。沖縄県も同区間の状態を把握しており、

現在、久米島町内において実施する事業の進

捗状況を見ながら、今後の事業化に向けて取

り組みたいと回答がありましたので、引き続

き、早期整備を求めてまいります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいまの答弁につきまして再質問を行い
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ます。この１点目、泊フッシャリーナの整備

についてでございますが、この案件は平成27

年度９月定例会にも、ほぼ同じような内容で

質問いたしております。27年度の執行部の答

弁なんですが、この中でも担当課長の答弁な

んですが「いかんせん、まだ隻数に対して駐

艇場が少ないという状況にあります。こちら

の方につきましては、質問にあった東側の方

に町有地の残地がございます。町有地の面積

については、およそ1600㎡ほど残っておりま

す。そこで商工観光課の中で整備メニューが

ございませんので関連する課の中で、その駐

艇場を整備するメニューがないか、どうかも

含めて、連携しながら確認を取りながら整備

の方については検討を進めていきたいと考え

ています」と、課長答弁がありましたが、そ

れから４年、やがて４年経過しますが、ぜん

ぜん駐艇場、駐車場の拡幅ができてないと。

近年はハテノ浜へのツアーとか、それからダ

イビングの拠点として、ほとんど泊まりフッ

シャリーナを活用してまして、以前は、各業

者がバスを持ってお客さんの送迎もやってい

たんですが、近年、レンタカー活用してフッ

シャリーナの駐車場に乗り込むと、帰りはま

た自分のレンタカーで帰るというお客さんが

非常に増えて、駐車場も今の倍以上の規模に

しないと、到底これから夏は対応できないと

いう状況にあります。ポンツーンについても、

現状、船がどんどん大型化して、浮き桟橋の

容積も足りてないと。これは早目に改善して

ほしいという、利用している業者の皆さんか

らの要望もありまして、27年以降、今回もま

た質問した次第ではあります。担当課長にお

伺いしますけど、泊フッシャリーナの県所有

用地、それからポンツーンの施設、それと町

の施設の広域的な町有県有の説明が、どの部

分は県有地、どの部分は町の施設と、この説

明ができればお願いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。フ

ッシャリーナの施設の所有についてですが、

浮き桟橋が３つございます。その内、一つが

ビジターバースということで、こちらが県の

所有になりますが、それ以外の２つ、オーナ

ーバースは町の所有になっています。それ以

外に、いま申し上げたオーナーバース、ある

いはビジターバースが接岸しているこの接岸

場所、そこについては概ね県の所有管理とい

うところがあります。残り陸側の管理棟です

とか、駐艇場、駐車場は町の所有ということ

になっています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、管理運営面でも問題がありますと、

管理運営課題の改善を図りながら、増設につ

いて、県へ相談要望を行い、取り組んでまい

りますと、この管理運営面での課題ですね、

これについての説明をお願いいたします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。フ

ッシャリーナにつきましては、町の条例に基

づいて利用料金等も設定されておりますが、

こちら平成15年に整備されているかと思いま

すが、その以降、供用開始するにあたって、

その当時から遊漁船、ハテノ浜への渡船をさ
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れていた業者さんとのいろいろ意見の交換等

の中で条例の利用料金では事業者の方の負担

が、かなり大きいというところで、当初は特

例というかたちで料金を設定して利用料をお

支払いいただいている状況にございます。そ

の運用が引き続き行われていまして、その中

で条例の料金に基づいて使用料を算出する

と、現在使用いただいている料金の５倍ほど

に利用日数、あるいは回数が多い方について

はなる見通しです。そういったところも含め

て、昨年度、そういった事業者の方々とも意

見交換をして、こういったお話も差しあげま

したが、話として、最終的に同意いただけて

ないという部分がございます。

もう一つ、駐艇場なんですけども、そちら

についても、現在、町の方でもフッシャリー

ナの管理委託、個人の方に委託しているんで

すが、業務の中で、駐艇している状況も日々

チェックしていただいてます。その中で長期

間の駐艇、艇泊、要するに海の方に出られて

いないという状況のものですとか、あるいは

船検切れということで、実際利用している方

の利用に影響が出ている案件もあって、そち

らも所有者の方に使われないのであればと

か、船検切れ、廃船にするのであればという

話もしていますが、所有者の方としても、そ

れの移動場所ですとか、処理の費用とかとい

うところで、なかなかそういったところにも、

まだ、課題がございまして、管理運営、課題

というのはそういったところが大きなものと

してあがっています。

担当課としても引き続きというか、所有者

の方に、あるいはいま利用されている漁船の

皆様に、組合といったそういった組織化され

てないものですから、どうしても業者の方々

とも個別に、全体での説明会もするんですが、

なかなか全体としての総意という取り方の手

法もなくて、どうしても利用されている方、

個別にいろいろお話しながらということで、

時間もかかっておりますが、いま直面してい

る課題というのは、そういったものがござい

ます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

管理運営面の課題、説明していただきまし

たが、その中で前回27年に私質問したときに

は、利用者同士がいがみあって、喧嘩状態に

なっていると、それは駐艇場の場所の取り合

いとか、そういうことがあって、泊フッシャ

リーナについては、当初、県が整備設置して、

町が管理委託を受けて、町はまた民間に再委

託というかたちで運営がされてきていると思

います。そういう使用者間のトラブルがある

場合には、お互い同士でなかなか収拾つけき

れない、そういうことで町が中に入ってそう

いう説明とか、ちゃんとやらないとなかなか

収まらないじゅゃないかという、質問もいた

しましたけども、それはまだ現状続いている

ような、状況ですので、施設の管理、駐艇料

とか、そういう料金については、全体集めて

調整できると思うんですが、陸上の駐艇出し

とか、そこらへんについては、何年に１回交

替させるとか、くじ引きで決めるとか、そう

いうのを町が中に入ってやらないと、委託を

受けている民間の方がはなかなかできないと

思いますけど、そこらへんの調整ができるか

どうか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。
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○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えします。今、ご

質問があった事案というのは利用の中でも当

然見えられていて、委託の方から、うちの課

の方の担当に連絡きまして、対応させていた

だいているところです。説明させていただい

ているかたちで、バースについても実際利用、

申請があった場合でも利用できるかというの

をしっかり委託している方と確認した上で許

可は出しています。駐艇場については、実際、

長期艇泊とかもありまして、非常に苦慮はし

ているんですが、今後、利用、スペースに対

して、希望される方の申し込みの数がオーバ

ーしてしまう場合とかは、いまおっしゃって

いただいた抽選であるとか、ルールですとか、

そういったものもできないかという話は日頃

からしています。町としましても適正な管理

に努めて利用される方の安全面もしっかり確

保しながら引き続き取り組んでいきたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

駐艇場の狭隘化ということで、27年度の答

弁でも「故障船等の放置による、駐艇場所の

占拠があげられます。放置船の所有者に連絡

をとり、隣接する町有地などへ移動を促して

いる」と答弁されております。町有地、今の

フッシャリーナ施設の東側だと思いますが、

民間の渡船業者がコンテナを置いている東側

だと思いますけど、そこも現状を確認すると

３隻ぐらいはそこに置かれています。アスフ

ァルトまではやらなくても、ちょっと整地す

れば、放置されている故障船とか、そういう

のは何隻か移動できると思いますので、その

駐艇場の狭隘化の緩和にはなると思います。

それを夏が来る前に早目に手をつけられない

かどうか、確認いたします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。私

どもも駐艇場の狭隘の課題ではご質問がある

ような部分も検討していまして、現場も確認

してもいます。そういったかたちで駐艇場の

確保ができるかというのを考えながら、一度、

移動ということで置かしてしまうと、今ある

課題というのが、なかなか所有者の方自身で

対応しきれていない部分もありますので、そ

ういったところもしっかり、今後見通しもた

ないとやはり今の駐艇場と同じような状況が

ただ広がっていくのかなという心配もありま

す。なのでそういったとこもしっかりしなが

ら、今、棚原議員からご意見がございました

ところも、繁忙期に向けては対応できるよう

に検討して取り組んでいきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいまの駐艇場の拡張についてもなんで

すが、駐車場も現状整備しているのはレンタ

カー、普通の乗用車で20台ぐらいしか駐めら

れない、そこにまた業者の車も駐めたりする

もんですからね、駐車場自体も絶対的に足り

ない状況ですので、駐艇場も含めて駐車場の

整備もよろしくお願いしたいと思います。こ

の件は以上で終わります。

次に、県道の整備についてでございます。

答弁で「久米島一周線、イーフ地区の完了予

定について沖縄県に確認したところ、令和２
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年度に完了を予定している」との回答がござ

いました。この件につきまして、完了年度、

これにつきまして、平成29年度に、これも質

問してございます。この中の答弁では「南部

土木事務所の回答で報告したいと思っており

ます。今後は地元久米島町と連携して未買収

用地の早期取得に取り組むとともに、必要な

予算を確保して、平成31年度の事業完了に向

けて、道路改良工事を推進すると回答をいた

だいております」と29年度には答弁されてお

りました。今日の答弁の中では、令和２年度

に完了予定しているとの回答がありましたと

の答弁でございます。１年ずれているのは、

予算的な、予算の確保ができなくて延びてい

るのか、そのへんの経緯をお願いしたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの棚原議員のご質問にお答えいた

します。29年度の答弁同様今回におきまして

も、県の方に確認をしているところです。完

了年度の１年の遅れについては、やはり予算

の確保、配分が縮小された件と、もう一つは

用地、そして補償に関する地権者との同意が、

時間が要したということで、そこのかかる時

間、そして縮小された予算によって１年ずれ

ている状況にあります。ただ、問い合わせし

ている中においても令和２年度完了を予定し

ているということではございますが、残事業

のかかる予算が要望どおり確保されれば、２

年度で完了、大丈夫でしょうと。ただ、その

へんの予算の配分によっては、また、ずれ込

む可能性があるということで、補足めいたお

話もいただいておりいます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

予算の確保ができるかできないかによっ

て、２年完了が延びる可能性もあるというこ

とですね。じゃあ次に、電線の地中化につき

まして、これは無電柱化路線に指定されるよ

うに、沖縄ブロック無電柱化推進協議会に要

望しているところでございますということな

んですが、各市町村、無電柱化について要望

が上がっているということなんですが、県内

で最初にといいますか、無電柱化が先に進ん

でいる地域、どういうところがあるのか、ご

存じであれば説明お願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問なんですが、各市町村要

望する中で、どの市町村が先行しているかと

いうのは、いま手元に資料はございませんが、

本町においては新興通りの方を前回要望して

おりまして、新興通りにつきましては、今年

度の事業でその調査が入るということで、そ

の協議会の中では認定の受けているところで

ございます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

県内で最初に無電柱化されたのが、国際通

りがあると思います。それから宮古島も宮古

も区間区切ってなんですが無電柱化されてお

ります。それから私ども先週、楽天球団の応

援ツアーで行って、非常に良かったなと思っ

たのは、仙台駅から球場まで歩いて30分ぐら

いかかりますが、そこが歩道は５ｍ５ｍぐら
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いの広い歩道なんですが、その区間の道路に

電柱が１本もなくて非常に景観がいいという

ことを感じてまして、執行部の皆さんの中に

も仙台の通りはご存じの方もいらっしゃるか

と思いますが、イーフ地区についても、これ

から残っている道路整備と一緒に、道路を掘

り起こして、その側溝等も改修しますんで、

それと一緒に観光振興地域、それから景観条

例の重点地域でもありますし、ぜひ、そうい

う電柱が乱立して見苦しくないような、景観

のいい、道路整備をやって欲しいということ

で、以前から無電柱化も訴えているんですが、

町長、これについて地域の観光振興地域、景

観条例の重点地域ということで、県の協議会

の中でも、早期に整備ができるような訴えを

ぜひやっていただきたいと思いますが、答弁

よろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。この事業

に関しては事業者負担が発生しますので、な

かなか優先順位もＢ／Ｃのいろんな関わりも

あって、最終的な順位は決まると思うんです

が、いま一次答弁でやったとおり、今後にお

いても強く要望はしていきたいと思っていま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、謝名堂、泊間の県道の整備について

であります。この件についても県も両区間の

状態を把握、久米島町内において実施する事

業を見ながら事業化に向けて取り組みたいと

の回答があった旨、答弁がございました。こ

の謝名堂、泊間の用地につきまして、地権者

の用地買収に対する同意、これが何十パーセ

ント、何割ぐらいいっているのか、お伺いし

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えいたします。地

権者の同意率というのは、県の方でも町の方

でも、そこは取り付け作業は行ってございま

せんが、そこの取り替えの会長として同意を

取り付けたということで、その中で86％ほど

取得したということで、その同意をもちまし

て県にも要望した経緯がございます。その86

％の同意率というのが、手元の方では実際の

パーセンテージというものが確認できており

ませんが、要請した中においては86％という

ふうに聞いております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

県の事業で県道整備とか、県の施設整備の

場合に、この用地買収について、県の方針と

して、100％地権者の同意が得られなくても

事業執行に向けて走ることがあるのかどう

か、県の方針がわかれば説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

事業の執行につきまして、同意率が100％

かどうかというのは、可能な限り、当然、10

0％であれば、事業がスムーズに進むという

ことで、工事の事業化の芽出しについては早

いものだと考えております。今回、町として

整備を要望している中においては、実施して
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いる県事業のまず完了、進捗状況含めて、こ

の内容をしっかり新たな事業に振り向けてい

きたいという考えでございますので、86％で

も県としては、事業化に向けての取組みは進

めるとは思いますが、やはりそこは高ければ

高いほど同意率があれば、事業の進捗として

は早くなるというふうに考えております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

はい、以上で私の質問は終わります。

（９番棚原哲也議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで９番棚原哲也議員の一般質問は終わ

ります。

以上で本日の一般質問は終了しました。

本日はこれで散会します。お疲れさまでし

た。

散会（午後３時17分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。11番安村達明議員か

ら欠席の届けがありました。

これより本日の会議を開きます。本日の議

事日程はお手元に配布したとおりでありま

す。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって８番喜久里猛議員、９番棚

原哲也議員を指名します。

日程第２ 令和元年度久米島町一般会計補

正予算（第１号）について

○ 議長 幸地猛

日程第２、議案第26号、令和元年度久米島

町一般会計補正予算（第１号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。それでは議案第26号、

令和元年度久米島町一般会計予算（第１号）

の概要についてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開きください。令和元

年度久米島町一般会計予算（第１号）は、歳

入歳出にそれぞれ2億9千409万7千円を追加

し、総額を87億7千271万9千円といたします。

それでは歳入歳出の主な内容についてご説

明申し上げます。歳入につきましては、予算

書の５ページをお開き下さい。

12款分担金及び負担金において、２目農林

水産業費負担金において、畜産基盤総合整備

事業の農家負担金として2千71万2千円を計上

しております。

続いて、14款の国庫支出金では、１目の総

務費国庫補助金では、新規事業としまして沖

縄観光防災力強化支援事業補助金として326

万円の計上。また６目の教育費国庫補助金で

は具志川城跡保存修理事業において953万5千

円の減となっております。

続いて、16款県支出金では３目の衛生費保

健補助金では、風しん抗体検査等事業補助金

として37万1千円の増。４目の農林水産費県

補助金では、サトウキビ安定生産確立対策事

業補助金で895万3千円の増。同じく３節の畜

産振興補助金で、肉用牛生産振興特別対策事

業補助金として2千82万5千円の増。７目の土

木費県補助金では、空港管理交付金で1千185

万9千円の計上となっております。

６ページ、次のページになりますが、18款

寄付金において、久米島町ふるさと寄付金と

して1億2千万円の増額計上となっておりま

す。

次に、19款繰入金においては、産業振興基

金、ふるさと納税基金、風の帰る森プロジェ

クト応援基金に充当する財源として1億643万

1千円の追加計上しております。

次に、21款諸収入においては、１目の雑入

では堆肥センター製品販売収入として450万

円の増。２目の弁償金では横領金和解期日調

書費、これは認諾から年度末分までにかかる

遅延損害金、これは平成30年度分として142

万9千円を計上しております。

続きまして歳出についてご説明申し上げま
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す。８ページをお開き下さい。２款総務費の

４目企画財政費では、ふるさと寄付金推進事

業で事務経費委託料、そして補助金及び基金

への積立金として2億1千167万円の計上。ま

た12ページの８目防災対策費では新規事業と

して、沖縄観光防災力強化支援事業で362万2

千円を計上しております。

次に、18ページをお開き下さい。４款衛生

費の２目予防費では、緊急風しん抗体検査等

事業として111万5千円の増額計上をしており

ます。

次に、19ページの６款農林水産業費では２

目農業振興費のサトウキビ振興事業費のハー

ベスター等導入補助金として1千580万7千円

を増。また７目の畜産業費の畜産振興事業の

肉用牛生産振興特別対策補助金として2千500

万円の増。同じくこれは20ページになります

が、畜産基盤の再編総合整備事業の畜産担い

手育成総合整備事業負担金として2千71万2千

円を増額計上しております。

次に、24ページの７款商工費においては、

久米島紬支援事業で久米島紬事業協同組合へ

の貸付金として850万円の計上をしておりま

す。

次に、26ページの８款土木費の２目道路新

設改良費では宇江城城跡線の整備事業で、調

査業委託料の追加分として696万3千円の増。

また28ページの１目飛行場の管理費では、空

港管理交付金決定に伴って空港管理事業費で

修繕費、そして委託料、原材料費で1千185万

9千円を追加計上しております。

次に、10款教育費の２目文化財保護費にお

いては具志川城跡保存修理事業で国及び県補

助金の減額に伴って委託料及び工事費で1千1

92万2千円の減。４目の博物館の具志川城跡

保存管理計画策定事業においても委託料費で

436万8千円の減額となっております。

最後に、14款予備費として674万6千円の増

額計上となっております。

以上が令和元年度久米島町一般会計補正予

算（第１号）の主な概要となっております。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

２点質問します。歳入の12款２目の畜産整

備総合整備事業農家負担金があります。これ

は何農家になっていますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

文書は届いておりますが、まだ県から説明

会等々ない状況でありますが、従来ですと平

成27、28年度にこの事業を行ったときは２グ

ループの畜産農家、６名の組合で、３名３名

のグループで２グループ導入しておりますの

で、今回も同じようになるか、県の説明会に

参加して確認して取り組んでいきたいと思っ

ておりますが、県の情報では草地の面積です

ね、今回からかなり厳しいということで、あ

る程度草地を持っている畜産農家じゃないと

たいへん厳しい面もあるかなという感じもし

ております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。
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○ 12番 翁長学議員

課長ちょっと勘違いしているんじゃないで

すか。５ページの歳入ですよ、これは農家が

返還する負担金じゃないですか、何農家かお

願いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

たいへん申し訳ございません。３農家とな

っております。

○ 議長 幸地猛

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

いま間違って課長が述べた20ページの肉用

牛の整備事業ですよね、これをもう一度説明

お願いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

前回導入したときは、平成27、28年度２カ

年にまたがりました。その時は３名１グルー

プの２組合で導入しましたので、今回も同様

になるか、今後、県の説明会へ参加して取り

組んでいきたいと思っておりますが、今回、

草地の面積がかなりないと、なかなか厳しい

ような情報もありますので、このへんもクリ

アできる農家を対象に調整していきたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

翁長学議員の本件に関する質疑は既に３回

になりましたが、会議規則第55条ただし書き

の規定によって特に発言を許します。

12番翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

最後に、草地面積が足りないと言っている

んですが、だいたいどのぐらい不足しそうで

すか。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時11分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時11分）

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

導入する機械によってありますので、その

へんも詳しく説明会を受けた後に、どのよう

な今回また前回の事業とどう変わってくるの

かも確認しながら進めていきます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

質問します。まず、先ほど国の委託料の減

額というところで具志川城址線の保存修理事

業補助金が減になっているということで、そ

の部分でなぜ国が減になったのかというとこ

ろをお聞きしたいのと。

あとは６ページの弁償金について、もう少

し詳しく説明をいただきたい。そして、ふる

さと寄付金事業に関して、歳入で増になって

いますが、かなり増になっている。前年度実

績からだと思うんですが、今年度もまたそれ

ぐらい取れる考え、方法というか、そのへん

のところは問題ないのかというところです

ね。

あとは地域興し協力隊の件に関して11ペー

ジ、減になっていますが、その点なぜ減にな

っているか、この事業は必要だからやってい

るはずなので、そのへんのところの理由。

あとは13ページ、久米島町健康増進事業１

千万円になっています。そのへんのところの

説明を求めます。
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○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時13分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時15分）

山城勇人博物館長。

○ 博物館長 山城勇人

ただいまの吉永議員の具志川城跡保存修理

事業補助金の減額について説明いたします。

まず、結果から、僕らが目指していた例年ど

おりの補助金の額を確保できたというふうな

ことで認識をしております。なぜ減額になっ

ているかという理由なんですが、例年11月頃

に事業計画書を提出しまして、内示が出るの

は１月の末から２月の初めにかけてというこ

とで、それと同時に並行してまた町の予算編

成のスケジュールがあるんですが、この内示

の額を町の予算編成の中で当初予算に反映さ

せることがタイミング的にできなかったとい

うことで、今回の補正での減額ということに

なっております。

例年、減らされることを前提に予算を調整

しておりまして、近年、全国各地で多発して

いる大規模災害の関係で文化財もそうとう被

害を受けておりまして、そのシーリングとい

うか、減額の幅が一律厳しくなってきており

ます。そういった状況も踏まえながら、県と

相談してこれだけの予算を確保するためには

概算要求事業計画書の提出の中で、どれぐら

いのかたちで申請しようということで行って

おります。ということで例年、内示の段階で

当初予算にその内容を反映させて、差額がそ

れほど出ないようなかたちでできていたんで

すが、今回は当初予算に内示の内容を反映さ

せるタイミングが合わなかったということで

今回の補正予算で減額というふうなかたちに

なっております。

これにまた、もう１件、具志川城跡保存管

理計画策定事業費補助金についても同様の理

由というふうになっております。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの吉永議員の質問で、６ページの

弁償金について回答いたします。弁償金につ

いては、弁償金の142万9千円については、い

ま損害賠償、当初の損害賠償請求額4千421万

5千198円で請求しているんですが、昨年度31

4万9千709円が弁済されています。残額が4千

106万5千489円となっていまして、その残額

に年５％、５分の利息をつけて、和解期日調

書認諾の日から年度末までの期間、計算する

と254日間になるんですが、それを計算する

と142万8千854円となっています。これが平

成30年度の損害賠償請求額残額に対する利息

分となります。

今の状況についてなんですが、いま財産の

差押えに向けて相手側の代理人弁護士と顧問

弁護士で調整して、近日中に裁判所に強制執

行の申し立てをする予定としています。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

歳入の６ページ、ふるさと納税の補正額1

億2千万円ということで今回歳入見込みにな

っています。補正前の額の6千215万円につい

ては、昨年の実績といいますか、予算編成時

点での実績に基づいて入れてますが、今回は

1億2千万円とかなり増大していますが、この
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うちの５千万円については風の帰る森関係で

大口の寄付があったということです。残り７

千万円、これも大きな額なんですが、今の状

況から去年の約２倍以上のペースで納税額が

増えております。そのあたりを見込んで大き

な補正額になっております。

続きまして、地域おこし協力隊の委託料の

減額なんですが、これは組み替えということ

で活動費に組み替えて直接執行というかたち

をとっております。経費としては３人分の経

費になります。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの吉永議員の13ページの久米島町

健康増進事業の減についてですが、平成31年

度の沖縄県離島活性化推進事業計画書を提出

しまして、31年度の予算計上、議会上程後減

額の要請がありまして、久米島町健康増進事

業の方で減額しているということです。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩委員。

○ ５番 吉永浩議員

ふるさと納税のことに関して、福祉課の件

に関しては分かりました。

先ほど博物館の館長が説明して下さいまし

たが、シーリング前提で毎年というか事業の

補助金の申請をしていくということは、毎年

このぐらいの今年度６月ぐらいには一般財源

300万円、２つの事業含めて、と大きな額が

ありますけれど、こういった補正が出てくる

というので認識して見ていかないといけない

ということになるのかどうかというところ、

ここだけ確認します。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館長。

○ 博物館長 山城勇人

例年ということではなくて、去年、一昨年

見てみますと、そういうことはなくて、内示

の内容を反映させて当初予算が組まれていた

ような状況です。今回は、その内示が遅いと

いう部分と、町の予算編成スケジュールの１

週間程度のずれなんですが、そこらへんで間

に合わなかったという状況がございます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩委員。

○ ５番 吉永浩議員

分かりました。もう一つだけ、先ほどの弁

償金のこと、すみません、僕よく理解できな

かったので、さっきの説明ではできなかった

んですが、この弁償金というのの出てくる５

％分という、日割りで約200日ぐらいの日割

りにして142万9千円というようなお話をして

いたんですが、これは毎年出てくるんですか。

それともこの弁償金というのは今年度だけの

ものですか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

これについては毎年発生します。弁済が終

わるまで続くものとなっています。

○ 議長 幸地猛

吉永浩議員の本件に関する質疑は既に３回

になりましたが、会議規則第55条ただし書き

の規定によって特に発言を許します。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩委員。

○ ５番 吉永浩議員

というと、314万円の弁済は終わったとい

うところで4千100万円ぐらいですね、という
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ところなんですが、これから毎年140万円前

後の支出は町が負担して出てくるということ

ではない。そのへんのところもう一回、誰が

負担するのかというところ。毎年出てくると

いっても、誰が出す負担なのかというところ、

ここらへんのところだけ確認させて下さい。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

平成30年度については、利息の起算が７月

21日からの計算になっています。今年からは

４月１日から来年の３月31日まであるので、

遅延損害金というのは若干増額になる可能性

があります。いま残額として約4千100万円残

って、平成30年度に142万9千円が利息で、元

金と利息を足したものの合計を令和元年の１

年分の利息の計算になりますので、それがど

んどん重なっていくと。その費用については

当然相手方が弁償すべき金額となります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

全体的なことなんですが、新年度の予算は

３月で決まります。４月から執行していくと

思うんですが、４、５、２カ月間でですね、

歳入を見てみると補助金とか負担金、国庫に

してもそうなんですが、かなり大きい金額が

動いているんです。なぜ２カ月間の間にこん

な増とか減とかという大きい金額が動くの

か。当初の予算編成の中でしっかり詰めてな

かったのか。これあって当然なのか今の時期

というのは。よく分からないんだけれどどう

いう現象なんですか。誰か答えられる方がい

れば。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

今回の、６月補正ですが、わずか２カ月し

か経っていないというところでかなりの増額

になっていますが、一番大きな要因がふるさ

と納税が一番大きいとみています。それ以外

の補助金関係もやはり当初の査定といいます

か歳入の見込み、各課の見通しも含めて少し

甘さがあったのかなというところはあるんで

すが、いろいろ手続き上のこととかいろんな

ことが関係して、こういった額になっている

かと考えています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

ふるさと納税はしょうがないんですが、僕

が言っているのは補助金ですよ。国、県にし

ても。それは３月時点ではある程度詰められ

るものだと思うんですけどね。いろいろ詰め

が甘かったという話はあるんですが、そうす

ると１年間通して、必要なところに必要な金

がいかなくなる可能性がある。本当に今の時

期で1千何百万円とか、一事業において減に

なったり増になったり、900万円とか増にな

ったりする。そうすると、これ３月時点での

予算編成というのが本当にクエッションにな

ってくる。信用できなくなってくる。これし

っかりしていかないと、今後の問題としてい

ろいろあると思うんです。それはそれとして

いいんですが、しっかり３月時点で詰められ

るところはちゃんと詰めてた方がいいのかな

と思います。

あと、31ページ、教育費なんですが、博物
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館機能強化事業の中で役務費が１千万円減に

なっている。委託料も300万円減になってい

る。なぜ今の時期に役務費や委託料というの

が減になってくるのか、よく分からない。そ

のへんの説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館長。

○ 博物館長 山城勇人

ただいまの質問にお答えいたします。この

事業、当初は省エネ計算設計業務補助事業の

代行申請等々の業務を委託料、手数料として

計上しておりました。通常の感覚でそういっ

た経費が見込まれていたので、通常の感覚で

工事費とそういった設計委託代行事務手数料

ということで分けて計上しておりましたが、

事業の応募申請の準備の段階でコンサルも構

成員に含まれて事業申請をやるというふうな

かたちになって、一括契約ということが可能

ということになりましたので、今回、組替補

正として計上しております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

通常とは何が通常なのかよく分からないん

ですが、要は詰めが甘かったということです

よね。しっかり詰めていなかったと。さっき

も言ったんですが、予算が必要なところに必

要な使われ方しない、これ一番問題。ですか

ら、今後はしっかりと３月時点で詰めてです

ね、いろいろな変更があれば９月とか12月だ

ったら分かりますよ。この６月でそういう大

きい金が動くというのは、ちょっと問題ある

かなと思っていますので、今後はしっかりと

３月で詰めて予算編成をしていただきたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

歳入の６ページ、昨日の一般質問でも農業

用廃プラの件をしたんですが、処理料につい

ては農家、役場、ＪＡ、３分の１負担という

ことで話があったんですが、この中で農協負

担分が137万1千円減額されているんですが、

それについて説明お願いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

一般質問でも説明しましたが、町、ＪＡ、

農家で３分の１負担してリサイクルセンター

に委託する部分でしたが、今回、自分たちで

やるということでその分ＪＡさんの負担もな

くなりますので、その分の予算を減にしてお

ります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

昨日も説明あったんですが、要するに堆肥

センターでＪＡの職員も出てやるということ

でその分の減額。ＪＡの処理の運搬する今年

はＪＡは負担しないということで理解してい

いですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

その分につきましては、例えば前年度でし

たら30年度の実績で計算しましてＪＡに請求

書を出して協議会に納めてもうらうような仕

組みになっております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。
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○ 10番 玉城安雄議員

分かりました。これも昨日の一般質問に関

連しますが、31ページ、博物館ですが、昨日、

同僚議員の質問の中でチュラフクギの件があ

りましたよね。実はこれ私も渡名喜の人から

話がありまして、要するに県指定の文化財で

すよね、チュラフクギは。いまあまり剪定、

清掃も行き届いていない。そこでまたチュラ

フクギの石碑の前で観光客の方々がよく写真

も撮るという話がありました。この掃除も含

めて何とか教育委員会の方に話してもらえな

いかということがあったんですよ。

昨日の同僚議員の質問の答弁にもあったん

ですが、今後のスタンスとして、要するに清

掃関係、いま町が委託して県道の工事とかし

ていますけれど、県道の草刈り作業していま

すが、なかなかそこはやらないという話も聞

いていますので、今後のスタンスとして博物

館としては県にどのように、申請して１カ月

以上かかりますよという話もあったんです

が、今後、教育委員会、博物館として、それ

について今後のスタンスをお願いします。

○ 議長 幸地猛

山城勇人博物館長。

○ 博物館長 山城勇人

ただいまのチュラフクギの件なんですが、

議会先日終わりまして担当の方とも議論した

んですが、まずは県道の清掃作業をやってい

る、そういったかたちで県に相談できないか

どうかという１つの方法。あと町内の文化財

の清掃を地域、あるいは学校に委託している

部分がございます。そういったもののこれ単

費で負担しているものなんですが、この中に

入れて対応することができないかどうかとい

うふうな検討をいまやっている最中でありま

す。いずれにしてもそういった話があったの

で、できるだけ掃除ができるようなかたちで、

今までどおりにできるようなかたちで何らか

の対策を講じていきたいというふうに考えて

います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

24ページお願いします。商工費の21節貸付

金についてであります。今回、久米島紬支援

事業に産業振興基金からの繰り入れをして85

0万円を貸し付けするということについてで

ありますが、産業振興基金は1億2千800万円

の基金の額の中で現在の基金残高はいくらで

あるか。それから、以前、紬組合への貸し付

けはいくらの貸し付けであったか。そして現

在までいくら返済されているのか。返済完了

はいつなのかについてお伺いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。産

業振興基金の現在の貸し付け後の残高としま

しては約5千800万円ほどになっています。貸

し付けの償還が残っている貸し付け先が３件

になりますが、約5千800万円ほどになります。

紬組合さんにつきましては直近借り入れされ

ているのが平成23年度に400万円借り入れさ

れておりますが、こちらの方は今年度残り50

万円ということで返済計画をとられていて、

今年度で平成23年度の貸付分については償還

を終える予定になっております。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時38分）

○ 議長 幸地猛
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再開します。（午前10時38分）

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

貸付残高は先ほどもご説明したんですが、

残り50万円となっております。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時38分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時39分）

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

最新の産業振興基金の基金残高なんです

が、３月末現在で5千967万7千640円になりま

す。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

残高が50万円残っている中で今回また新た

に貸し付けするということになりますが、こ

の新たに貸し付けするという制度について僕

非常に不安なんです。この850万円今回借り

入れします。３年据え置き、10年後にまた借

り入れできるということになるわけです。そ

うなると何回も何回も借り入れる、無利息で

すから非常にいい条件ですから何回も借り入

れするということが続くことになれば非常に

問題が起こってくるんじゃないかと思いま

す。そこは規制すべきじゃないかと思います

が、いかがでしょうか。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えします。いま議

員がおっしゃるような点も勘案しながら審査

を行いました。今回、紬組合さんの借り入れ

の申請につきましては平成25年度あたりから

織子さんが生産したものを買い取って、紬組

合さんの方で販売を行われるわけなんです

が、その在庫としてお預かりしている部分の

お支払いが少し滞っているというところで、

ただこの10年間の経営状況等も確認させてい

ただきました。そういった中で平成25年あた

りまでは紬組合さんも販売が年度年度で増減

を繰り返すという非常に不安定な状況もあっ

たんですが、ご尽力もありましてそれ以降平

成27年度からはしっかり経営面でも黒字を出

しながら経営をされています。

ただ、いま出ている黒字の部分の中でいま

話をしましたお持ちの在庫というのもできる

だけ早い時期に織子の方にお支払いというの

がなかなか厳しい。あと２、３年ぐらい、い

ま黒字がだいたい150万円ぐらいあるんです

が、それを組合そのものの年間の経営資金と

して充てる中で織子さんへの支払いが止まっ

てしまうというところで、いまある在庫の買

取。その中ではしっかり買い取っている在庫

の販売計画、反物、紬の販売についてもこの

３年ほどしっかり計画立てをして営業をとら

れながら販売もしているというところもあり

ましたので、今後より一層自立してしっかり

した経営ができるようにというところで勘案

して行っております。

審査会も一度でこの貸し付けを決定したと

いうことではなくて、実はこの申請は昨年の

10月に借り入れの申請がありましたが、３回

審査会をしていく中で委員の方々と議論をし

て、その都度、紬組合さんにも追加資料の提

出ですとか、あと説明も求めながら審査を行
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いました。今後の紬の発展というところで今

回の貸し付けは再度必要ではないかというふ

うに結論づけて実行ということで今回補正で

計上させていただいております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

その運営状況は僕は聞いていないんです

よ。この貸し付けがずっと新たに借り入れで

きるような状況が続けば大変なことになるん

じゃないかなと。だからそこに規制を設ける

必要があるんじゃないかなと。10年後また借

り入れが返還が完了すれば、無利息ですから

また借りたいわけですね。それがずっと続く

ような制度になれば、これちょっと不安です。

そこを規制すべきじゃないかということで

す。そこを町長どうお考えですか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ご承知のとおり産業の育成という面で、あ

れだけの織子を抱えて、これを組合自体運営

が厳しくなると非常にいろんな影響が出ると

思います。そのへんはいま貸付制度の中でそ

の委員の皆さんがいろいろと何回か審議をや

ってそういうかたちを、いま心配されること

も分かりますが、あくまでも産業の育成とい

う観点から判断して貸し付けしていると思い

ます。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

ただいまの質問にお答えいたします。産業

振興基金貸付審査委員会の委員長として、こ

の委員会の中でもいま仲村議員がおっしゃっ

たとおり、この制度を再度見直しした方がい

いんじゃないかということで、それをいま検

討しているところでございます。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

私の方からも補足になりますが、議員から

いまご疑念があるようなことも町としても考

慮している中で、この生産組合含めて業務で

いろんな市町村と意見交換をする機会があり

ますが、他市町村でこういった団体への貸し

付けの中で利子補給ですね、利子の分を補助

金として支援するという取り組みもありまし

た。

先ほど副町長からもありましたが、審査委

員会の中でもいま議員からあるような借り替

えが継続的にあったりとかという懸念もある

中で、本来の団体の支援の趣旨もつかみ取っ

ていく中で、今後はこの基金を例えば補助金

化ですとか、補助金というかたちにかたちを

変えて、民間から借り入れしていただくもの

に対して発生する利息の支援を行いながら、

そういった中で団体の方にもそういった借り

入れについて、しっかり組織としてもご検討

いただきながら経営をしていくということも

必要じゃないかというお話もあります。

ただ、いま指摘がある部分については、し

っかり今後も我々も肝に銘じて取り組んでい

きたいと思います。

○ 議長 幸地猛

仲村昌慧議員の本件関する質疑は既に３回

になりましたが、会議規則第55条ただし書き

の規定のよって特に発言を許します。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。
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○ ７番 仲村昌慧議員

いま町長の答弁にあった産業の育成の面か

らということは、僕らも理解できます。しか

し、この基金の運用については、しっかりと

した運用規程を設けないとずっと永遠に借り

入れできるような制度になってくるわけで

す。そこはちゃんとしてほしいなと思ってお

ります。お答えできる方いらっしゃいました

らお願いします。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

そのへんはしっかり委員会の中で議論しな

がら借り替えとか、そういったものがないよ

うにしっかり検討していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

何点か質問させて下さい。まず、新人の博

物館長、集中攻撃するようで申し訳ないんだ

が、最初の答弁ではうんうんと思ったんだけ

れど、２度の答弁で１週間、間に合わなかっ

たと、今の話は予算の減額です具志川城址の。

これはちょっとまずいですよ。その城址の修

復予算というのは毎年２千万円前後しかつか

ないんですよね、少ないんですよ。少ない中

にあって900万円も間に合いませんでしたで

は通らないんですよ。皆さんヒヤリングする

というのは全部分かっていますよね。11月の

末日までに県で終わらないと国も通らないわ

けですよ。それを踏まえて国から県に内示が

下りてきて市町村に回ってくるわけですね。

そういう流れですよね。１週間遅れたという

ことであれば、当然これは県の担当は12月か

ら１月に皆さんに連絡があったはずなんで

す。であれば３月の予算に載るわけがない。

にもかかわらず載せてしまった。これは教育

長か、あるいは予算を束ねている副町長、こ

れたぶん知っていると思いますよ。これは副

町長に回答してもらいましょうね。これが１

つです。

それから、12ページの説明の委託料で防災

コンパクトガイド作成資料の下の方の備品購

入費、観光防災だからひょっとしてこれは小

さい金額であるんだが、現場で何かをつける

のかな、ということの説明ですね。この240

万円のつかいみちを教えて下さい。

19ページ、さとうきび振興でハーベスター

ということで町の負担分890、失礼、県の負

担分が890万円、町の負担分が685万円あるん

ですが、これは補正ですから今年度入るとい

うことになるんだが何団体か、いつ頃入るか

教えて下さい。

26ページ、宇江城城址線の整備事業という

ことなんですが、この宇江城、そのものでは

なくて関連して登武那覇の質問をしたいと思

います。現在、登武那覇のバスの入口、突き

当たって大きな道路へ行って、左に曲がって

上り坂へ行くところであるんですが、ここバ

ス行きませんよね。当然、役場の皆さんはこ

れ大型バスも行くということで中には駐車場

もあって大型バスの駐車場もあるわけです

よ。これ皆さん把握していますか。なぜスク

ールバス行けないのか。枝が張ってきてバス

の上が危なくて行かないのか、道幅が狭いの

か、このへん誰か知っていたら回答して下さ

い。現在行きません、向こうにバスは。その

へんお願いしたいと思います。質問の順でし

てください、回答は。

○ 議長 幸地猛
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桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

先ほどの予算の減額ということなんです

が、町の新年度予算の最終決定が11月末とい

うことになります。11月末に決定しますから

その後の12月から３月４月の間で国の補助金

の変更があったものだと理解しております。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

喜久里議員の12ページ、備品購入の件につ

いて回答いたします。沖縄観光防災力強化支

援事業については今年度から３年間の事業計

画でやる補助事業となっております。10分の

９の補助事業であるんですが、備品購入に関

しましては、これはあくまでも観光客対応と

いう名目での補助事業となっております。備

品購入については災害用のポータブルトイ

レ、災害時になると水、電気が使えない可能

性がありますので、充電式で使えるトイレ。

汚水物については紙袋で処理するようなポー

タブルトイレがあるんですが、これを３台。

あとは津波避難ビルの表示板と誘導看板。そ

れと津波避難階段、真泊の避難階段の表示板

と誘導看板を予定しています。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

19ページのハーベスター導入助成について

ご説明申し上げます。今回、ハーベスター２

台、２法人。そしてトラクター株出し管理含

めて２法人。計４法人の事業となります。国

60％、法人20％、県が11.3％、町上乗せが8.

7％で現在計画しております。今回10月から

消費税10％もあるようですので、現在、総合

事務局、県、法人等も含めて９月までの入札

を執行を予定しております。歳入につきまし

ては３月末日まで歳入があるように総合事務

局、県とも話は進めながら事業導入に向けて

調整しております。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

宇江城城址整備事業の補正の関連というこ

とでございますが、登武那覇公園については

県立自然公園の事業科目の中で県の事業とし

て行われております。最近、そこの修繕箇所

があるかという調査がございまして、そうい

ったものの側溝の破損とかを調べましていま

要請はしております。いまその大型バスが通

るかどうかというのは私も認識はしておりま

せんが、もし通らなければ通るような改良が

可能かどうかというのは相談してみたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

具志川城址の減額についても副町長からあ

ったので、このぐらいでしょうがないと思い

ます。

いい話、いま聞きましたね、12ページの災

害用トイレとか、その他看板とかあるという

ことなんですが、このトイレなんですが、事

業で買ったら町のだから、いま観光施設関係

でトイレが少ないということがよく聞こえま

すよね。場所場所で。ここにずっと置いてお

くわけにはいきませんか、それ答えて下さい。

それと、再度、登武那覇のバスの件。業者

と観光業者、バスとまず相談してみて下さい。

どうして上まで行かないのかということで
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す。おそらく皆さんのところにきてないと思

いますよ。皆さんの方から、せっかく造った

施設ですから行けるようにしましょうよと相

談してみて下さい。このへん回答できました

ら回答して下さい。その２つです。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの喜久里議員の質問にお答えしま

す。この補助事業については観光客の安全、

災害時の観光客の安全と安心を確保するため

に導入する備品となっていますので、観光地

への備え付けについては厳しいのではないか

と認識しています。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

バス会社からの要請は特にございませんの

で、このへん聞き取り調査をしまして沖縄県

にも相談してみます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

３点だけ、19ページ、畜産振興事業の中で

不動産鑑定評価委託料というのがあります。

畜産業で不動産鑑定があるのかどうか。

それと21ページ、農業次世代人材投資事業、

その中で返還金というのがあります。これど

ういう内容の返還金なのか、何名ぐらいの返

還金なのか。

それから25ページ、沖縄らしい風景づくり

の団体補助金60万円がありますが、何団体で、

活動内容はどのような活動をしているのか、

教えて下さい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

19ページの不動産鑑定につきましては、肉

用牛のセリ市場が15年間のＪＡに対する償還

金が終了しましたので、今年度より新たに土

地の賃借契約が発生しますので、それがいく

らの対価なのか、契約して、いいのかをＪＡ

さんも不動産鑑定を入れて契約したいという

申し入れがございますので、その分の不動産

鑑定でございます。

21ページの次世代の返還金につきましては

１名分。１人の方が農業を辞めて島外に出て

いきましたので、その方がもらった返還すべ

き金額を計上しております。その分また農家

さんからの歳入も補正予算に計上しておりま

す。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

25ページのご質問に対してご説明申し上げ

ます。まず沖縄らしい風景づくり団体補助金

でございますが、こちらの方は町の景観形成

活動助成制度に基づく補助となっておりま

す。概要といたしましては、５名以上で構成

する団体でありまして、良好な景観の形成の

ために自主的な活動を行うということでこち

らの方、町の方に申請していただいて町が認

定するということで支援する制度となってお

ります。今回の60万につきましては、活動費

１団体20万円といたしております。例年、そ

の団体につきましては実績からするとこれま

で３団体ございました。今年度その活動が徐

々に地域の活動になじんできたと理解してお

りますが、新たに３団体合計６団体、今年度

そういう団体申請もしくは継続活動というこ
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とで申請が来ております。そういうことで新

たに３団体を加算するということでございま

す。活動の内容を概略的なものからいたしま

すと、まず団体を認定していただいて、その

活動の中にはまず公共性のある場所、道路も

しくは公共用地に関する道路の植栽帯の緑化

もしくは花木を植えたりする美化活動、それ

から清掃を含めて活動実施する内容として助

成する制度内容となっております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第26号、令和元年度久米島町

一般会計補正予算（第１号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第26号、令和

元年度久米島町一般会計補正予算(第１号)に

ついては原案のとおり可決されました。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時01分）

○ 議長 幸地猛

休憩前に引き続き会議を開きます。

（午前11時11分）

日程第３ 令和元年度久米島町水道事業会

計補正予算(第１号)について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第27号、令和元年度久米島

町水道事業会計補正予算(第１号)についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それでは、議案第27

号、令和元年度久米島町水道事業会計補正予

算(第１号)の概要についてご説明申し上げま

す。

予算書の３ページをお開きください。第３

条予算収益的収入及び支出について当初予算

での執行を予定していましたが、水道事業経

営におきまして、今年度４月に人事異動があ

り、それに伴い第１項営業費用、第４目総係

費で職員の給与、手当、福利厚生費及び退職

手当負担金において合計460万5千円を減額し

ます。

また、４条予算資本的支出において、具志

川浄水場のろ過砂の取り替え費用として、第

１項建設改良費、第１目水道施設整備費を3

千200万円増額し、計上しております。

４条予算の資本的収入が資本的支出に不足

する額8千596万円は、過年度分損益勘定留保

資金8千430万8千円と消費税資本的収支調整

額165万2千円で補填いたします。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。
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これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

３ページの水道施設整備費3千200万補正と

いうことで、私、最初これは大きな故障が出

たのかなと思ったんですが、今の町長の説明

では砂の入れ替えだと、概ね、3千200万もか

かるものなのか。あるいはまた砂というもの

前もって準備しますんで、どうして当初予算

では200万しかないのに補正で3千200万にな

ったのか、そのへんの説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

上里宏美上下水道課長。

○ 上下水道課長 上里宏美

今回のろ過砂の入れ替えというかたちで説

明はしておりますが、今回、ろ過池６基ある

んですが、山手側からの１基、２基が平成２

年に造っておりまして、もう30年近くそのま

まの状態で中の砂利、そういうろ過池の砂利

そしてレンガ等がほとんど洗われていないよ

うな状況にありまして、今回３月頃ちょっと

調べてみようというかたちで入れましたら、

もう中の方で汚泥とか、赤土が固まっている

ような状態でありまして、急きょ現場と調整

し、また現場が今３日に１回、２日に１回と

か砂の出し入れをしているんですよ、それは

下が固まっている分だけ上から流れ込まない

もんだからということでやって、もう労働的

にも職員の時間がなかなか作れないようなと

ころがありまして、またそれを今回１基入れ

ましたら1千900万、消費税入れて2千弱でし

た。２基を入れたらどうかというかたちで機

械の運送がないもんですから、それで２基分

を3千200万で対応するというかたちで、今回

２基分を入れ替え、そして一部を洗浄してま

た再利用して使いたいというかたちでやって

おります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

最初の聞き逃しました。場所は浄水場です

か具志川の。

○ 議長 幸地猛

上里宏美上下水道課長。

○ 上下水道課長 上里宏美

はい、今、具志川浄水場の山手側からの１

基、２基の一番古いやつです。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第27号、令和元年度久米島町

水道事業会計補正予算(第１号)についてを採

決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第27号、令和

元年度久米島町水道事業会計補正予算(第１

号)については原案のとおり可決されました。

日程第４ 令和元年度久米島町下水道事業

特別会計補正予算(第１号)につ

いて

○ 議長 幸地猛
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日程第４、議案第28号、令和元年度久米島

町下水道事業会計補正予算(第１号)について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

それでは議案第28号、令和元年度下水道事

業会計補正予算(第１号)の概要についてご説

明申し上げます。

予算書の１枚目をお開きください。令和元

年度久米島町の下水道事業特別会計補正予算

(第１号)の予算概要は歳入歳出それぞれ118

万2千円を増額し、総額を2億6千932万5千円

と定めるものであります。

歳入歳出の主な概要としまして、歳入につ

きましては、予算書の５ページになりますが、

４款１項１目の一般会計繰入金で118万2千円

の増額となっております。

続きまして、歳出としましては、１目の下

水道事業費の２節給与で43万円。３節職員手

当で55万5千円。４節共済費で19万7千円の増

額となっております。

以上が、令和元年度久米島町下水道事業特

別会計補正予算（第１号）の概要となってお

ります。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第28号、令和元年度久米島町

下水道事業特別会計補正予算（第１号）につ

いてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第28号、令和

元年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

（第１号）については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第５ 久米島町男女共同参画推進条例

について

○ 議長 幸地猛

日程第５、議案第29号、久米島町男女共同

参画推進条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第29号、久米島町男女共同参画推進条

例。

上記議案を提出する。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町男女共同参画推進条例

第１章 総則で第１条で目的。第２条で定

義。そして３条で基本理念。第４条で町の責

務。第５条で町民の責務。第６条で事業者の
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責務。第７条で教育関係者の責務。そして第

８条で性別による人権侵害の禁止。

第２章では、男女共同参画の推進に関する

基本的施策として、第９条で基本計画。そし

て第10条で施策の策定等にあたっての配慮。

第11条で調査研究。第12条で家庭生活におけ

る活動とその他の活動等の両立支援。そして

第13条で苦情及び相談への対応。第14条で広

報活動及び啓発。

第３章では、久米島町男女共同参画審議会

をだしてあります。第15条で久米島町男女共

同参画審議会。

第４章では、雑則として委任を示しており

ます。

附則としまして、この条例は、令和元年

７月１日から施行する。

提案理由でありますが、男女共同参画社会

基本法第９条並びに女性の職業生活における

活躍の推進に関する法律第６条第１項に基づ

き、久米島町の基本となる考え方「基本理念」

や町民の役割を明らかにし、久米島町の施策

を定めその取り組みを総合的、且つ経過的に

計画的に実施するため、本条例を制定するも

のであります。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議の程、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

確認いたします。これ最近メディア等でも

この男女共同参画推進条例というの他の自治

体でも勿論これはやっていっているんです

が、この中で基本計画を策定しなければなら

ないというふうになっています。その流れが

今後、久米島町どういうふうに作られていく

のか。条例自体は７月１日からスタートする

んですが、実際、具体的なものというのはど

ういうふうなとこで想定しているのかと、も

うひとつは必要な広報活動を行いその啓蒙に

努めるとあるんですが、ここに載っているよ

うな男女の性差も、というのは文言として条

例としてはっきりとしたものというのはやっ

ぱり町民一人ひとりの意識はそれぞれあった

んですが、こういったかたちで文言にして条

例化して町民に普及啓蒙していくということ

というのは、本当に大きなことだと思ってい

ますが、やっぱりそれをやらないと町民は理

解できないわけで、条例だけ作るというのは

問題だと思いますので、この普及啓蒙という

のをどういうふうにしてやっていく考えなの

かという、このへんのところお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの吉永議員の質問にお答えしま

す。基本計画の策定につきましては、この条

例の９条に基本計画を定めなければならない

ということになっています。この条例が制定

されて７月１日施行予定しているんですが、

これが施行されると各団体に委員の推薦依頼

を出して、この計画策定をするための男女共

同参画審議会を設置して、その中で基本計画

をとりまとめる予定としています。なので、

７月で委員を選定して、これ委員が揃えば審

議会を設置して基本計画を策定していくとい

うかたちになっています。この条例の啓蒙関
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係についても基本計画の中で、どういったか

たちで取り組んで、どういったかたちで町民

に啓発していくというものまで定めることに

なってますので、その中で基本計画を作って

町民に対する人件に関する啓発とか、相談活

動の充実とか、広報活動の充実とかをどうい

ったかたちで取り組むかというのを、この基

本計画で定める予定としています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

ちょっとこの条例の中で、ちょっと首振る

ようなところがあるんで、第５条です。町民

の責務、町民がこの条例に対して責務をおう

ようなことがちょっと書かれているんです

が、どういう内容なのか、どういうことをし

ないといけないのか、あるいはしなければ何

か罰則があるのかというかたちと、この条例

そのものはたぶん国からの指示でこうなった

と思うんですが、全市町村と同一文なのかね。

そのへん聞きたい、同一文書なのか。町独自

で作ったのか。

それと次のページの審議会で10人以内をお

くとなっているんですが、この10人以内には

議会からも入るのかどうか、そのへん２つ教

えてください。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの喜久里議員の質問にお答えしま

す。第５条に町民の責務とあるんですが、ど

うしても男女共同参画については、住民全体

で考えていかないと取り組みができないもの

となっています。女性の地位の確立とか、ど

うすれば女性が社会に参画できるかというも

のについては、行政だけではなく町民の責務

も含めて取りくんでいかないといけないとい

うことで、その条文となっています。この条

例の文面については、他市町村の条例を参考

にして独自の文言等を入れ込んで策定してい

ます。

審議会については、今10名以内で構成する

ということで考えているんですが、10名の内

半数を女性を入れないといけないという定義

もありますので、女性委員を５名で議会につ

いては１名推薦依頼をして議員も審議会に入

れる予定としてます。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第29号、久米島町男女共同参

画推進条例についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第29号、久米

島町男女共同参画推進条例については、原案

のとおり可決されました。

日程第６ 仲里公園整備工事請負契約につ

いて

○ 議長 幸地猛

日程第６、議案第30号、仲里公園整備工事
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請負契約についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第30号、仲里公園整備工事請負契約に

ついて。

仲里公園整備工事請負契約について、次の

ように工事請負契約を締結したいので地方自

治法第96条第１項第５号の規定により議会の

議決を求める。

記

１．契約の目的 仲里公園整備工事

２．契約の方法 指名競争入札

３．契約の金額 58,740,000円

４．契約の相手方

住所 沖縄県島尻郡久米島町字仲泊966の1

8

商号 株式会社平田産業

氏名 代表取締役 平田青太郎

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

仲里公園整備工事の請負契約の締結につい

ては久米島町議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得または処分に関する条例第２条の

規定により、議会の議決を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由であります。

なお、次ページの方に工事請負契約書の写

し、そして平面図等々を添付しております。

今回の工事に関しましては、土木のＡラン

ク８社を指名しまして、株式会社平田産業さ

んが落札をしております。今回、議決を得ま

すと６月21日から12月19日までの工期が180

間と予定しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

確認なんですが、今回の工事はトイレ、東

屋、駐車場で、その広場の整地も入っている

んですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えいたします。今

回の工事の範囲なんですが、沿道、広場の造

成工事も予定しております。5,680㎡を予定

しております。その他、今、ご質問の中にも

ございましたように給排水、トイレ、駐車場

等を予定しております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

なぜ質問したかといいますと、実は比嘉公

民館の広場で、お盆の時に比嘉はエイサーと

かしているんですよね。この工事の進め方し

ては取り敢えず駐車場、東屋、トイレから先

行して、そこはその後に触るというかたちで

業者と調整もしていますかね。これはあくま

でも地域との調整になりますか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

地域の行事が、そこの広場で行われるとい

うことで予め区長さんと協議しておりまし
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て、工期含めて、また次年度の遊具設置もご

ざいますので、その間工事の進捗によります

が、地域行事については、その間、別の場所

等も検討していただきたいというふうにお伝

えしております。

○ 議長 幸地猛

他に質問はありませんか。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

工事内容なんですが、けっこう植栽関係、

芝生張ったり植栽が多いと思うんですが、土

木の部分と造園の部分とのウエイトというの

はどこが多いんでしょうかね。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの質問にお答えいたします。今回

の工事のウエイトとして造園は890㎡のセン

トオーガスチンの植栽がございます。それか

ら高木の伐採等が主立った造園になるかと思

いますが、敷地造成、こちらの方が約5,680

㎡それから駐車場等も含めますと土木の方が

ウエイトとしては大きくなります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

数量の問題じゃなく金額の問題なんです

が、業者が造園とかそういう資格を持ってい

るんであればそれは問題ないんですが、結構、

面的な公園整備関係が主じゃないかなという

感じがするんですが、その中で土木だけの資

格があれば、業者さんそのものがどうなのか

なと思うんですが、金額的な面に関してはど

このウエイトが大きいのかな。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

金額におきましても、具体的に造成がいく

ら植栽がいくらということは、今、持ち合わ

せておりませんが、土木の方が大きなウエイ

トを占めているところでございます。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

すみません、今、気づいたんですが、那覇

の方でもそうですし、久米島の方でもそうな

んですが、街路樹あるいは庭園の樹木につき

まして、今まで景観ということで綺麗に植え

てきたんだが、それが成長するにつけて周囲

のブロックを割ってしまっているんですよ

ね、あちこち。これを見たらトックリヤシな

んだよね、ガジュマルも入っているね。果た

して大丈夫か心配になってきたんだけど、そ

のへんどうですかね。成長するについて保護

ブロックを割るような危険性はないですか。

あるいはガジュマルにつきましては、たぶん

そこでゲートボールもすると思うんですよ。

根っこが張ってきて土を被せるとか、あるい

は根っこを切るとかなっちゃうんじゃないか

なと思って、そのへんはどうですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えいいたします。

まず植栽については今現在計画しております

のが、芝の植栽となっております。今、図面

の方にございます既存のモモタマナとか、ガ

ジュマル等もございますが、こちらは字の方

から伐採するように要望がございますので、
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今回の工事では逆に木は伐採するということ

でございます。そういう中で根を張って構造

物を破損するというようなものは今回ござい

ません。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今回はございませんですが、計画そのもの

がそうなっているわけだから次年度はそうな

るわけですよ。

○ 議長 幸地猛

喜久里議員、撤去。

○ ８番 喜久里猛議員

撤去ね、ごめん、失礼しました。次年度に

ついてもない？ 木の植栽は。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

次回についても、遊具の設置、それから遊

具設置した箇所の高麗芝の貼り付けとなって

おりまして木の植栽は予定してございませ

ん。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第30号、仲里公園整備工事請

負契約についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第30号、仲里

公園整備工事請負契約については、原案のと

おり可決されました。

日程第７ 久米島町火災予防条例の一部を

改正する条例について

○ 議長 幸地猛

日程第７、議案第31号、久米島町火災予防

条例の一部を改正する条例についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第31号、久米島町火災予防条例の一部

を改正する条例。

上記議案を提出する。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町火災予防条例の一部を改正する条

例。

久米島町火災予防条例の一部を次のように

改正する。なお大枠の中で左が改正前、右が

改正後となっております。この枠の中で下線

の引かれている部分が、今回の改正内容とな

っております。

附則としましては、この条例は公布の日か

ら施行する。

提案理由

住宅用防災機器の設置及び維持に関する条

例の制定に関する基準を定める条例の一部改

正に伴い久米島町火災予防条例の一部を改正

する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま
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す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第31号、久米島町火災予防条

例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第31号、久米

島町火災予防条例の一部を改正する条例につ

いては、原案のとおり可決されました。

日程第８ 久米島町固定資産評価審査委員

会委員の選任について

○ 議長 幸地猛

日程第８、同意第１号、久米島町固定資産

評価審査委員会委員の選任についてを議題と

します。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

同意第１号、久米島町固定資産評価審査委

員会委員の選任について。下記の者を久米島

町固定資産評価審査委員に選任したいので、

地方税法第423条第３項の規定により議会の

同意を求める。

記

住 所 久米島町字具志川

氏 名 宮里キミ子

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

久米島町固定資産評価審査委員会委員の宮

里キミ子氏が令和元年６月30日付けで任期満

了となるので、再び同氏を選任する選任する

ため地方税法第423条第３項の規定により議

会の議決を得る必要がある。これがこの議案

を提出する理由であります。

ご審議、よろしくお願いいたします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

（「なし」の声あり）

これから、同意第１号、久米島町固定資産

評価審査委員会委員の選任についてを採決し

ます。

本案は原案のとおり決定することに賛成の
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方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、同意第１号、久米

島町固定資産評価審査委員会委員の選任につ

いては原案のとおり可決されました。

日程第９ 教育委員会委員の任命について

○ 議長 幸地猛

日程第９、同意第２号、教育委員会委員の

任命についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

同意第２号、教育委員会委員の任命につい

て。下記の者を教育委員会の委員に任命した

いので、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第２項の規定により議会の同意

を求める。

記

住 所 沖縄県島尻郡久米島町字大田

氏 名 山城晶

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

教育委員の山元朝弥氏が令和元年７月９日

付けで任期満了するので、その後任を選任す

るため、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第２項の規定により議会の同意

を得る必要がある。これがこの議案を提出す

る理由であります。

次ページに略歴書を添付しておりますので

ご覧になってください。

ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの案件について訂正がありますの

で、提案理由の中で山元朝弥（ともや）と読

みましたが山元朝弥（ともみつ）の誤りであ

ります。訂正お願いします。

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、同意第２号、教育委員会委員の

任命についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、同意第２号、教育

委員会委員の任命については原案のとおり可

決されました。

日程第10 専決処分（久米島町税条例等の

一部を改正する条例）の承認に

ついて

○ 議長 幸地猛

日程第10、承認第１号、専決処分（久米島
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町税条例等の一部を改正する条例）の承認に

ついてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

承認第１号、専決処分の承認について。地

方自治法第179条第１項の規定に基づき、別

紙のとおり専決処分したので、同条第３項の

規定によりこれを報告し、議会の承認を求め

る。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

次ページになりますが、専決第１号、専決

処分書、地方自治法第179条第１項の規定に

より、議会を招集する時間的余裕がないこと

が明らかであると認め、次のとおり専決処分

する。

平成31年３月29日提出

久米島町長 大田治雄

理由でありますが、地方税法等の一部を改

正する法律が、平成31年４月１日から施行さ

れることに伴い、久米島町税条例等の一部を

改正し同日から施行する必要があるが、同条

例の改正について議会を招集する時間的余裕

がないことが明らかであると認め、地方自治

法第179条第１項の規定により専決処分をす

る。

なお、次ページの方に久米島町税条例等の

一部改正する条例ということで大枠の中で左

が改正前、右が改正後となっておりまして下

線が引かれている部分が今回の改正内容とな

っております。

附則としましては、第１条で施行期日、そ

して第２条、第３条、第４条で町民税に関す

る経過措置。そして第５条で固定資産税に関

する経過措置。第６条、第７条、第８条で軽

自動車税に関する経過措置を示しておりま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、承認第１号、専決処分（久米島

町税条例等の一部を改正する条例）の承認に

ついてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、承認第１号、専決

処分（久米島町税条例等の一部を改正する条

例）の承認については原案のとおり可決され

ました。

日程第11 専決処分（久米島町固定資産税

の課税免除の特例に関する条例

の一部を改正する条例）の承認

について

○ 議長 幸地猛

日程第11、承認第２号、専決処分（久米島

町固定資産税の課税免除の特例に関する条例
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の一部を改正する条例）の承認についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

承認第２号、専決処分の承認について。地

方自治法第179条第１項の規定に基づき、別

紙のとおり専決処分したので、同条第３項の

規定によりこれを報告し、議会の承認を求め

る。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

次ページになりますが、専決第２号、専決

処分書、地方自治法第179条第１項の規定に

より議会を招集する時間的余裕がないことが

明らかであると認め、次のとおり専決処分す

る。

平成31年３月29日提出

久米島町長 大田治雄

理由でありますが、沖縄振興特別措置法第

９条等の課税免除または不均一課税に伴う措

置が適応される場合等を定める省令を改正す

る省令が平成31年４月１日から施行されるこ

とに伴い、久米島町固定資産税の課税免除の

特例に関する条例の一部を改正し、同日から

施行する必要があるが、同条例の改正につい

て議会を招集する時間的余裕がないことが明

らかであると認め、地方自治法第179条第１

項の規定により専決処分する。

次ページをお願いします。久米島町固定資

産税の課税免除の特例に関する条例の一部を

改正する条例。大枠の中で左が改正前、右が

改正後になっております。下線の引かれてい

る部分が今回の改正内容となっております。

附則としまして、この条例は平成31年４月

１日から施行する。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

改正後なんだから、これ平成33年というの

は存在するのかな。

○ 議長 幸地猛

平良朝英税務課長。

○ 税務課長 平良朝英

ただいまのご質問にお答えします。平成31

年の４月２日の閣議において、内閣官房長官

の発言ということで、改元に伴う元号による

年表示の取り扱いについてということであり

ます。その中で改元日前までに作成した文書

においては改元日以降、平成の表示が残って

いても有効であること等の発言があります。

これを用いています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

最初のところは非常に良かったんだけど後

で残っていても有効であるということだから

令和に直してもおかしくないわけさ。じゃな

い？

だって今日やっているわけだから、全然お

かしくないですよこれ勿論そうすべきです

よ。

○ 議長 幸地猛

平良朝英税務課長。

○ 税務課長 平良朝英



- 138 -

この専決処分が平成31年３月29日の専決処

分書でありまして、その当時はまだ令和の元

号はわかっておりませんので、それでそうい

うふうになっています。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、承認第２号、専決処分（久米島

町固定資産税の課税免除の特例に関する条例

の一部を改正する条例）の承認についてを採

決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、承認第２号、専決

処分（久米島町固定資産税の課税免除の特例

に関する条例の一部を改正する条例）の承認

については原案のとおり可決されました。

日程第12 平成30年度久米島町一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告につ

いて

○ 議長 幸地猛

日程第12、報告第１号、平成30年度久米島

町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第１号、平成30年度久米島町一般会計

繰越明許費繰越計算書の報告について。

地方自治法施行令第146条第２項の規定に

より、平成30年度久米島町一般会計予算の繰

越明許費にかかる繰越計算書を調製したので

別紙のとおり報告する。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方に平成30年度久米島町

一般会計繰越明許費繰越計算書を添付してお

ります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今回の明繰なんですが、これ国保とか入っ

ているんですが、国、県との調整はすんでい

るということなんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄企画財政課長兼プロジェクト推進

課長。

○ 企画財政課長兼プロジェクト推進課長

中村幸雄

この繰越計算書は各課の事業が跨っており

ますので、ちょっと財政の方でまとめて国庫

補助金、県の補助金も含めてなんですが、や

はり繰越するときには翌債の部分もあります

し、債務負担の分もありますので、それぞれ

の県の関係部局と協議をして繰越の承認を受

けて、それで町の予算に繰越ということで計

上しております。
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○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

当然ですよね、国庫の補助金を受けている

以上はその部署との調整終わっていると思う

んですが、これは数字だけ出しているんです

が、繰越理由というのが、よくわからない。

それは報告義務はないのかどうか。次の事故

繰越しに関してはきちんと繰越の理由はチェ

ックされているんですが、明繰に関してはな

ぜ繰越になっているのかというのよくわから

ない部分がある。ただ我々としては報告を受

けているだけなのか、理由がわからなくても、

それはどういうふうに。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時54分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時54分）

○ 議長 幸地猛

喜友村薫町民課長。

○ 町民課長 喜友村薫

昨年度まで財政担当課長補佐をさせていた

だいておりましたので私の方でお答えさせて

いただきます。事故繰越しの場合は通常であ

れば一単年度で繰越すべきものを翌年度に更

に繰り越さないといけないという特別な理由

があるので理由書を添付しているんですが、

今回一般会計の繰越明許費計算書につきまし

ては、地方自治法の施行例の様式に基づいて

提出させていただいておりますので、その様

式の中で特段理由と添付というのは義務づけ

られておりませんので今回の提案内容となっ

ております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

様式の問題で片づけるのかね、我々として

はこれだけの金が繰越されるということに関

しては何らかの説明はあってしかるべきだと

思うんですが、どうなんでしょうかね。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時55分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時56分）

喜友村薫町民課長。

○ 町民課長 喜友村薫

ただいまのご質問にお答えいたします。様

式だけの問題だけではなくて、個々の内容に

ついてということもございますので繰越明許

費を作成する際、財政担当が各々の担当者と

一緒に、なぜ繰越する原因になったのかとい

う理由のヒアリングは行っておりますので、

まとめたものがございますので別添として、

今後、取り付けて内容が確認できるような方

法をとっていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これで、報告第１号、平成30年度久米島町

一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい

てを終わります。

日程第13 平成30年度久米島町一般会計事

故繰越し繰越計算書の報告につ

いて

○ 議長 幸地猛

日程第13、報告第２号、平成30年度久米島

町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告につ

いてを議題とします。本案について提案理由
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の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第２号、平成30年度久米島町一般会計

事故繰越し繰越計算書の報告について、地方

自治法施行令第150条第３項の規定により事

故繰越にかかる繰越計算書を調製したので別

紙のとおり報告する。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

なお、後ろの方に平成30年度久米島町一般

会計事故繰越の繰越計算書を添付しておりま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これで、報告第２号、平成30年度久米島町

一般会計事故繰越し繰越計算書の報告につい

てを終わります。

日程第14 専決処分(複合型防災・地域交

流拠点施設造成工事(平30年度)

請負契約の一部変更）の報告に

ついて

○ 議長 幸地猛

日程第14、報告第３号、専決処分(複合型

防災・地域交流拠点施設造成工事(平30年度)

請負契約の一部変更)の報告についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第３号、専決処分の報告について、地

方自治法第180条第１項の規定により議会に

おいて指定されている事項について別紙のと

おり専決処分したので同条第２項の規定によ

り報告する。

令和元年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

次ページになりますが、専決第３号、専決

処分書、平成30年第７回久米島町議会臨時会

で議案第46号をもって議決された複合型防災

・地域交流拠点施設造成工事(平30年度)請負

契約についての一部を次のとおり変更するこ

とについて、地方自治法第180条第１項の規

定により議会において指定されている事項に

ついて次のとおり専決処分する。

記

契約金額中「6千307万2千円」を「6千309

万360円」に変更する。

理由でありますが、平成30年第７回久米島

町議会臨時会で議案第46号をもって議決され

た複合型防災・地域交流拠点施設造成工事

(平30年度)請負契約について、一部変更の必

要が生じたため、地方自治法第180条第１項

の規定により専決処分をする。

令和元年５月16日提出

久米島町長 大田治雄

なお、後ろの方に工事改定契約書の写しを

添付しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛
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これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これで、日程第14、報告第３号、専決処分

(複合型防災・地域交流拠点施設造成工事(平

30年度)請負契約の一部変更)の報告について

を終わります。

日程第15 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第15、閉会中の議員派遣についてをお

諮りします。

閉会中の議員派遣については別紙のとおり

決定することにご意義ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。

よって、閉会中の議員派遣については、別紙

のとおり派遣することに決定しました。

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。会議を閉じます。

６月18日から始まりました令和元年第５回

久米島町議会定例会は予定されておりました

全議案が議員各位並びに執行部のご協力によ

り、無事終了することができました。ここに

深く感謝申し上げます。

これにて、令和元年第５回久米島町議会定

例会を閉会します。

（閉会 午前12時01分）
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